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我
々
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
中
心
と
し
た
天
使
論
か
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
の
ま
わ
り
に
天
使
の
飛
び
交
う
絵
画
等
の
研

究
迄
を
含
む
広
義
の
天
使
御
史
の
一
頁
を
埋
め
る
目
的
で
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
天
使
論
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
い
。
で
は
、
我
々
は
、

抑
≧
い
か
な
る
動
機
か
ら
、
他
な
ら
ぬ
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
で
、
天
使
論
と
悪
魔
論
を
調
べ
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
か
。
我
々
の
小
論
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
動
機
は
、
ふ
つ
う
、
「
近
世
哲
学
は
、
天
使
が
宇
宙
に
住
む
の
を
や
め
た
瞬
問
に
始
ま
っ
た
。
」
と
言
え
る
の
だ
が
、
何
故
、
近
世
以
降
、

哲
学
に
お
い
て
は
、
天
使
が
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
と
い
う
、
そ
の
問
題
に
あ
る
。
確
か
に
、
純
粋
に
信
仰
の
領
域
の
問
題
と

し
て
相
手
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
か
、
人
間
が
覚
醒
し
、
天
使
を
凌
駕
し
た
か
ら
だ
と
か
、
逆
に
、
人
間
が
無
知
の
た
め
に
天
使

に
比
肩
し
う
る
と
実
力
以
上
に
思
い
上
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
か
等
々
様
々
な
理
由
が
提
出
さ
れ
よ
う
が
、
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
、

そ
う
容
易
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
問
題
は
、
次
の
よ
う
な
煩
わ
し
い
微
細
な
問
題
迄
も
含
む
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
デ
カ
ル

ト
の
認
識
論
が
天
使
の
そ
れ
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
の
周
知
の
指
摘
に
対
し
て
生
じ
る
素
朴
な
疑
問
の
、
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ブ
ラ
ン
シ
ュ
へ
の
適
用
で
あ
る
。
素
朴
な
疑
問
と
は
、
今
逼
り
に
、
デ
カ
ル
ト
が
、
自
分
の
認
識
説
が
、
就
中
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の

天
使
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
、
自
分
で
も
気
付
か
ず
、
同
時
代
の
友
人
知
人
の
聖
職
者
達
も
、
善
意
か
ら
か
悪
意
か
ら
か
そ
の

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
な
く
、
後
世
の
学
者
が
悩
ま
な
く
て
済
む
よ
う
に
予
防
の
措
置
を
講
じ
て
お
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ソ
ル
ボ

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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哲
学
研
閃
究
　
　
晶
弟
五
百
五
十
五
悶
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

ン
ヌ
で
神
学
を
学
び
、
ナ
ラ
ト
リ
ナ
会
士
と
な
り
、
老
い
衰
え
、
薄
暗
い
修
道
院
の
一
室
で
、
枕
元
に
差
し
出
さ
れ
た
十
字
架
に
何
度
も

何
度
も
接
吻
し
て
息
を
引
き
取
っ
て
行
っ
た
司
祭
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
で
も
、
何
故
そ
の
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
か
、
又
は
、
少
く
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

知
人
友
人
の
ト
ミ
ス
ト
達
が
、
善
意
で
あ
れ
、
悪
意
で
あ
れ
、
そ
の
こ
と
を
何
故
指
摘
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
（
尤
も
、
こ
の
解
明

に
は
、
情
報
が
あ
ま
り
に
も
乏
し
く
、
そ
の
上
、
彼
が
、
人
間
以
外
の
存
在
者
と
し
て
の
天
使
に
言
及
し
て
い
る
以
上
、
当
所
な
き
旅
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
が
）
で
あ
る
。
　
こ
う
い
う
煩
わ
し
い
問
題
迄
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
差
し
当
り
、
我
々

は
、
何
故
、
近
世
哲
学
で
天
使
が
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
と
い
う
問
題
解
決
の
手
掛
り
の
一
つ
と
し
て
、
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学

老
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
、
哲
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
聖
職
者
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
し
、
そ
の
上
、
正
面
切
っ
て
天
使
の
問
題
だ
け
を
扱
っ
た
著
作
な
ど
は
な
い
け
れ
ど
も
、
語
ら
れ
る
こ
と
少
な
い
筈
の
天
使
が
、
諸
々

の
著
作
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
語
ら
れ
、
飛
び
交
う
よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
我
々
の
目
的
は
、
天
使
を
語
る
こ
と
少
な
い
筈
の
近
世
哲
学
者
の
一
人
た
る
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
で
は
、
何
故
、
一
瞥
し
て
天

使
が
諸
著
作
の
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
交
い
、
活
躍
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
か
を
調
べ
る
べ
く
、
彼
が
天
使
や
悪
魔
に
つ
い
て
、
い
か
に

考
え
て
い
る
か
を
纏
め
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
さ
て
、
『
キ
リ
ス
ト
教
的
旦
形
而
上
学
的
瞑
想
』
（
言
a
ぎ
け
δ
諺
。
冨
象
。
き
。
ω
o
目
零
①
け
碧
羅
臨
ρ
＄
鯛
）
に
お
い
て
、
神
の
み
が
、
神
の
御

言
の
み
が
、
我
々
の
精
神
を
照
ら
し
、
こ
れ
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
「
み
じ
め
な
精
神
（
醤
¢
〈
話
①
呂
簿
と
は
、
問
い

尋
ね
る
。
「
純
粋
な
知
性
達
よ
（
勺
霞
窪
H
暮
巴
窮
民
8
p
）
。
　
…
…
あ
な
た
達
は
、
存
在
し
て
い
る
の
で
す
か
。
あ
な
た
達
は
、
何
な
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

す
か
。
あ
な
た
達
は
、
私
達
に
と
っ
て
、
真
に
光
で
あ
り
、
能
力
で
あ
る
の
で
す
か
。
」
と
。
我
々
も
今
こ
の
み
じ
め
な
精
神
と
同
じ
立

場
に
あ
る
。
従
っ
て
、
我
々
も
そ
の
順
序
で
論
を
進
め
よ
う
。
第
一
に
、
天
使
の
実
存
在
に
つ
い
て
、
第
二
に
、
天
使
の
本
性
に
つ
い
て
、

第
三
に
、
天
使
の
能
力
に
つ
い
て
、
の
順
で
あ
る
。
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使
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1
　
天
使
の
実
存
在
を
教
え
る
者
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
天
使
の
実
存
在
（
鴨
①
》
【
一
ω
け
①
”
O
O
）
　
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
、
　
一
方
聖
書
が
我
々
に
こ
れ
を
教
え
る
。
　
し
か
し
、
他
方
、
理
性
も
ま
た
こ

れ
を
我
々
に
教
え
る
。
こ
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
『
真
理
の
探
究
』
（
菊
①
・
冨
8
冨
号
訂
く
σ
葺
①
）
第
一
一
一
巻
第
一
部
で
あ
り
、
そ

の
第
六
章
で
、
外
の
諸
事
物
を
見
る
五
つ
の
仕
方
の
一
つ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
冨
く
蕪
一
等
U
一
面
の
仕
方
の
正
し
さ
を
証
明
し
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

次
の
第
七
章
で
、
こ
の
仕
方
の
見
地
に
立
っ
た
時
、
精
神
が
諸
々
の
も
の
を
見
る
四
つ
の
仕
方
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
は
、
あ

く
ま
で
暫
く
芭
8
9
u
δ
鐸
が
前
提
さ
れ
で
は
じ
め
て
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
仕
方
」
（
ヨ
p
。
鳳
曾
①
）
と
は
、
「
に
よ
っ
て
」
（
冨
触
）

と
い
う
手
段
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
四
つ
の
認
識
の
仕
方
と
は
、
第
一
に
、
「
そ
れ
ら
自
体
で
」
、
第
二
に
、
「
そ
れ
ら
の
観
念
（
達
ひ
Φ
ω
）

に
よ
っ
て
」
即
ち
「
そ
れ
ら
の
も
の
と
異
な
っ
た
何
か
或
る
も
の
に
よ
っ
て
」
、
第
三
に
、
「
意
識
又
は
内
感
に
よ
っ
て
」
（
℃
母
8
霧
。
冨
守

。
ρ
建
冨
『
ω
窪
寓
目
雪
＝
暮
①
『
冨
霞
）
、
第
四
に
、
門
推
測
に
よ
っ
て
」
（
冨
『
8
且
8
9
冨
）
で
あ
る
σ
認
識
対
象
は
、
各
々
、
第
一
は
、
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

第
二
は
、
物
体
、
第
三
は
、
自
分
の
魂
、
そ
し
て
、
第
四
の
対
象
が
、
他
人
の
魂
及
び
「
諸
々
の
純
粋
な
知
性
達
」
即
ち
天
使
達
で
あ
る
。

〔
同
層
P
念
。
。
ー
ホ
巴

　
と
こ
ろ
で
、
第
四
の
認
識
の
仕
方
に
お
い
て
、
「
我
々
と
は
異
な
っ
て
い
る
」
こ
れ
ら
の
認
識
対
象
即
ち
他
人
の
魂
や
天
使
が
、
「
我
々

と
同
種
で
あ
る
」
と
「
推
測
し
（
8
a
Φ
9
葺
2
）
う
る
」
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
推
測
の
可
能
性
は
、
「
我
々
は
、
神
の
う
ち
に
、

い
く
つ
か
の
観
念
や
い
く
つ
か
の
不
可
変
な
法
（
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
神
が
あ
ら
ゆ
る
霊
に
等
し
く
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と

を
確
実
に
知
る
）
を
見
る
」
〔
崖
α
も
・
濫
凸
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
真
理
（
二
の
二
倍
は
四
で
あ
る
と
か
、
正
し
い
こ
と
は
富
め
る

こ
と
よ
り
よ
り
よ
い
等
々
）
の
認
識
を
、
他
人
の
魂
や
天
使
達
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
し
う
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
心
的
傾
向
性

（一

福
n
一
一
諺
拶
紳
卿
O
⇔
ω
）
即
ち
善
や
快
を
愛
し
、
悪
や
苦
痛
を
憎
む
こ
と
や
、
幸
福
で
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
は
、
単
に
他
人
の
魂
に
の
み
な

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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哲
学
耐
腓
究
　
　
静
弟
五
百
五
十
五
暑
v
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

ら
ず
、
「
天
使
や
悪
魔
に
す
ら
も
」
〔
卿
三
仙
‘
。
蟄
鐸
。
．
一
G
。
呂
共
通
で
あ
る
と
我
々
に
確
信
さ
せ
る
。
何
故
か
。
ま
さ
し
く
、
神
が
我
々
に

そ
う
教
え
る
か
ら
で
あ
る
。
全
て
の
人
間
や
天
使
は
、
同
一
の
神
の
同
じ
諸
真
理
を
見
る
。
た
だ
し
、
厳
格
に
神
の
う
ち
の
諸
真
理
に
諮

る
べ
き
で
あ
っ
て
、
我
々
が
我
々
自
身
に
つ
い
て
も
つ
諸
感
覚
（
ω
窪
窪
ヨ
①
馨
。
・
）
な
ど
に
諮
っ
た
ら
必
ら
ず
誤
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

ヨ
欝
象
9
の
場
合
で
も
、
無
い
筈
の
腕
に
痛
み
を
感
じ
る
の
も
．
あ
く
ま
で
、
神
の
う
ち
に
あ
る
腕
の
観
念
が
我
々
に
は
た
ら
き
か
け
る

こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
感
覚
も
我
々
と
同
様
で
あ
る
と
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
「
推
測
に
よ
る
」
認
識
の
仕
方
は
、

他
の
三
つ
の
仕
方
と
岡
様
、
鼠
≦
ω
δ
昌
窪
堂
＄
の
見
地
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
う
る
。
そ
れ
故
、
天
使
は
、
「
推
測
に
よ
っ
て
」
の
み
、

真
理
た
る
神
を
通
し
て
、
間
接
的
に
、
そ
の
実
存
在
が
知
ら
れ
う
る
。
従
っ
て
、
我
々
が
存
在
す
る
と
納
得
し
て
い
る
存
在
者
は
、
「
神
、

我
々
自
身
、
物
体
（
身
体
）
、
純
粋
な
諸
霊
」
〔
窪
阜
ホ
巴
の
み
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
天
使
の

実
存
在
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
ら
ず
、
ま
し
て
や
、
実
存
在
に
つ
い
て
の
証
明
な
ど
も
提
毒
し
て
い
な
い
が
、
間
接
的
仕
方
で
、
そ
の
実

存
在
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
2
　
天
使
と
悪
魔
の
誕
生
一

　
世
羅
は
、
時
問
的
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
前
に
創
造
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
尤
も
、
永
遠
の
神
と
し
て
の
御
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
s
）

は
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
よ
り
も
前
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
。

　
さ
て
、
悪
魔
も
元
は
天
使
で
あ
っ
た
が
悪
魔
誕
生
の
経
緯
即
ち
天
使
の
堕
落
の
経
緯
に
つ
い
て
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
多
く
は
触
れ

て
い
な
い
。
た
だ
『
道
徳
論
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
天
使
達
は
、
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
時
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
も
な
く
、
自
分
達
し
か
い
な
い
の
で
、
神
が
自
分
た
ち
を
創
造
し
た
意
図
な
ど
露
知
ら
ず
、
天
使
の
中
で
も
悪
意
あ
る

（
幕
糞
土
邑
天
使
達
の
、
慮
分
達
は
、
神
に
比
肩
し
う
る
の
だ
と
信
じ
る
指
事
さ
が
、
天
使
の
堕
落
の
因
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
続
け

て
い
る
。
「
更
に
、
も
っ
と
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
永
遠
の
御
言
が
、
神
の
知
恵
あ
る
行
為
の
正
し
さ
を
、
悪
意
あ
る
天
使
達



の
霊
に
対
し
て
証
明
す
る
た
め
に
、
彼
ら
に
次
の
こ
と
を
教
え
た
と
仮
定
す
れ
ぽ
、
即
ち
、
神
が
人
間
を
形
作
り
、
人
間
を
構
成
す
る
霊

（
精
神
）
と
物
体
（
身
体
）
と
い
う
二
つ
の
実
体
に
結
び
つ
き
、
人
間
の
形
で
、
神
の
全
作
品
（
こ
れ
ら
も
、
そ
れ
ら
二
つ
の
種
類
の
存

在
〔
実
体
〕
で
し
か
構
成
さ
れ
て
い
な
い
が
）
を
聖
化
す
る
意
図
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
悪
意
あ
る
天

使
達
は
、
こ
の
意
図
に
反
対
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
崇
め
た
り
、
自
分
達
が
、
自
分
達
と
同
程
度
で
あ
る
、
否
、
本
性
上
劣
っ
て
さ

え
い
る
（
そ
の
本
性
が
神
人
一
体
に
よ
っ
て
ど
ん
な
に
高
め
ら
れ
よ
う
と
）
と
思
っ
て
い
る
当
の
者
〔
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〕
に
従
い
た

い
と
は
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
神
の
作
品
の
う
ち
に
二
つ
の
部
分
が
生
じ
た
。
即
ち
、
聖
ミ
カ
エ
ル
と
そ
の
天
使
達
及
び
、
サ

タ
ン
と
そ
の
奉
仕
老
達
、
換
言
す
れ
ば
、
永
遠
の
二
つ
の
都
市
、
　
エ
ル
サ
レ
ム
と
バ
ビ
ロ
ン
の
本
源
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
」
〔
×
剛
”
℃
．

匿
昌
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
問
の
罪
の
聞
題
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
頁
を
割
く
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
も
、
天
使
の
堕
落
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
沈
黙

す
る
の
で
あ
る
が
、
右
記
の
言
説
か
ら
、
彼
が
天
使
の
堕
落
の
因
に
つ
い
て
、
受
肉
の
意
図
へ
の
反
発
等
の
傲
慢
さ
、
ま
た
は
傲
慢
な
自

己
満
足
〔
×
H
＜
矯
や
嵩
O
〕
を
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

69

　
3
、
天
使
の
住
処
、
種
類
、
数
及
び
階
序
一

　
天
使
の
住
処
す
る
所
は
ど
こ
で
あ
る
か
。
ま
ず
、
忠
実
な
（
⇔
α
o
．
一
Φ
ω
）
、
良
き
（
σ
。
畠
）
、
聖
な
る
（
ω
鉱
簿
ω
）
、
守
護
す
る
（
窪
Φ
巨
話
ω
）
等

等
と
形
容
さ
れ
る
天
使
達
、
幸
福
な
諸
霊
と
か
幸
福
な
知
性
達
と
か
よ
ば
れ
る
天
使
達
は
、
「
天
上
に
い
る
。
」
〔
9
押
や
亀
①
冨
ω
ω
ぎ
〕

こ
れ
に
反
し
て
、
反
逆
の
（
民
Φ
げ
①
一
一
①
ω
）
、
悪
し
き
（
讐
窪
く
巴
の
）
、
傲
慢
な
（
ω
呂
。
み
。
ω
）
等
々
と
称
さ
れ
る
天
使
達
即
ち
悪
魔
（
諫
山
？

ヨ
。
器
）
は
、
「
地
獄
に
い
る
。
」
〔
o
艶
×
≦
”
℃
・
δ
O
〕
大
筋
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
天
使
が
天
上
に
い
る
と
か
、
悪
魔
が
地
獄
に
い
る
と
か
い
う
こ
と
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
と
っ
て
は
、
次
の
よ
う

な
事
態
を
も
含
意
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
が
簸
る
意
味
で
至
る
駈
に
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
と
、
天
使
が
天
上
に
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
五
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七
〇

と
は
、
叡
知
的
世
界
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
又
、
神
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
他
方
、
悪
魔
が

地
獄
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
光
り
輝
く
実
体
、
即
ち
神
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
悪
魔
に
と
っ
て
は
、
こ
の

実
体
は
、
光
り
輝
く
（
一
事
5
P
一
”
①
億
ω
O
）
ど
こ
ろ
か
、
灼
熱
の
激
痛
な
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
悪
魔
が
地
獄
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
た
か

も
、
諸
霊
（
諸
精
神
）
が
諸
物
体
（
諸
身
体
）
の
う
ち
に
存
在
す
る
ご
と
き
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
。
や
×
日
も
や
き
O

誌
O
一
〕

　
天
使
の
種
類
や
数
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
確
か
に
、
座
天
使
（
↓
ぼ
。
器
ω
）
、
能
天
使
（
℃
岳
。
。
雪
8
ω
）
、
主
天
使
（
一
）
。
・

ヨ
ぎ
9
二
。
諺
）
、
等
々
の
言
及
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、
大
天
使
（
〉
冠
O
ず
鋤
二
α
q
O
ω
）
た
る
聖
ミ
カ
エ
ル
（
ω
ρ
罫
窪
巴
や
ガ
ブ
リ
エ
ル
（
O
p
宮
芭
）
、

中
で
も
聖
ミ
カ
エ
ル
は
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
多
く
譜
ら
れ
て
い
る
。
悪
魔
の
王
と
し
て
の
サ
タ
ン
、
又
は
、
リ
ュ
ス
ィ
フ
ェ
ー
ル

（
い
餌
9
鴎
霞
）
は
、
ほ
と
ん
ど
同
義
的
に
語
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
が
、
天
使
の
数
や
種
類
に
つ
い
て
、
真
面
欝
に
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
よ
う
に
み
え
る

の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
天
使
の
数
に
つ
い
て
は
、
大
筋
で
は
、
正
確
に
知
ら
れ
な
い
と
い
う
態
度
が
と
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
『
探
究
』

（『

^
理
の
探
究
』
）
で
、
自
然
的
諸
物
体
の
問
に
何
か
類
似
性
（
冨
冨
ω
ω
①
ヨ
下
国
8
）
又
は
、
比
例
関
係
（
貯
蔑
8
。
触
鑓
。
ロ
）
を
想
い
描
く

と
何
か
気
が
楽
に
な
る
と
い
う
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
の
実
体
的
形
相
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
精
神
の
心
的
傾
向
は
、
自
然
学
に
誤

謬
を
持
ち
込
む
大
き
な
困
の
一
つ
と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
の
一
例
と
し
て
、
自
然
学
の
元
素
等
の
例
と
並
べ
て
、
天
使
達
の
数
や

種
類
を
或
る
比
例
関
係
に
組
み
込
ん
で
、
そ
れ
ら
の
数
を
分
っ
た
つ
も
り
で
い
る
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
〔
。
剛
‘
H
℃
。
ミ
。
。
〕

　
そ
れ
故
、
天
使
の
階
序
（
犀
一
価
戦
鋤
触
O
び
一
〇
）
に
つ
い
て
も
、
我
々
の
著
者
に
は
、
正
面
か
ら
の
言
及
は
な
い
。
た
だ
、
彼
は
、
或
る
所
で
、

最
も
ふ
つ
う
に
認
め
ら
れ
て
い
る
見
解
だ
と
断
り
な
が
ら
、
他
の
低
い
天
使
達
に
命
令
を
下
す
、
よ
り
上
位
の
天
使
達
の
存
在
す
る
こ
と
、

及
び
天
使
栢
互
間
に
従
属
関
係
の
あ
る
こ
と
を
、
沖
し
げ
な
表
現
な
が
ら
、
認
め
て
い
る
。
〔
興
噂
く
H
鍔
や
謡
呂
し
か
し
、
そ
の
イ
エ
ラ

ル
シ
は
、
明
ら
か
に
、
人
主
の
功
績
と
そ
れ
に
見
合
う
報
賞
を
、
人
間
に
付
与
す
る
た
め
に
神
が
立
て
た
、
天
使
と
い
う
、
機
会
因
と
な



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
う
る
二
次
的
諸
因
の
従
属
関
係
と
し
て
の
イ
エ
ラ
ル
シ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
著
者
が
、
い
さ
さ
か
平
し
げ
に
語
っ
た
り
、
天
使
の
種
類
が
九
つ
だ
と
か
七
つ
だ
と
か
、
ど
う
い
う
順
序
に

位
す
る
か
等
々
に
言
及
し
な
か
っ
た
り
す
る
最
大
の
理
由
の
一
つ
は
、
恐
ら
く
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
我
々
の
知
性
を
含
め
た
諸
々
の

知
性
の
大
き
な
階
序
を
念
頭
に
お
い
て
い
て
、
し
か
も
、
そ
う
い
う
階
序
の
考
え
方
が
危
険
だ
と
気
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

彼
は
、
我
々
が
思
い
描
く
通
り
の
か
か
る
階
序
を
捏
造
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
何
故
な
ら
、
彼
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
魂
の
想
像
力
は
、

天
使
達
を
含
む
諸
々
、
の
知
性
の
イ
エ
ラ
ル
シ
を
構
築
し
、
そ
の
頂
点
に
神
が
位
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
を
好
む
し
、
そ
の
考
え

に
満
足
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
想
像
力
は
、
神
で
あ
り
御
言
た
る
御
理
性
（
一
餌
　
菊
四
一
ω
O
P
）
の
光
が
、
こ
の
頂
点
か
ら
次
々
と
、

我
々
の
知
性
を
含
む
低
い
知
性
へ
、
あ
た
か
も
、
水
の
流
れ
が
降
り
下
る
如
く
、
広
が
る
と
い
う
考
え
に
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
創
造
主
た
る
神
は
、
全
被
造
物
の
最
高
た
る
こ
の
イ
エ
ラ
ル
シ
の
頂
点
か
ら
も
、
「
無
限
の
距
離
」
〔
×
≦
博
唱
．
H
嵩
〕
の
高
み
に
存
在

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
同
時
に
ま
た
、
こ
の
御
理
性
の
光
は
、
常
に
我
々
に
現
前
し
、
我
々
の
う
ち
に
住
処
す

る
こ
と
や
、
我
々
が
我
々
自
身
を
省
み
る
時
、
我
々
は
、
こ
の
御
理
性
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
我
々
は
、
気
付
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
頂
点
こ
そ
が
、
神
の
玉
座
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
光
が
我
々
に
次
々
と
間
接
的
に
、
下
り
来
た
る
と
い

う
こ
の
一
見
我
々
に
は
す
ば
ら
し
い
光
景
に
み
え
る
構
國
は
、
実
は
、
悪
魔
の
お
気
に
入
り
の
考
え
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
悪
魔

は
、
自
分
達
が
神
を
蔑
ん
で
与
え
た
神
の
位
置
た
る
か
の
頂
点
の
次
ぐ
ら
い
の
被
造
物
の
最
高
位
に
位
置
す
る
と
、
否
、
比
肩
し
う
る
位

置
に
あ
る
と
す
ら
、
思
い
上
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
。
隔
‘
〆
℃
や
N
犀
b
。
巴

　
以
上
に
お
い
て
、
我
々
は
、
著
者
の
乏
し
い
証
言
を
も
と
に
し
て
、
天
使
の
実
存
在
に
つ
い
て
概
略
語
り
終
え
た
。
我
々
は
、
我
々
の

小
論
の
順
序
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
次
に
、
天
使
の
本
性
に
つ
い
て
語
り
進
も
う
。

71

マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論

七
一



72

哲
学
研
究
　
第
五
菖
五
十
五
号

二
　
天
使
の
本
性

七
二

　
1
　
天
使
と
精
神
i

　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
自
分
が
天
使
の
本
性
や
魂
の
本
性
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
し
た
考
え
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
素
趨
に
告
白
し

て
い
る
。
〔
。
h
二
≦
い
Ψ
鵯
ど
霞
．
や
目
①
り
〕
し
か
し
、
彼
は
、
『
探
究
』
に
お
い
て
、
天
使
の
本
性
が
、
精
神
（
一
”
①
。
。
o
馨
）
、
つ
ま
り
、
「
そ

れ
自
体
で
、
即
ち
、
そ
れ
が
結
合
さ
れ
て
い
る
身
体
と
い
か
な
る
関
わ
り
も
な
し
に
存
在
し
て
い
る
限
り
に
お
け
る
精
神
」
〔
押
ワ
。
。
。
。
昌

に
近
い
こ
と
を
添
竣
し
て
い
る
。
い
わ
く
、
「
〔
以
後
〕
精
神
に
つ
い
て
言
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
純
粋
な
知
性
存
在
に
つ
い
て
も
言
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
。
〔
ま
9
。
鉾
×
≦
”
，
一
8
〕
こ
の
よ
う
に
、
天
使
と
精
神
と
は
、
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
ま
た
、
天
使
は
、
物
体
（
身
体
）
と
全
く
異
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
仕
方
が
採
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
極
る
箇
所
で
、
物
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
る
石
は
、
天
使
と
は
、
「
正
反
鰐
の
存
在
領
域
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
死
に
つ
い
て
の
対
話
』
の
一

節
は
、
示
唆
に
富
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
対
話
者
の
一
人
、
ア
リ
ス
ト
（
≧
韓
①
）
は
問
う
。
身
体
か
ら
分
離
し
た
魂
が
、
喜
び
や
悲
し
み
の
感
情
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
認
め

る
と
し
て
も
、
悪
魔
達
や
不
敬
震
君
達
が
、
地
獄
の
永
遠
の
火
で
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
時
、
例
え
ば
、
身
体
を
有
せ
ぬ
悪
魔
達
は
、
火
傷

の
際
の
痛
み
の
感
覚
を
有
す
る
の
か
と
。
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
代
弁
者
テ
オ
ド
ー
ル
（
一
門
ゲ
ゆ
O
⇔
O
門
O
）
は
答
え
る
。
火
は
、
あ
く
ま
で
機
会

的
因
と
し
て
諸
手
を
燃
や
し
苦
し
め
る
と
。
ア
リ
ス
ト
は
問
う
。
霊
的
で
あ
る
悪
魔
が
火
と
結
合
し
う
る
の
か
。
テ
オ
ド
ー
ル
は
答
う
。

悪
魔
は
、
火
に
、
「
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
（
§
ε
の
で
は
な
く
、
実
体
の
う
ち
最
低
の
物
質
的
火
に
「
服
従
さ
せ
ら
れ
る
」
（
器
。
。
ε
Φ
蘇
ω
）

の
だ
と
。
ア
リ
ス
ト
は
退
か
ぬ
。
我
々
の
感
覚
諸
機
能
（
一
①
ω
ω
①
ロ
。
。
）
の
器
官
を
通
じ
て
の
み
、
神
が
我
々
の
魂
を
様
々
な
感
覚
（
ω
Φ
舜
7

ヨ
①
簿
ω
）
で
触
発
す
る
（
⇔
掩
Φ
9
興
）
の
で
は
な
い
の
か
。
テ
ォ
ド
；
ル
は
答
え
る
。
機
会
的
因
と
し
て
の
火
が
悪
魔
に
は
た
ら
き
か
け
る

仕
方
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
は
無
益
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
因
を
立
て
る
神
の
意
図
は
未
知
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
物
心
分
離
の
意
味



を
真
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
お
う
と
す
る
。
ア
リ
ス
ト
は
更
に
問
う
。
悪
魔
は
、
い
っ
か
は
地
獄
に
落
ち
て
、
そ
こ
で
火
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

彼
ら
を
苦
し
め
る
。
し
か
し
、
パ
ウ
ロ
に
よ
る
と
、
悪
魔
は
、
目
下
空
中
に
い
る
。
い
か
に
し
て
、
今
、
地
獄
の
火
は
、
空
中
の
悪
魔
を

焼
き
う
る
の
か
。
テ
オ
ド
ー
ル
は
答
え
る
。
火
は
、
機
会
的
因
で
し
か
な
く
、
悪
魔
は
、
物
体
た
る
火
の
う
ち
に
、
火
に
接
し
て
存
在
し

な
い
で
こ
の
火
の
観
念
（
賦
σ
①
ω
）
（
神
内
の
）
に
お
い
て
存
在
す
る
。
こ
の
火
の
観
念
に
対
応
す
る
現
実
の
火
の
う
ち
に
は
存
在
し
な
い
。

悪
魔
の
真
の
居
場
所
は
、
叡
知
的
世
界
で
あ
る
。
云
々
と
。
〔
6
隔
こ
　
）
｛
一
固
同
噂
　
℃
や
●
　
ω
り
α
一
亟
O
O
〕
こ
の
対
話
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
我
々
は
、

天
使
が
精
神
と
類
似
し
た
本
性
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
精
神
（
霊
）
と
身
体
（
物
体
）
が
全
く
異
な
る
ご
と
く
、
天
使
と
物
体
も
全
く

反
頬
の
存
在
領
域
に
属
す
る
も
の
と
し
て
全
く
異
な
る
本
性
を
有
す
る
こ
と
が
完
全
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
身
体
と
全
く
関
係
な
し
に
解
さ
れ
た
限
り
で
の
、
人
間
の
精
神
は
、
天
使
に
類
似
す
る
が
、
そ
れ
自
体
で
は
良
く
も
悪
く

も
な
く
、
誤
謬
に
陥
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
し
て
や
、
天
使
で
も
、
堕
落
し
た
天
使
た
る
悪
魔
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、
人
間

の
精
神
の
堕
落
や
そ
の
誤
謬
は
、
偏
に
、
そ
の
身
体
と
の
関
係
か
ら
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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2
　
天
使
の
諸
存
在
中
の
位
置
付
け
一

　
諸
々
の
霊
で
あ
り
、
諸
々
の
知
性
で
あ
る
「
霊
的
存
在
者
即
ち
天
使
」
〔
固
●
ワ
α
己
は
、
諸
々
の
存
在
者
の
う
ち
の
何
処
に
位
置
付
け

ら
れ
る
か
。
デ
カ
ル
ト
の
顧
る
一
つ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
三
つ
の
存
在
者
、
即
ち
（
高
貴
な
も
の
か

ら
低
劣
な
も
の
へ
と
並
べ
る
と
）
神
、
人
間
の
精
神
（
魂
）
、
物
体
（
身
体
）
を
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
天
使
の
本
性
に
つ
い
て
の
我
々

の
先
の
一
瞥
で
も
、
恐
ら
く
伝
統
に
照
ら
し
て
も
、
カ
ル
テ
ジ
ア
ニ
ス
ム
の
こ
の
三
つ
の
基
本
的
実
体
の
う
ち
、
精
神
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
、

天
使
は
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
外
見
上
、
我
々
に
は
、
天
使
が
い
わ
ぽ
第
四
の
存
在
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
さ
て
、
か
の
訂
く
華
言
雪
望
窪
の
証
明
の
と
こ
ろ
で
観
念
の
起
源
を
設
定
す
る
に
当
っ
て
、
彼
は
低
劣
な
存
在
者
か
ら
高
貴
な
存

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



74

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
五
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七
四

在
者
へ
と
、
即
ち
物
体
、
魂
、
神
と
い
う
順
序
で
、
こ
れ
ら
三
つ
の
存
在
者
を
そ
れ
ぞ
れ
観
念
の
起
源
に
お
く
五
つ
の
仕
方
（
魂
に
は
、

こ
れ
に
観
念
の
起
源
を
置
く
三
つ
の
仕
方
が
対
応
す
る
）
を
示
し
て
、
神
の
う
ち
に
観
念
を
置
く
仕
方
の
み
正
し
い
と
し
て
い
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
時
に
も
、
三
つ
の
存
在
は
、
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
魂
は
、
私
の
魂
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
　
一
度
貯
く
互
雪
雪
融
窪
の
正
し
さ
を
証
明
し
、

そ
の
見
地
に
立
つ
や
否
や
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
今
度
は
、
「
私
の
魂
」
の
認
識
対
象
と
し
て
「
他
人
の
魂
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
「
他
人
〔
他
者
〕
の
魂
」
な
る
も
の
は
、
そ
こ
に
至
る
手
続
き
と
し
て
は
、
か
の
「
神
、
我
々
自
身
、
物
体
（
身
体
）
、
純

粋
霊
（
℃
ξ
①
ω
①
省
簿
ω
）
」
〔
り
や
ホ
呂
な
る
順
序
が
示
す
ご
と
く
、
い
わ
ば
、
神
で
も
な
く
、
私
の
魂
で
も
な
く
、
物
体
（
身
体
）
で

も
な
い
も
の
と
い
っ
た
具
合
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
第
四
」
の
存
在
者
で
あ
る
。
こ
の
「
他
人
」
に
、
天
使
、
悪

魔
、
ダ
ッ
タ
ン
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。
〔
。
罰
慾
目
ウ
ま
声
援
喝
脅
目
。
。
呂
奇
妙
な
こ
と
に
、
彼
は
、
更
に
、
い
わ
ば
「
第
五
」
の
存
在
者

と
し
て
、
宇
宙
人
と
で
も
い
う
愚
な
い
よ
う
な
存
在
者
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
「
た
と
え
、
神
、
我
々
自
身
、
諸
物
体

及
び
純
粋
言
霊
と
は
異
な
っ
た
存
在
者
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
我
々
に
は
知
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
〔
一
ぼ
α
二
や
ホ
呂

と
。
尤
も
、
か
か
る
存
在
者
の
存
在
は
納
得
し
が
た
い
と
言
っ
て
は
い
る
。

　
以
上
、
天
使
の
本
性
に
つ
い
て
の
貧
し
い
証
書
の
一
霞
で
、
我
々
が
知
り
え
た
こ
と
は
、
結
局
、
そ
れ
が
我
々
の
精
神
そ
の
も
の
に
き

わ
め
て
類
似
す
る
霊
的
存
在
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

　
我
々
の
著
者
は
、
天
使
の
実
存
在
や
本
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
我
々
に
、
彼
の
、
天
使
の

能
力
重
視
を
予
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、
「
全
て
の
被
造
物
は
、
全
く
無
能
力
で
あ
る
。
」
〔
×
一
．
や
島
〕
と
言
う
我
々
の
著
者
が
天
使
の
能

力
を
ど
う
語
る
と
番
う
の
だ
ろ
う
か
。
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三
　
天
使
の
能
力

　
1
　
天
使
の
認
識
…
1

　
天
使
の
認
識
能
力
に
つ
い
て
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ェ
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
我
々
に
は
、
天
使
に
き
わ
め
て
類
似

す
る
精
神
か
ら
の
類
推
の
道
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
〔
天
使
の
他
在
認
識
〕
一
と
こ
ろ
で
、
天
使
は
、
誤
る
か
。
『
道
徳
論
』
に
よ
る
と
、
神
は
、
不
可
謬
で
あ
る
が
、
天
使
は
本
性

上
は
誤
り
や
す
い
。
し
か
し
、
天
使
は
、
「
決
し
て
黒
ま
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
天
使
は
、
身
体
を
有
さ
ぬ
か
ら
の
み
な

ら
ず
、
神
内
の
「
諸
観
念
や
そ
れ
ら
の
間
の
関
係
」
を
、
ち
ょ
っ
と
注
意
を
向
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

天
使
は
、
自
ら
の
見
る
も
の
に
つ
い
て
だ
け
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
O
剛
．
　
）
ハ
H
．
　
一
U
噂
　
M
W
O
〕

　
そ
こ
で
、
第
一
に
、
天
使
の
物
体
的
存
在
者
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
か
。
『
道
徳
論
』
の
右
記
の
言
説
、
ま
た
、
『
形
而
上
学
に
つ
い

て
の
対
話
』
で
、
ア
リ
ス
ト
に
、
「
人
問
も
、
天
使
も
、
神
す
ら
も
、
私
が
見
る
の
と
同
じ
真
理
を
見
る
」
〔
×
鐸
や
H
。
。
⑩
〕
と
語
ら
せ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
他
の
著
作
で
、
「
悪
魔
達
す
ら
も
」
、
普
遍
的
御
理
性
（
一
p
ひ
　
幻
9
一
ω
O
昌
　
⊆
⇔
一
く
①
戦
ω
Φ
一
一
Φ
）
た
る
御
言
を
糧
と
し
て
い
る
と
さ

れ
る
〔
O
h
二
　
）
ハ
．
　
O
・
　
一
ω
Q
Q
》
　
困
く
耀
　
℃
・
　
㊦
㎝
〕
こ
と
等
々
か
ら
、
天
使
や
悪
魔
す
ら
、
我
々
の
魂
の
ご
と
く
、
神
内
の
諸
物
体
の
諸
観
念
を
介
し
て
、

物
体
を
認
識
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
天
使
の
霊
的
存
在
者
の
認
識
（
主
と
し
て
、
天
使
同
士
の
認
識
）
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
『
探
究
』
で
は
、
我
々
の
魂
は
、

物
体
的
存
在
者
の
認
識
に
観
念
は
必
要
だ
が
、
霊
的
な
存
在
老
に
は
、
そ
れ
は
必
要
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
〔
。
h
も
・
傘
呂
調
、
前
に
少

し
触
れ
た
よ
う
に
、
我
々
の
魂
は
、
他
人
の
魂
や
天
使
を
「
推
測
に
よ
っ
て
」
認
識
す
る
。
果
し
て
こ
れ
ら
の
認
識
の
仕
方
を
天
使
同
士

の
認
識
の
仕
方
に
適
用
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
探
究
』
に
興
味
深
い
言
葉
が
あ
る
。
い
わ
く
、
「
正
義
や
秩
序
が
支
配
す
る
時
、
即
ち
我
々
が
我
々
の
身
体
に
囚

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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七
六

わ
れ
た
状
態
か
ら
、
解
き
放
た
れ
る
で
あ
ろ
う
、
か
の
世
の
終
り
の
時
に
は
、
我
々
は
、
恐
ら
く
、
我
々
自
身
同
士
の
緊
密
な
結
合
に
よ

っ
て
、
我
々
を
互
い
に
理
解
さ
せ
合
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
天
使
達
が
、
天
に
お
い
て
、
そ
う
し
う
る
こ
と
が
何
か

あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
ご
と
く
。
」
〔
同
げ
置
サ
禽
①
〕
と
。
天
使
は
、
人
間
の
精
神
自
体
に
類
似
す
る
ゆ
え
、
ま
し
て
や
身
体
性
を
す
っ

か
り
離
れ
る
か
の
時
に
は
、
精
神
同
士
の
意
志
伝
達
を
含
め
た
認
識
は
、
当
然
天
使
同
士
の
認
識
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
奇

妙
な
こ
と
に
次
の
よ
う
に
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
「
私
は
、
こ
こ
で
、
天
使
達
が
、
彼
ら
自
身
で
互
い
に
相
手
に
、
自
分
達
が
何
で
あ
る

か
や
、
何
を
考
え
て
い
る
か
を
示
し
う
る
こ
と
（
こ
の
こ
と
を
私
は
実
は
真
実
と
は
思
わ
な
い
が
）
を
認
め
る
よ
う
に
み
え
る
が
…
…
」

〔卿

ｰ
置
●
〕
と
。
こ
の
よ
う
に
、
我
々
の
著
老
は
、
天
使
岡
士
の
以
心
伝
心
的
な
意
志
伝
達
を
含
む
認
識
の
可
能
性
に
つ
い
て
甚
だ
懐
疑
的

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
、
天
使
同
士
の
認
識
を
人
間
の
ケ
ー
ス
の
、
か
の
「
推
測
に
よ
る
」
認
識
に
近
い
と
考
え
て
い
る
可
能

性
を
添
唆
し
て
い
よ
う
。

　
②
〔
天
使
の
自
己
認
識
〕
　
天
使
の
自
己
認
識
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
著
看
は
黙
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う

に
、
我
々
の
魂
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
　
こ
れ
を
明
晰
判
明
に
認
識
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ず
、
　
門
意
識
又
は
内
感
に
よ
っ
て
」
い
わ
ば
、

感
じ
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
神
に
と
っ
て
は
、
神
の
う
ち
に
我
々
の
魂
の
観
念
は
ま
ち
が
い
な
く
存
在
す
る
が
、
我
々
は
、
　
「
世
の

終
り
」
ま
で
は
、
そ
れ
を
認
識
し
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
も
し
、
我
々
の
魂
の
観
念
を
、
我
々
が
神
の
う
ち
に
い
ま
見
、
己
の
魂
の
有

り
の
儘
の
本
性
を
見
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
見
と
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
心
の
見
知
者
（
ω
9
暮
舞
。
霞
号
ω

§
震
ω
）
た
る
神
の
行
為
や
救
い
主
の
行
為
を
無
意
味
に
し
、
我
々
の
道
徳
的
義
務
を
怠
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
身
体
と
結
び
つ
い
て
い
る
我
々
の
魂
の
ケ
ー
ス
は
、
天
使
に
直
か
に
適
用
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
前
奢
と
後

奢
と
で
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
「
時
（
間
）
」
は
異
な
る
。
そ
の
上
、
個
々
の
天
使
の
本
性
を
示
す
観
念
や
個
々
の
悪
魔
の
そ
れ
は
、
神

の
観
点
か
ら
は
、
神
内
に
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
そ
れ
ら
を
世
の
終
り
の
前
に
も
、
完
全
に
認
識
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
我
々
の
著
者
は
語

ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
に
、
天
使
の
自
己
認
識
に
つ
い
て
我
々
の
著
者
が
黙
す
る
理
由
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
補
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、



か
の
天
使
同
士
の
認
識
に
対
す
る
懐
疑
的
態
度
と
同
じ
態
度
で
考
え
ら
れ
て
い
る
、
換
言
す
れ
ば
、
魂
の
明
晰
な
認
識
を
有
し
え
ぬ
我
々

人
間
の
ケ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
　
〔
。
浄
×
≦
”
掌
お
昌
　
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
れ
は
永
遠
、
必
然
、
不
可
変
な
真
理

た
る
神
の
知
恵
即
ち
御
言
た
る
普
遍
的
御
理
性
を
介
し
て
間
接
的
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
人
間
の
魂
が
他
人
の
魂
や
天
使
に
対
し
、

か
の
「
推
測
に
よ
る
」
認
識
を
行
う
の
に
近
い
意
味
で
、
あ
た
か
も
、
天
使
が
、
神
と
い
う
鏡
に
写
る
他
の
天
使
か
ら
自
己
を
推
測
す
る

ご
と
く
、
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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2
　
天
使
の
行
為

　
ω
　
天
使
と
奇
跡

　
　
ω
　
〔
奇
跡
の
意
味
〕
　
天
使
と
奇
跡
（
巳
鑓
9
）
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
に
先
立
っ
て
、
我
々
は
、
奇
跡
と
は
、
そ
も
そ
も
何
で
あ

る
か
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
に
お
い
て
、
奇
跡
の
問
題
は
、
神
の
摂
理
の
問
題
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

跡
に
つ
い
て
は
、
就
中
、
『
自
然
と
恩
恵
に
つ
い
て
の
論
』
　
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
安
価
な
問
題
で
は
な
い
が
、
　
マ
ル
ブ

ラ
ン
シ
ュ
の
見
解
は
、
旧
約
聖
書
で
し
ば
し
ば
起
る
奇
跡
は
、
決
し
て
、
論
争
相
手
ア
ル
ノ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
神
が
個
別
的
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

（
＜
9
。
三
σ
ω
冨
三
。
島
曾
Φ
ω
）
に
よ
っ
て
な
し
た
の
で
は
な
く
て
、
摂
理
の
一
般
的
諸
法
則
（
§
ω
σ
q
曾
ひ
簸
Φ
ω
）
（
我
々
に
は
五
つ
の
法
則
が

知
ら
れ
て
い
る
）
に
従
っ
て
な
し
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
見
地
の
論
拠
は
、
神
は
自
ら
の
属
性
の
特
質
を
帯
び
た
仕
方
で
は
た
ら
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
　
〔
o
h
こ
　
く
H
剛
》
　
勺
●
　
れ
Φ
卜
σ
〕
例

え
ば
、
神
は
、
全
て
の
こ
と
を
知
恵
あ
る
仕
方
で
な
す
。
す
な
わ
ち
、
天
使
を
含
む
限
ら
れ
た
知
性
達
（
ヨ
砕
巴
繕
事
8
ω
び
。
ヨ
σ
Φ
の
）
の
は
た

ら
き
方
は
、
複
合
的
な
仕
方
（
〈
O
戸
O
ω
　
O
O
5
P
唱
O
ω
Φ
Φ
ω
）
で
あ
る
が
、
神
の
は
た
ら
く
仕
方
は
、
単
純
（
ω
ぎ
覧
Φ
）
で
あ
り
、
斉
一
的
（
茸
ぎ
7

ヨ
。
）
な
の
で
あ
る
。
〔
。
於
く
”
℃
，
卜
。
8
幽
8
〕
も
し
、
神
が
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
仕
方
の
単
純
性
を
損

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
ア
ル
ノ
ー
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
が
、
神
は
個
別
的
意
志
で
、
「
決
し
て
」
（
四
点
鉱
の
）
は
た
ら
か
な
い
と

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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七
八

主
張
す
る
と
攻
撃
す
る
の
に
対
し
て
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
そ
う
は
言
わ
ぬ
、
「
し
ば
し
ば
」
（
ω
O
犀
く
Φ
日
戸
）
は
た
ら
か
な
い
と
言
っ
た
、

　
　
（
1
6
）

と
答
え
る
よ
う
な
ぐ
あ
い
に
、
こ
の
論
争
は
、
外
見
上
単
な
る
用
語
使
用
上
の
無
価
値
な
論
争
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
重
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

つ
ま
り
、
神
も
、
も
し
「
御
秩
序
」
（
囲
．
O
a
お
）
が
要
求
し
（
驚
ヨ
雪
匹
巽
）
、
ま
た
は
、
許
し
（
冨
§
①
葺
①
）
さ
え
ず
れ
ば
、
個
別
的
意
志

に
よ
っ
て
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
神
は
、
世
界
創
造
を
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
な
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
門
機
会
因
も
一

般
的
法
則
も
存
在
し
な
か
っ
た
」
〔
×
≦
．
や
δ
呂
こ
と
は
習
う
迄
も
な
い
。
勿
論
、
こ
う
い
つ
た
画
期
的
な
出
来
事
（
世
界
創
造
、
受

胎
告
知
等
々
）
を
除
け
ば
、
神
は
摂
理
の
一
般
的
法
則
で
は
た
ら
く
。
従
っ
て
、
も
し
、
神
が
「
し
ば
し
ば
」
個
別
的
意
志
で
は
た
ら
け

ば
、
摂
理
の
一
般
的
法
則
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
例
え
ば
、
身
心
結
含
の
一
般
的
法
身
は
な
く
な
り
、
我
々
が
「
腕
を
動
か
す
こ
と
」

ま
で
が
奇
跡
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
〔
。
勢
く
”
や
δ
Φ
〕

　
し
か
し
、
ア
ル
ノ
ー
の
よ
う
に
、
神
が
個
別
的
意
志
で
は
た
ら
く
と
い
う
誤
解
は
、
何
処
か
ら
湧
き
出
て
く
る
の
か
。
そ
れ
は
、
神
を
、

「
人
間
化
す
る
」
（
ぎ
ヨ
§
一
ω
興
）
〔
霞
”
や
。
。
膳
一
〕
所
か
ら
出
て
く
る
。
た
と
え
、
聖
書
が
、
「
人
間
に
喩
え
た
繋
爪
（
§
夢
8
℃
。
δ
臓
①
）
〔
≦
一
層

℃
．
刈
。
己
で
満
ち
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
人
問
的
な
考
え
」
を
神
に
つ
い
て
抱
い
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
故
、
神
は
、
「
心
の
見
知

奢
」
（
ω
O
『
信
ぼ
山
け
①
鶴
弓
　
α
¢
ω
　
O
Q
9
皿
『
ω
）
で
は
あ
っ
て
も
、
し
ば
し
ば
個
別
的
命
令
を
下
す
「
世
の
君
主
雲
脚
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

〔
。
h
二
く
固
押
や
㎝
⑩
ρ
や
㎝
b
。
凸

　
さ
て
、
我
々
の
著
者
は
、
我
々
に
奇
跡
の
二
義
性
を
教
え
る
。
第
一
に
、
最
も
ふ
つ
う
の
意
味
で
、
我
々
を
驚
か
せ
、
そ
の
新
奇
さ
で

我
々
が
感
嘆
す
る
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
（
℃
目
O
鳥
一
ひ
q
①
ω
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
間
が
水
上
を
歩
く
の
を
見
て
、
奇
跡
だ
と
言
う
。
と
い
う

の
も
、
ふ
つ
う
は
、
重
さ
の
あ
る
物
体
は
浮
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
る
撰
ま
で
水
没
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
奇
跡
は
自
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

で
な
い
全
て
の
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
が
自
然
的
な
一
般
的
法
鋼
に
従
っ
て
産
み
出
さ
ぬ
な
ら
、
そ
れ
は
真
の
奇
跡
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
我
々
の
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
奇
跡
に
天
使
が
い
か
に
か
か
わ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
㈹
　
〔
天
使
と
奇
跡
の
基
本
的
関
係
〕
　
我
々
が
奇
跡
の
意
味
に
お
い
て
学
ん
だ
原
則
は
、
天
使
に
も
徹
底
し
て
適
用
さ
れ
て
い
る
。
と
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こ
ろ
で
、
我
々
は
、
旧
約
聖
書
で
、
神
が
直
接
手
を
下
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
出
来
事
を
多
数
目
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
天
使
達
の
奉

仕
な
し
に
な
さ
れ
た
と
誰
が
言
い
切
れ
よ
う
か
。
例
え
ば
神
が
、
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
、
シ
ナ
イ
山
で
モ
ー
ゼ
に
将
来
廃
さ
れ
る
律
法

を
わ
ざ
わ
ざ
与
え
よ
う
か
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
そ
れ
ら
奇
跡
が
、
神
が
自
ら
の
能
力
を
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
や
そ
の
他
の
天
使
に
伝
え
る

た
め
に
作
っ
た
一
般
的
法
則
の
結
果
で
し
か
な
い
こ
と
に
気
付
く
べ
き
で
あ
る
。
〔
。
い
ら
．
お
⑩
～
8
ω
〕
即
ち
、
「
天
使
達
は
、
彼
ら
自
身
で

は
、
…
…
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
（
口
蓋
O
α
帥
α
q
Φ
u
α
）
を
す
る
権
能
（
℃
。
塁
9
『
）
を
有
し
な
い
。
彼
ら
は
、
神
が
た
て
て
お
い
た
一
般
的
法
則
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

従
っ
て
し
か
ど
ん
な
能
力
も
有
し
な
い
」
〔
＜
日
．
P
①
8
〕
の
で
、
例
え
ば
、
セ
ナ
ケ
リ
ブ
の
軍
隊
の
敗
北
や
、
マ
ン
ナ
の
雨
は
、
神
が

個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
実
行
し
た
の
で
は
な
く
、
天
使
を
介
し
て
で
あ
る
。
即
ち
、
神
が
、
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
、
こ
れ
こ
れ
の
天
使

に
、
こ
れ
こ
れ
の
事
柄
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
神
は
、
御
秩
序
が
そ
う
要
求
し
、
ま
た
は
、
許
せ
ば
、
天
使
達

が
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
を
、
必
ら
ず
実
行
を
伴
う
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
、
天
使
達
に
対
し
て
も
、
思
い
つ
か
せ
る
の
で
あ
る
。
〔
。
勢

筐
巳

　
我
々
は
、
か
の
奇
跡
の
意
味
の
所
で
知
っ
た
奇
跡
の
二
義
性
が
天
使
に
も
適
用
さ
れ
る
の
を
兇
る
。
例
え
ば
、
「
も
し
、
良
き
天
使
、

又
は
、
悪
し
き
天
使
が
、
或
る
物
体
を
空
中
に
浮
い
た
ま
ま
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
奇
跡
に
み
え
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
し
か
し
、
こ
れ

は
か
の
第
一
の
意
味
で
は
奇
跡
だ
が
、
第
二
の
意
味
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
は
、
物
体
を
動
か
す

能
力
を
天
使
達
に
与
え
る
た
め
に
、
神
が
た
て
た
自
然
的
又
は
一
般
的
法
則
に
従
っ
て
起
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
」
〔
浜
路
二
〇
℃
．
＄
甲

O
⑩
S
。
罰
×
り
や
り
b
。
〕
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
神
が
天
使
達
に
こ
の
奇
跡
の
権
能
を
与
え
た
の
は
、
先
の
先
ま
で
よ
く
考
え
て
な
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
の
予
見

（
O
『
Φ
ω
O
一
Φ
⇒
O
Φ
）
〔
ヌ
や
H
ミ
①
〕
に
よ
る
。
　
つ
ま
り
、
神
は
、
自
ら
の
個
別
的
意
志
の
数
だ
け
の
天
使
を
選
ん
で
、
こ
れ
ら
天
使
が
別
の

天
使
を
用
い
た
場
合
よ
り
も
ず
っ
と
よ
く
成
し
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
し
た
。
と
い
う
の
も
、
神
は
賢
明
で
あ
り
、
即
ち
無
限
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

知
恵
を
有
す
る
の
で
、
「
自
ら
の
た
め
に
た
て
る
自
的
と
手
段
と
を
釣
り
合
わ
せ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
の
み
が
諸
因
の
無
限

　
　
　
　
”
、
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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○

の
連
鎖
を
知
り
う
る
と
さ
れ
る
。
〔
o
h
‘
≦
ど
7
㎝
G
。
。
。
〕

　
し
か
し
、
神
が
か
く
も
都
合
よ
く
天
使
達
を
利
用
す
る
議
的
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
神
は
、
自
ら
の
行
為

が
、
　
賊
心
の
見
知
者
」
と
し
て
の
特
質
を
有
す
る
よ
う
に
、
最
も
単
純
な
仕
方
で
、
自
ら
の
意
図
を
実
行
す
る
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
、

聖
書
に
は
、
外
見
上
は
稚
拙
さ
が
み
ら
れ
る
た
め
に
、
人
間
の
な
す
錯
誤
や
文
字
通
り
の
解
釈
な
ど
が
、
神
の
威
厳
を
直
接
傷
つ
け
な
い

た
め
で
あ
る
。
9
げ
ご
阜
ワ
器
⑩
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

　
さ
て
、
か
の
ボ
シ
ェ
エ
が
慮
る
人
宛
の
手
紙
で
、
我
々
の
著
者
の
奇
跡
観
を
、
　
「
笑
う
べ
き
も
の
」
と
皮
肉
っ
て
い
る
が
、
確
か
に
そ

れ
は
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
我
々
の
目
的
で
は
な
い
。
た
だ
天
使
の
自

由
の
問
題
は
麿
過
し
え
ぬ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
よ
う
。

　
　
㈹
　
〔
物
体
へ
の
天
使
の
は
た
ら
き
か
け
〕

　
A
　
神
こ
そ
が
天
使
に
与
え
る
、
物
体
の
み
に
対
す
る
権
能
一
天
使
が
、
奇
跡
を
彼
ら
霞
身
で
は
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
焦
点

を
絞
っ
て
言
え
ば
、
結
局
、
「
天
使
達
は
彼
ら
自
身
で
は
、
物
体
を
動
か
す
権
能
を
有
し
な
い
扁
〔
＜
葭
℃
ウ
＄
O
〕
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
権
能
を
、
「
彼
ら
自
身
で
は
偏
有
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
機
会
的
因
の
資
格
で
は
扁
〔
×
炉
や
一
〇
己
そ
れ
を
有
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
従
っ
て
、
搾
る
藤
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
確
か
に
、
聖
書
に
よ
れ
ば
、
天
使
達
は
、
現
在
の
世
界
に
対
す
る
権
能
を
有

す
る
。
理
性
に
よ
れ
ば
、
天
使
達
の
意
志
は
、
彼
ら
が
世
界
で
産
み
出
す
変
化
の
機
会
因
で
あ
る
。
…
…
天
使
が
人
閥
を
移
動
さ
せ
た
り
、

空
中
に
吊
り
下
げ
る
意
志
を
有
す
る
と
す
る
と
、
　
こ
の
奇
跡
は
（
他
の
人
な
ら
こ
う
よ
ぶ
だ
ろ
う
が
）
、
神
の
個
別
的
意
志
の
結
果
で
は

な
く
て
、
神
が
天
使
達
に
、
彼
ら
が
有
す
る
、
物
体
を
動
か
す
能
力
（
O
印
刷
ω
ω
曽
づ
O
O
）
を
伝
え
る
基
で
あ
る
一
般
的
意
志
の
結
果
で
あ
る
」

〔
≦
鍔
や
＄
昌
と
。
そ
れ
故
、
や
は
り
、
神
こ
そ
が
、
摂
理
の
一
般
的
製
鋼
に
従
っ
て
、
天
使
達
に
天
使
よ
り
低
い
実
体
た
る
「
物
体

の
み
に
は
た
ら
き
か
け
る
」
〔
×
順
や
Φ
ω
〕
権
能
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
奇
跡
の
所
で
十
分
予
想
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
著
者
は
、
奇
跡
に
つ
い
て
次
の
三
つ
の
根
本
原
理
を
立
て
る
。
第
一
に
、
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（
2
2
）

「
神
は
自
ら
の
固
有
の
果
作
力
（
。
塗
＄
8
）
に
よ
っ
て
一
切
を
な
す
と
い
う
こ
と
。
」
第
二
に
、
「
神
が
被
造
物
に
自
ら
の
能
力
を
伝
え
る

の
は
、
幾
つ
か
の
一
般
的
法
劉
に
従
っ
て
機
会
的
因
と
し
て
そ
れ
ら
被
造
物
を
た
て
た
と
き
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
。
」
第
三
に
、
「
神

は
、
ふ
つ
う
、
こ
れ
ら
の
同
じ
一
般
的
法
則
に
従
っ
て
し
か
は
た
ら
か
な
い
と
い
う
こ
と
。
」
従
っ
て
「
神
は
、
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て

し
ば
し
ば
は
た
ら
か
な
い
し
、
は
た
ら
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
」

　
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
、
第
一
と
第
二
の
原
理
に
よ
り
、
天
使
達
は
、
自
分
達
固
有
の
果
作
力
を
も
っ
て
し
て
は
、
「
わ
ら
く
ず
一
本
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
何
故
彼
ら
は
、
わ
ら
く
ず
一
本
す
ら
動
か
し
え
ぬ
の
か
。

　
ま
ず
、
第
二
の
原
理
は
、
そ
の
理
由
を
は
っ
き
り
示
す
。
こ
の
原
理
が
な
け
れ
ば
、
天
使
の
個
別
的
意
志
が
、
物
体
た
る
、
か
の
わ
ら

く
ず
等
を
真
に
動
か
す
一
般
的
原
因
た
る
神
の
意
志
を
決
定
し
う
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
〔
。
や
く
も
・
嵩
。
〕
天
使
達
は
、
あ

く
ま
で
一
般
的
法
則
に
従
っ
て
こ
そ
物
体
た
る
わ
ら
く
ず
を
動
か
し
う
る
の
で
あ
る
。
〔
o
h
ニ
　
ノ
～
則
H
り
　
O
．
　
切
o
Q
①
〕

　
さ
て
、
天
使
は
、
第
一
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
わ
ら
く
ず
一
本
と
て
動
か
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
運
動
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

（一

メ
@
騰
O
『
O
Φ
　
出
P
O
煽
く
P
コ
け
Φ
）
等
の
自
然
学
的
研
究
や
宗
教
的
、
道
徳
的
究
明
か
ら
得
ら
れ
た
理
由
に
よ
り
、
二
次
的
諸
因
（
8
毒
Φ
ω
ω
①
8
巳
Φ
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

に
固
有
の
果
作
力
を
認
め
な
い
。
真
原
因
（
一
拶
　
く
巴
曽
一
Φ
　
O
餌
¢
ω
O
）
た
る
神
の
み
が
合
作
力
を
有
す
る
。

　
そ
の
上
、
も
し
、
天
使
達
が
、
彼
ら
自
身
の
果
作
力
に
よ
っ
て
、
我
々
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
異
教
徒
や
自
由
思
想

家
達
（
囲
＝
∪
①
圏
斤
一
昌
ω
）
は
、
「
何
故
あ
な
た
達
は
、
天
使
達
を
尊
ば
な
い
の
か
」
と
詰
問
し
、
又
、
悪
魔
が
害
を
な
す
場
合
な
ら
、
「
何
故
あ

な
た
達
は
、
悪
魔
を
恐
れ
」
敬
わ
な
い
の
か
と
椰
楡
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
彼
ら
を
沈
黙
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
原
理
は
必
要
で

あ
る
。
〔
o
h
こ
≦
押
O
●
㎝
b
。
O
〕

　
さ
て
、
天
使
が
彼
ら
の
果
作
型
に
よ
っ
て
は
、
わ
ら
く
ず
一
本
も
動
か
し
え
ぬ
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
周
知
の
連
続
創
造
に
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
　
「
全
て
の
物
体
は
、
必
ら
ず
、
静
止
し
て
い
る
か
、
運
動
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
或
る
物
体
が
静
止
し
て
い
る
の

は
、
神
が
こ
れ
を
、
現
に
常
に
、
同
一
の
場
所
で
創
造
し
て
い
る
、
即
ち
保
存
し
て
い
る
か
ら
で
し
か
な
い
。
他
方
、
こ
の
物
体
が
運
動

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



82

　
　
　
　
折
q
学
研
究
　
第
五
再
【
五
十
・
五
具
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

し
て
い
る
の
は
、
神
が
こ
れ
を
、
様
々
な
場
所
に
、
現
に
常
に
、
継
続
的
に
創
造
し
て
い
る
、
即
ち
保
存
し
て
い
る
か
ら
で
し
か
な
い
」

〔
≦
㌍
℃
．
無
心
ゆ
え
に
、
物
体
の
運
動
力
も
、
物
体
を
様
々
な
場
所
に
、
継
続
的
に
創
造
即
ち
保
存
す
る
と
こ
ろ
の
創
造
主
の
全
能
の
行

為
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
物
体
を
動
か
す
能
力
は
、
物
体
を
創
造
す
る
能
力
と
隅
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
興
し
玄
仙
‘
ワ
零
昌
そ
れ
故
、

被
造
物
に
す
ぎ
ぬ
天
使
達
は
、
物
体
を
創
造
し
た
り
、
無
化
し
た
り
す
る
能
力
を
有
し
な
い
し
、
又
、
神
が
か
か
る
能
力
を
彼
ら
に
与
え

る
筈
も
な
い
ゆ
え
、
「
天
使
や
悪
魔
が
一
丸
と
な
っ
て
も
、
わ
ら
く
ず
一
本
」
〔
×
鉾
や
一
①
O
〕
と
て
動
か
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔
。
蟄
芦

窓
。
ω
δ
1
ω
一
己

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
三
つ
の
原
理
及
び
連
続
創
造
は
、
同
時
的
に
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
神
の
連
続
創
造
す
る
能
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

（
世
界
創
造
の
能
力
と
同
じ
神
の
意
志
）
は
、
神
の
意
志
の
果
作
型
と
同
じ
く
、
神
の
能
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
一
方
、
被
造

物
に
す
ぎ
ぬ
天
使
は
、
神
の
被
造
物
保
存
（
連
続
創
造
）
の
行
為
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
方
、
天
使
は
、
諸
物
体
の
運
動
の
決
定

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
】
方
、
神
の
み
が
創
造
す
る
。
他
方
、
神
の
み
が
そ
の
決
定
を
変
え
う
る
。
神
が
自
ら
自
身
の
果

作
力
に
よ
っ
て
、
天
使
が
な
し
た
い
と
欲
す
る
こ
と
を
な
そ
う
と
欲
す
る
時
に
の
み
、
天
使
に
物
体
の
う
ち
に
衝
突
等
の
何
ら
か
の
変
化

を
産
み
出
す
能
力
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
。
〔
。
艶
≦
ど
。
・
門
出
例
え
ば
、
一
方
、
被
造
物
に
す
ぎ
ぬ
天
使
も
、
今
暇
の
強
力
な

土
木
機
械
も
、
わ
ら
く
ず
一
本
、
も
し
神
が
こ
れ
を
同
一
場
所
に
保
存
し
て
、
異
な
る
場
所
に
保
存
し
な
け
れ
ば
、
全
く
一
ミ
ク
ロ
ン

た
り
と
も
動
か
し
え
な
い
。
他
方
、
た
と
え
神
が
、
わ
ら
く
ず
を
異
な
る
凄
気
に
保
存
し
て
も
、
神
が
物
体
た
る
わ
ら
く
ず
の
諸
様
相

（
ヨ
O
α
P
一
一
け
ひ
ω
）
を
機
会
的
因
と
す
る
自
然
的
一
般
的
法
則
を
立
て
て
、
自
ら
の
遺
作
力
を
伝
え
ぬ
な
ら
、
天
使
は
、
こ
れ
を
、
他
の
物
体

に
衝
突
さ
せ
た
り
す
る
変
化
を
引
き
起
す
仕
方
で
、
こ
れ
を
動
か
し
え
ぬ
。
我
々
人
間
や
風
す
ら
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
一
方
、
今

日
の
車
の
エ
ン
ジ
ン
や
風
に
そ
よ
ぐ
木
の
葉
の
運
動
は
、
神
の
創
造
（
神
の
世
界
創
造
は
、
　
「
過
ぎ
去
ら
ず
」
〔
×
算
℃
」
8
〕
今
も
創
造
、

保
存
は
続
く
が
）
の
意
志
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
神
の
「
最
初
の
一
押
し
」
〔
×
！
「
囲
H
▼
　
矯
陰
　
笛
㎝
①
噂
　
）
ハ
＜
一
”
　
℃
．
　
α
邸
）
の
永
き
余

韻
で
あ
る
が
、
他
方
、
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
、
木
の
葉
の
地
面
衝
突
等
も
、
我
々
自
身
や
風
の
果
作
製
に
よ
ら
ず
、
最
初
の
一
押
し
を
物
質
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に
伝
え
た
と
ぎ
か
ら
規
則
立
て
る
法
を
定
め
た
神
の
意
志
の
そ
れ
に
よ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
天
使
の
、
物
体
の
み
に
対
す
る
権
能
は
、
天
使
を
最
も
低
い
実
体
た
る
物
体
に
服
従
さ
せ
鎖
で
繋
ぐ
よ
う
に
す
ら
み
え

る
。
し
か
し
、
真
の
狙
い
は
悪
魔
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
罪
を
犯
し
た
後
も
、
悪
魔
は
、
こ
の
権
能
を
付
与
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
。
h
‘
＜
鍔
マ
㎝
。
。
①
〕

　
B
　
バ
ゲ
ッ
ト
と
悪
魔
一
天
使
と
物
体
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
手
紙
の
遣
り
取
り
が
あ
る
。
そ
の
柑
手
は
、
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

滞
在
す
る
プ
ラ
ン
（
ゆ
H
億
ロ
）
と
い
う
聖
職
者
で
、
彼
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
（
し
d
餌
ぴ
q
器
叶
8
）
と
い
っ
て
、
水
、
金
属
、
鉱
物
、
消
え
た
道
か
ら
、

土
地
の
境
界
、
盗
人
、
盗
品
等
迄
見
つ
け
う
る
棒
が
あ
り
、
こ
れ
を
操
る
農
民
出
の
若
い
占
い
師
達
が
、
バ
ゲ
ッ
ト
の
回
転
で
、
見
事
に

そ
れ
ら
の
も
の
を
発
見
す
る
様
子
を
、
具
さ
に
、
パ
リ
の
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
に
知
ら
せ
、
そ
の
回
転
の
理
由
に
つ
い
て
の
考
え
を
求
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
れ
に
対
し
て
、
我
々
の
養
老
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
の
気
転
は
、
自
然
的
で
な
い
（
恐
ら
く
神
が
立
て
た
普
通
の
摂
理
の
一
般
的
法
則
に
外

れ
て
い
る
意
）
の
で
、
も
し
占
い
師
説
の
ト
リ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば
、
（
つ
ま
り
、
神
は
、
個
別
的
意
志
で
は
め
つ
た
に
は
た
ら
か
ず
、
そ

の
上
そ
の
結
果
は
確
認
さ
れ
え
な
い
〔
。
h
こ
く
噛
P
一
お
〕
か
ら
）
何
か
知
性
的
な
因
即
ち
悪
魔
の
仕
業
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
い
る
。
し
か

も
、
こ
の
仕
業
を
、
「
幾
何
学
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
」
〔
×
≦
鐸
ウ
α
8
〕
と
者
口
い
、
そ
も
そ
も
良
き
天
使
な
ら
、
不
可
変

な
御
秩
序
又
は
永
遠
の
御
法
（
一
P
　
【
、
O
一
　
⑩
一
⑦
『
野
Φ
囲
一
〇
）
に
従
う
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
水
や
金
属
類
を
思
い
通
り
に
発
見
す
る
必
要
は
な
い

と
し
て
．
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
絶
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
神
や
救
い
主
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
プ

ラ
ン
を
侮
っ
て
や
や
抽
象
的
に
答
え
て
い
る
。
〔
帥
瓢
鳥
こ
や
や
α
O
穿
q
O
㎝
〕

　
プ
ラ
ン
は
、
再
び
手
紙
を
差
し
出
し
、
占
い
鳥
寄
は
敬
虚
で
あ
り
、
彼
ら
に
悪
意
の
な
い
こ
と
を
述
べ
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
こ
と
を
、

「
こ
れ
ら
真
理
の
認
識
の
機
会
的
因
と
呼
ん
で
も
よ
い
人
」
〔
一
げ
…
α
こ
　
℃
・
　
四
一
b
◎
〕
と
皮
肉
り
、
水
の
部
分
の
多
量
の
蒸
発
、
手
の
微
粒
子
の
流

れ
等
々
の
自
然
学
的
な
説
明
の
後
、
以
下
の
如
き
幾
つ
か
の
鋭
い
質
問
を
し
た
。
第
一
に
、
土
地
の
境
界
や
盗
晶
の
発
見
は
、
良
い
こ
と

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
学
研
究
　
麟
弟
五
百
五
十
五
具
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

で
あ
り
、
良
き
天
使
達
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
悪
魔
達
は
、
い
か
に
し
て
そ
れ
ほ
ど
注
し
い
結
果
を
、
人
間
に

産
み
出
さ
せ
う
る
の
か
。
第
三
に
、
真
原
閣
は
神
の
み
で
あ
り
、
良
き
天
使
や
悪
し
き
天
使
即
ち
悪
魔
は
、
運
動
伝
達
の
一
般
的
法
鍵
の

機
会
的
因
で
し
か
な
い
筈
だ
が
、
就
中
、
神
の
望
み
に
反
し
て
は
た
ら
く
悪
魔
達
の
望
み
に
、
神
が
同
調
し
て
や
る
一
般
的
法
則
を
た
て

る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
。
第
四
に
、
境
界
の
よ
う
に
、
慣
習
や
利
害
が
入
る
し
、
物
的
な
形
で
存
在
す
る
か
否
か
分
ら
ぬ
よ
う

な
も
の
、
ま
た
、
盗
人
の
よ
う
に
倫
理
的
要
素
の
介
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
神
が
天
使
達
に
物
体
を
司
る
権
能
を
与
え
て
お
い
た
だ

け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
第
五
に
、
悪
魔
達
も
、
産
ま
れ
た
人
間
を
全
て
殺
し
た
り
、
血
の
循
環
を
止
め
た
り
滅
茶
苦

茶
を
す
る
こ
と
は
、
さ
す
が
に
神
に
よ
り
派
出
さ
れ
て
い
よ
う
が
、
彼
ら
の
権
能
の
範
囲
内
の
バ
ゲ
ッ
ト
の
園
転
の
ご
と
き
こ
と
な
ら
、

普
く
わ
け
な
く
で
き
る
筈
だ
が
、
不
敬
震
な
人
々
が
、
そ
れ
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ぬ
の
を
時
々
見
か
け
る
が
、
何
故
な
の
か
、
等

等
。
〔
薫
匹
‘
讐
．
銀
b
。
よ
お
〕

　
聖
書
に
照
ら
し
て
も
確
か
め
う
る
と
さ
れ
る
次
の
三
つ
の
原
理
で
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ェ
は
答
え
始
め
る
。
第
｛
に
、
良
き
天
使
達
や
悪
し

き
天
使
達
は
、
自
然
的
ま
た
は
機
会
的
因
と
し
て
、
諸
物
体
に
対
す
る
権
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
良
き
天
使
達
は
、
世
界
の

支
配
に
関
与
し
、
し
か
も
こ
の
た
め
の
神
の
権
限
も
有
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
良
き
天
使
達
は
、
邪
ま
な
天
使
達
よ
り
、
よ
り
広
い

権
能
を
有
す
る
こ
と
。
及
び
、
良
き
天
使
達
が
、
悪
魔
達
の
権
能
の
行
使
を
許
す
の
は
、
天
使
達
が
彼
ら
に
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
適
切
と

判
断
し
た
と
き
だ
け
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
三
の
原
理
を
補
強
す
れ
ば
、
良
き
天
使
の
そ
の
よ
う
な
判
断
の

拠
り
所
は
、
神
の
不
可
変
な
御
秩
序
即
ち
永
遠
の
御
法
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
良
き
天
使
達
は
、
悪
魔
達
が
、
エ
パ
や
我
々
や
救
い
主

さ
え
誘
惑
す
る
が
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
。
つ
ま
り
、
｝
般
的
法
則
に
従
っ
て
、
二
次
的
諸
因
を
は
た
ら
か
せ
る
が
ま
ま
に
す
る
。
即
ち
、

天
使
達
は
大
し
た
理
由
も
な
し
に
は
一
般
的
摂
理
の
「
威
厳
あ
る
」
流
れ
を
遮
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
悪
魔
と
ち
が
っ
て
、
天

使
は
、
「
し
ば
し
ば
」
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
（
窯
。
蝕
α
q
Φ
ω
）
を
し
な
い
。
天
使
は
、
神
の
不
可
変
な
御
秩
序
に
の
み
従
う
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
バ
ゲ
ッ
ト
の
回
転
の
目
に
見
え
ざ
る
要
因
が
悪
魔
で
あ
る
こ
と
は
、
プ
ラ
ン
の
指
摘
し
た
ご
と
く
、
盗
人
、
盗
品
、
境
界
の
よ
う
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な
倫
理
的
慣
習
的
要
素
の
介
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
悪
魔
は
、
水
、
金
属
等
の
物
体
的
な
も
の
か
ら
、
倫
理
的
な
も
の
へ
と
、

段
階
的
に
（
守
門
α
①
σ
q
3
ω
）
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
我
々
は
、
「
神
が
永
遠
に
破
門
し
た
老
か
ら
由
来
す
る
一
切

を
ひ
ど
く
嫌
い
」
〔
量
山
‘
や
無
呂
、
我
々
に
害
を
な
さ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
悪
魔
に
対
す
る
権
能
は
有

し
な
い
が
、
悪
魔
の
利
用
す
る
人
間
、
こ
の
激
闘
に
対
す
る
権
能
は
有
し
て
い
る
の
で
十
分
戦
い
う
る
の
で
あ
る
。
〔
豊
α
二
℃
や
巴
叩
謹
昌

　
お
よ
そ
以
上
の
ご
と
く
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
答
え
て
い
る
。
彼
は
、
ブ
ラ
ン
の
全
て
の
問
に
答
え
て
い
ず
．
ま
た
、
そ
の
答
え
も
十

分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
こ
と
で
、
彼
の
摂
理
の
基
木
的
見
地
、
と
り
わ
け
天
使
と
物
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
見
地

は
ぐ
ら
つ
い
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
⑯
〔
天
使
の
、
天
使
自
身
及
び
人
間
へ
の
は
た
ら
き
か
け
〕

　
A
　
天
使
相
互
の
は
た
ら
き
か
け
一
我
々
は
、
こ
の
問
題
に
余
り
立
ち
入
ら
な
い
で
お
こ
う
。
と
い
う
の
も
、
天
使
が
物
体
に
対
す

る
権
能
し
か
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
き
た
我
々
に
と
っ
て
は
、
天
使
達
が
彼
ら
自
身
に
等
し
い
雲
量
へ
の
直
接
的
権
能
を
有
し
な
い

こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
〔
o
暁
二
　
｝
四
囲
ど
　
℃
．
　
留
O
①
噂
　
く
℃
　
℃
●
　
0
⑩
〕
し
か
も
、
そ
れ
は
、
後
に
触
れ
る
で
あ
ろ
う
ご
と
く
、
ど
う
や
ら
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
の
み
取
っ
て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
O
剛
己
　
）
ハ
～
N
押
　
》
．
　
H
O
Q
o
〕
実
際
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
我
々
の
著
者
は
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。

　
B
　
人
間
へ
の
天
使
の
は
た
ら
き
か
け
一
と
こ
ろ
で
、
天
使
は
、
精
神
と
身
体
と
か
ら
成
る
人
間
に
対
し
て
は
、
物
体
に
「
直
接
的

に
」
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
を
与
え
た
の
と
同
じ
神
の
一
般
的
法
則
に
よ
り
、
こ
れ
ら
物
体
ま
た
は
、
我
々
の
身
体
を
介
し
て
我
々
の
精

神
に
「
間
接
的
に
」
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
を
有
し
て
い
る
。
〔
。
炉
≦
昌
や
ミ
伊
く
”
ウ
ト
。
8
〕
そ
れ
故
、
ま
た
天
使
は
、
身
体
性
に
間

接
的
に
か
か
わ
る
想
像
力
（
葺
9
・
α
q
ぎ
9
二
§
）
を
通
じ
て
も
我
々
に
は
た
ら
き
か
け
う
る
。
〔
。
罰
×
鍔
，
b
。
⑩
S
≦
鉾
℃
㌘
①
霧
よ
⑩
昌

　
悪
魔
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
悪
魔
は
、
我
々
や
救
い
主
す
ら
誘
惑
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
分
ら
な
い
。
〔
。
蟄
×
＜
ヨ
の
。
・
巴
呂
し

か
し
そ
の
手
の
内
は
分
る
。
そ
れ
は
、
我
々
の
身
体
を
介
し
て
な
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
罪
を
犯
し
て
天
使
か
ら
悪
魔
に
な
っ
た
の
ち

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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哲
学
研
引
究
　
第
五
百
［
五
十
・
五
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

で
も
、
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
物
体
に
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
を
少
し
は
（
尤
も
最
後
の
審
判
の
時
に
は
、
彼
ら
は
彼
ら
の
権
能
を
奪
わ
れ
る

の
だ
が
〔
。
暁
こ
×
霞
鳩
や
。
。
⑩
己
）
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
。
蟄
×
γ
，
一
這
〕
た
と
え
悪
魔
の
有
す
る
か
か
る
権
能
が
貧
弱
で
泌
ろ
う

と
も
、
ア
ダ
ム
が
原
罪
以
前
の
人
間
で
あ
る
時
、
悪
魔
も
、
せ
い
ぜ
い
「
ア
ダ
ム
の
身
体
の
調
郵
を
乱
す
こ
と
が
で
き
た
」
程
度
で
あ
っ

た
が
、
原
罪
以
後
人
問
は
、
　
「
自
分
の
身
体
に
対
し
て
有
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど
金
て
の
権
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
」
〔
×
諸
P
b
。
り
9
。
勢

ぐ
鍔
や
①
O
昌
の
で
、
悪
．
魔
は
容
易
に
誘
惑
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
悪
魔
達
は
、
神
の
許
可
な
し
に
は
、
我
々
を
誘
惑
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
神
は
、
悪
魔
達
に
我
々
を
誘
惑
す
る
個
劉
的
命

令
を
与
え
な
い
。
つ
ま
り
、
神
は
、
必
ら
ず
実
行
を
伴
う
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
、
悪
魔
達
を
、
我
々
を
誘
惑
す
る
よ
う
に
仕
向
け
な
い
。

従
っ
て
、
悪
魔
は
、
原
罪
の
因
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
固
有
の
果
総
力
を
有
し
な
い
因
で
あ
る
。
悪
魔
達
は
、
真
に
濫
作
力
あ
る
創
造

主
の
果
作
画
に
よ
っ
て
一
般
的
法
剰
に
従
っ
て
は
た
ら
き
か
け
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
前
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
神
の
予
見
は
、
た
と

え
、
悪
魔
達
が
神
の
能
力
を
悪
用
し
て
犯
し
た
結
果
も
予
見
し
、
白
磁
ら
の
栄
光
に
変
え
、
彼
ら
を
平
伏
さ
せ
る
迄
及
ぶ
の
で
あ
る
。

〔
。
h
‘
≦
押
箸
‘
c
日
濠
よ
G
。
⑩
〕
こ
の
予
見
の
深
さ
を
さ
ら
に
示
そ
う
。
即
ち
、
悪
魔
達
は
、
最
初
の
人
間
達
を
欺
き
、
彼
ら
の
子
孫
迄
支
配
で

き
、
神
の
意
図
を
打
ち
砕
い
た
と
悦
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
何
と
哀
れ
な
傲
慢
さ
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
実
は
、
そ
う
す
る
こ

と
が
か
え
っ
て
、
神
の
御
言
の
受
肉
の
意
図
の
汗
塗
剤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
悪
魔
達
は
気
付
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い

原
…
罪
の
そ
の
瞬
間
か
ら
、
誌
面
は
必
然
的
と
な
っ
た
。
　
〔
。
誉
×
鮒
署
●
置
b
。
山
お
〕
ま
さ
し
く
、
神
が
ア
ダ
ム
の
罪
を
介
し
て
、
　
「
人
間
を

悪
魔
の
奴
隷
に
し
た
偏
の
は
、
神
が
今
の
悲
惨
な
状
態
や
将
来
の
罰
を
利
用
し
て
「
悪
魔
に
よ
る
諮
れ
の
状
態
か
ら
罪
人
を
救
う
仲
保
者

へ
の
願
望
を
啄
び
さ
ま
す
た
め
扁
〔
×
≦
も
”
㎝
①
〕
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
神
が
我
々
を
悪
魔
の
地
獄
に
陥
る
が
ま
ま

に
し
た
理
由
は
、
神
の
御
子
が
我
々
を
そ
こ
か
ら
救
い
出
す
よ
う
に
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
〔
9
》
H
く
喀
や
語
〕

　
⑯
〔
天
使
の
、
　
ユ
ダ
ヤ
の
民
へ
の
律
法
の
付
与
〕

　
さ
て
、
良
き
又
は
聖
な
る
天
使
は
、
人
間
を
守
護
し
た
り
救
っ
た
り
す
る
。
彼
ら
は
ま
た
、
人
間
の
良
き
行
為
に
は
一
蒔
的
善
で
報
い
、
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逆
に
、
悪
し
き
行
為
に
は
一
時
的
悪
で
罰
す
る
。
〔
o
h
二
×
H
圃
》
P
ω
お
〕
そ
の
意
味
で
、
天
使
は
、
人
間
の
功
罪
へ
の
賞
罰
の
機
会
因
で
あ

る
。
〔
。
や
×
≦
誉
P
ω
α
£
こ
の
よ
う
な
、
人
間
に
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
を
、
天
使
達
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
今
迄
の
論
究
か

ら
鍔
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
は
人
間
達
、
と
り
わ
け
ユ
ダ
ヤ
の
民
を
導
い
た
り
す
る
が
、
決
し
て
自
己
愛
（
鋤
胃
P
O
属
彗
　
℃
『
O
℃
『
O
）
の
動
機
の
み

に
よ
っ
て
は
た
ら
く
の
で
は
な
い
。
〔
O
h
．
、
　
）
（
固
噛
　
℃
．
　
卜
9
切
卜
。
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
天
使
の
人
間
へ
の
は
た
ら
き
か
け
の
う
ち
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
　
ユ
ダ
ヤ
の
民
に
律
法
（
訂
ピ
色
を
与

え
る
時
の
権
能
で
あ
る
。
言
う
迄
も
な
く
、
天
使
達
は
自
身
で
律
法
を
与
え
る
権
能
を
有
し
て
い
な
い
。
神
が
天
使
達
の
奉
仕
に
よ
っ
て

ユ
ダ
ヤ
の
民
に
与
え
た
律
法
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
到
来
を
以
っ
て
廃
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
天
使
達
が
人
間
に
対
し
て
有
す
る
能

力
の
方
は
、
決
し
て
変
ら
な
い
。
我
々
の
著
老
は
そ
の
理
由
を
、
次
の
ご
と
く
示
す
。
即
ち
、
神
が
、
こ
の
能
力
を
与
え
る
の
に
従
っ
た

一
般
的
法
鋼
は
、
世
の
終
り
、
即
ち
、
神
が
世
の
全
て
の
能
力
を
無
化
す
る
時
、
即
ち
、
神
が
一
切
に
お
け
る
一
切
に
な
る
時
し
か
廃
さ

　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。

　
と
こ
ろ
が
、
神
は
、
律
法
を
天
使
の
奉
仕
で
与
え
る
に
際
し
、
律
法
の
様
式
と
か
命
令
と
か
い
う
枝
葉
宋
音
を
命
じ
ず
、
か
か
る
枝
葉

末
節
は
天
使
の
選
択
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
委
任
は
、
神
の
無
能
を
示
し
は
し
ま
い
か
。
否
で
あ
る
。
却
っ
て
そ
れ
は
、

神
の
能
力
と
知
恵
を
示
し
て
い
る
。
第
一
に
、
神
の
能
力
た
る
無
限
の
予
見
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
は
、
天
使
達
が
、
神
の
御
言

に
他
な
ら
な
い
、
か
の
不
可
変
な
御
法
即
ち
不
可
変
な
御
秩
序
に
諮
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
、
神
が
自
身
で
欲
し
た
こ
と
を
実
行
す

る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
予
見
し
、
ま
た
、
か
か
る
枝
葉
末
節
を
神
聖
ら
が
直
接
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
予
見
し
た
の
で
あ
る
。
第

二
に
、
か
の
委
任
は
、
神
の
知
恵
を
表
わ
す
そ
の
無
駄
の
な
い
行
為
や
、
行
為
の
単
純
性
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
神
が
、
ま
ず
、
必
ら

ず
実
行
を
伴
う
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
、
天
使
の
意
志
を
、
常
に
こ
れ
こ
れ
の
結
果
を
欲
す
る
よ
う
に
決
定
し
て
お
き
、
続
い
て
、
わ
ざ

わ
ざ
そ
れ
ら
の
結
果
を
神
自
身
の
題
作
力
で
実
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
天
使
の
奉
仕
を
無
益
に
し
、
奉
仕
の
目
的
を
無
化
す
る

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
二
重
の
手
間
は
、
神
が
「
個
別
的
意
志
で
、
端
か
ら
一
挙
に
実
行
す
る
場
合
と
、
神
に
と
っ
て
は
、
同

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八

じ
か
、
ま
た
は
、
む
し
ろ
無
益
な
回
り
道
（
§
激
8
霞
ぎ
¢
窪
Φ
と
〔
＜
戸
。
．
①
O
呂
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
か
か
る
複
合
的
且
つ
二

重
の
手
間
の
行
為
は
、
神
の
行
為
の
単
純
性
や
斉
一
性
に
反
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
使
へ
の
か
の
枝
葉
末
節
の
委
任
は
、
神
に
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

く
の
個
別
的
意
志
の
行
便
を
、
な
し
で
済
ま
せ
る
（
⑦
や
四
二
σ
q
二
Φ
噌
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
我
々
の
卑
近
な
比
喩
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

あ
た
か
も
、
こ
の
上
な
く
良
く
切
れ
る
大
き
な
斧
〔
神
〕
で
も
、
完
全
に
髭
〔
枝
葉
末
節
〕
は
、
剃
れ
る
が
、
カ
、
・
・
ソ
リ
等
〔
天
使
〕
を

用
い
て
剃
れ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
サ
タ
ン
と
戦
っ
た
大
天
使
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
の
象
徴
と
も
さ
れ
る
聖
ミ
カ
エ
ル
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
聖
ミ

カ
エ
ル
は
、
　
「
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
案
内
面
で
あ
り
、
立
法
老
で
も
あ
り
、
機
会
因
の
資
格
を
、
神
の
知
恵
と
能
力
の
下
に
有
す
る
天
使
」

〔
＜
算
や
器
。
。
〕
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
神
は
、
こ
の
大
天
使
を
選
ん
で
ユ
ダ
ヤ
の
民
を
導
き
、
律
法
を
与
え

さ
せ
た
。
我
々
の
著
者
も
、
神
が
聖
ミ
カ
エ
ル
に
、
神
の
代
理
と
し
て
そ
の
権
威
に
よ
っ
て
、
律
法
を
与
え
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
を
否

定
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
天
使
は
、
機
会
嗣
の
資
格
で
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
既
に
触
れ
た
如
く
、
神
の
知
恵
や
予
見

能
力
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
神
は
、
「
聖
ミ
カ
エ
ル
が
他
の
ど
ん
な
潜
よ
り
も
、
自
ら
の
実
行
を
伴
う
偲
別
的
意
志
を
な
し
で
済
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
無
限
の
予
知
で
予
見
し
た
」
、
〔
ま
匹
‘
や
①
O
O
〕
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
天
使
が
、
「
御
雷
と
有
す
る
結
合
及
び
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

の
天
使
の
独
自
の
素
質
が
、
他
の
全
て
の
天
使
の
光
や
素
質
よ
り
、
自
ら
の
意
図
を
一
層
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
見
し
た
」

〔
薫
α
》
ウ
①
o
昌
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
神
の
知
恵
を
示
す
最
も
単
純
な
仕
方
と
い
う
は
た
ら
き
、
及
び
、
神
が
手
段
と
目
的

と
を
釣
り
合
わ
せ
る
こ
と
、
即
ち
自
ら
の
意
図
を
実
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
手
段
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
こ
の
天
使
に
関
し
て
も
書
わ
れ

う
る
。
神
の
、
こ
の
天
使
の
選
択
は
、
最
も
賢
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
今
触
れ
た
よ
う
な
神
の
予
見
が
あ
れ
ば
、
当
然
、
神
自
ら
の

意
図
を
思
い
通
り
実
行
す
る
天
使
が
選
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
選
択
は
、
様
々
な
結
果
を
予
見
し
て
選
ん
で
い
る
以
上
、

ま
さ
し
く
、
心
の
見
知
者
と
し
て
の
神
の
特
質
を
帯
び
て
い
る
と
言
い
う
る
。
〔
。
艶
く
戸
。
ワ
①
O
O
よ
O
昌

　
さ
て
、
律
法
の
枝
葉
末
節
の
天
使
へ
の
委
任
に
お
け
る
神
の
予
見
は
、
我
々
を
、
天
使
と
奇
跡
の
問
題
か
ら
、
天
使
の
自
由
の
問
題
へ



と
、
も
う
移
し
変
え
て
い
る
。
こ
の
天
使
の
自
由
の
問
題
へ
い
ま
少
し
入
ろ
う
。

89

　
②
　
天
使
の
自
由

　
　
ω
　
〔
天
使
と
そ
の
義
務
〕
　
我
々
に
は
、
今
迄
の
天
使
と
奇
跡
の
論
究
か
ら
、
天
使
の
自
由
が
か
な
り
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
使
に
自
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
律
法
の
枝
葉
末
節
の
天
使
へ
の
委
任
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
が
、
天
使
の
場
合
、
そ
の
貧
弱
な
自
由
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
（
げ
。
昌
易
即
α
q
①
）
が
天
使
の
義
務
（
留
く
鼻
）
な
の
で
あ
る
。
天

使
達
は
、
彼
ら
の
自
由
を
注
意
し
て
使
用
す
る
な
ら
、
彼
ら
が
本
性
上
受
け
容
れ
う
る
限
り
の
最
も
大
な
る
完
全
性
に
至
り
う
る
と
さ
れ

る
。
尤
も
、
こ
の
こ
と
を
、
我
々
の
著
者
は
、
人
間
に
も
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
。
h
‘
斜
。
．
零
〕

　
　
㈹
　
〔
天
使
の
自
由
と
神
の
摂
理
の
誤
謬
〕
　
さ
て
、
天
使
は
、
神
の
摂
理
の
一
般
的
法
則
に
従
っ
て
は
た
ら
き
、
天
使
（
ま
た
は
天

使
の
欲
望
）
は
、
機
会
的
因
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
天
使
は
、
我
々
の
導
き
手
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

天
使
の
存
在
意
義
は
、
そ
の
自
由
を
い
か
に
確
保
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
さ
も
な
く
ば
、
自
由
の
「
正
し
い
使
用
」
も
語
ら
れ
え

な
い
。

　
天
使
の
自
由
の
確
保
を
困
難
に
す
る
大
き
な
理
由
は
、
ま
さ
し
く
、
既
に
触
れ
た
如
く
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
が
拒
み
、
ア
ル
ノ
ー
が
支

持
し
た
、
神
の
個
別
的
意
志
に
よ
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
ア
ル
ノ
ー
は
、
天
使
の
奉
仕
を
説
明
す
る
の
に
、
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
何
も
な

さ
ぬ
「
無
知
で
愚
か
な
使
用
人
」
の
例
を
も
っ
て
す
る
。
〔
。
罰
≦
H
り
㌘
8
呂
し
か
し
な
が
ら
、
「
も
し
天
使
達
が
、
神
の
こ
れ
と
い
っ
た

命
令
な
し
に
は
、
ま
た
は
、
個
別
的
で
打
ち
勝
ち
難
き
奨
め
な
し
に
は
何
も
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
天
使
達
に
は
ど
ん
な
権
能

も
な
い
で
あ
ろ
う
」
得
×
”
や
H
o
ミ
〕
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
神
が
、
個
別
的
意
志
で
、
即
ち
、
い
わ
ば
独
楽
鼠
の
よ

う
に
、
細
部
に
い
ち
い
ち
直
接
に
、
つ
ま
り
、
神
の
知
恵
を
示
す
行
為
の
斉
一
性
、
一
般
性
、
単
純
性
に
全
く
反
し
て
、
は
た
ら
く
と
し

た
場
合
、
そ
の
こ
と
で
、
奉
仕
者
と
し
て
の
天
使
の
意
義
は
薄
れ
、
与
え
ら
れ
て
い
る
「
権
能
を
減
ら
す
」
〔
＜
戸
。
’
①
O
呂
こ
と
必
然
で

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ェ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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九
〇

あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
神
自
身
が
前
面
に
出
て
、
天
使
達
の
自
由
な
意
志
（
〈
O
一
〇
二
什
ひ
　
一
竺
）
機
Φ
）
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
意
図
を
実
行
す
れ

ば
、
こ
の
瞬
間
、
天
使
の
自
由
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
神
が
「
被
造
物
の
奉
仕
者
」
（
≦
H
も
．
㎝
①
ω
）
な
ど
と
い
う
奇
妙
な
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
神
が
、
与
る
事
柄
の
た
め
に
、
或
る
個
別
的
意
志
で
は
た
ら
く
こ
と
は
、
本
来
な
ら
立
て
ら
れ
る
べ
き
一
般
的
法
則

が
無
く
な
り
、
勿
論
、
法
蜀
と
抱
き
合
わ
せ
に
立
て
ら
れ
る
筈
の
機
会
因
は
無
く
な
り
、
天
使
の
自
由
も
無
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、
真
の
奇
跡
が
起
っ
て
い
る
時
、
天
使
の
自
由
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
そ
も
そ
も
、
機
会
的
因
が
無
く
な
れ
ば
、
天
使
が
無
用

に
な
る
、
郡
ち
、
天
使
の
意
志
や
欲
望
（
泳
ω
冨
）
が
無
く
な
る
の
で
、
従
っ
て
ま
た
天
使
の
自
由
も
無
く
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
我
々
の

著
者
は
、
世
界
創
造
等
々
の
稀
に
起
る
画
期
的
出
来
事
の
時
、
神
が
個
別
的
意
志
で
は
た
ら
く
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
時
、

天
使
は
、
自
曲
を
有
し
て
い
た
か
。
ま
た
、
天
使
は
、
本
性
上
、
全
き
霞
由
を
有
し
て
い
る
か
。

　
右
記
の
我
々
の
疑
聞
に
対
し
て
は
、
我
々
の
著
者
に
は
、
直
接
の
答
え
と
な
る
言
及
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
芙
使
が
全
く
自
由
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
神
が
天
使
を
利
用
す
る
筈
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
神
は
、
直
接
、
「
し
ば
し
ば
」
ど
こ
ろ
か
、
御
秩
序
が

要
求
し
、
ま
た
は
、
許
さ
な
い
の
に
、
門
常
に
」
個
別
的
意
志
で
は
た
ら
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
お
う
。
し
か
し
、
実
際
は
、
神
は
、
自
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

意
図
の
実
行
の
た
め
に
、
諸
物
体
や
天
使
達
を
利
用
す
る
。
そ
の
場
合
、
天
使
達
を
利
用
す
る
の
は
、
あ
く
迄
、
彼
ら
が
「
自
由
で
知
性

的
な
本
性
」
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
　
「
知
性
的
で
自
由
な
被
造
物
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
ら
が
、
彼
ら
の
自
由
意
志
に
よ

っ
て
神
に
奉
仕
す
る
ゴ
霞
由
因
扁
（
剛
Φ
馬
弓
　
O
P
煽
の
Φ
口
9
　
一
一
び
『
①
ω
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
諸
物
体
が
、
そ
れ
ら
の
本
性
の
必
然
性

に
よ
っ
て
神
に
奉
仕
す
る
「
必
然
的
因
」
（
一
Φ
ω
　
O
鎖
ひ
露
ω
①
ω
　
昌
Φ
0
Φ
ω
ω
P
一
噌
O
ω
）
で
あ
る
の
と
二
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
は
、
　
「
心
の
見
知
者
」

と
い
う
特
質
を
示
す
た
め
に
、
自
由
因
に
お
い
て
も
、
決
し
て
こ
れ
を
必
然
的
仕
方
で
は
は
た
ら
か
せ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
神

の
知
恵
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
迄
、
奉
仕
巻
と
し
て
利
用
さ
れ
た
天
使
達
は
、
神
が
利
用
す
る
手
段
と
し
て
の
意
志
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

権
能
及
び
「
欲
す
る
自
由
又
は
欲
し
な
い
自
由
」
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
営
黒
鍵
に
打
ち
勝
っ
た
り
、
　
ユ
ダ
ヤ
の
民
を
導
い
た
り
し
た
大
天
使
ミ
ヵ
エ
ル
を
、
神
が
自
ら
の
実
行
を
併
う
個
別
的
意
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志
に
よ
っ
て
導
い
た
こ
と
を
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
認
め
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
あ
く
迄
、
「
打
ち
勝
ち
難

き
〔
強
い
〕
作
用
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
光
の
〔
軽
い
〕
示
唆
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
習
的
は
、
こ
の
天
使
か
ら
自
由
の
使
用

を
奪
い
取
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
こ
の
天
使
を
常
に
専
ら
理
性
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
が
ま
ま
に
し
、
神
自
身
の
意
図
を
実
行
し
、
小
さ
な

手
段
や
、
き
わ
め
て
単
純
な
仕
方
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
な
す
よ
う
に
、
神
が
こ
の
天
使
に
委
ね
た
能
力
の
行
使
を
妨
げ
な
い
た
め
で
も

あ
る
。
」
〔
≦
押
や
G
。
b
。
。
。
〕

　
し
か
し
な
が
ら
、
聖
ミ
ヵ
エ
ル
と
い
え
ど
も
、
御
言
た
る
「
御
法
」
（
一
9
ピ
O
沖
）
即
ち
「
御
秩
序
扁
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
は
何
も
な

し
え
な
い
し
、
〔
一
げ
一
縣
匿
▼
℃
●
　
凱
⑩
り
〕
そ
の
上
、
そ
も
そ
も
神
が
こ
の
天
使
を
実
行
を
伴
う
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
導
く
の
も
、
不
可
変
な
御

秩
序
が
そ
う
要
求
し
、
ま
た
は
、
許
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
天
使
達
が
、
自
分
達
の
意
志
を
、
「
き
わ
め
て
自
由
に
」
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

え
る
（
み
α
q
す
）
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
あ
く
迄
、
御
秩
序
に
基
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
律
法
の
犠
牲
や
儀
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

を
整
え
た
り
、
悪
魔
と
戦
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
神
は
、
天
使
の
意
の
ま
ま
に
し
、
「
彼
ら
の
選
択
」
に
委
ね
た
、
即
ち
枝
葉
末
節
迄
摂
理

で
支
配
せ
ず
に
済
ま
せ
た
が
、
そ
れ
も
、
神
が
、
「
自
ら
の
力
を
節
約
す
る
た
め
で
も
、
行
動
を
容
易
に
す
る
た
め
で
も
」
（
＜
H
押
　
℃
・
　
①
O
駆
）

な
く
て
、
委
ね
た
結
果
迄
を
知
る
神
の
無
限
の
予
見
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
恐
ら
く
、
神
自
ら
の
属
性
の
特
質
を
帯
び
る
た
め
で
あ

り
、
ま
た
、
御
秩
序
の
要
求
で
も
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
悪
魔
の
自
由
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
ば
に
注
目
し
よ
う
。
即
ち
、
「
悪
魔
は
、
そ
の
罪
を
犯
し
〔
て
悪
魔
に
な
つ
〕

た
後
も
、
自
由
で
あ
り
つ
づ
け
る
」
が
、
そ
の
理
由
は
、
「
罪
に
よ
る
罰
と
い
え
ど
も
、
不
正
に
欲
し
た
り
、
不
正
に
な
す
自
由
や
、
二

つ
の
悪
し
き
事
柄
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
自
由
を
奪
わ
れ
た
罰
で
は
な
い
。
」
〔
×
≦
も
」
霜
〕
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
或
る

意
味
で
、
天
使
に
、
即
ち
良
き
天
使
に
も
共
通
し
て
、
天
使
に
最
少
限
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
残
さ
れ
た
自
由
を
我
々
に
示
唆
し
て
い
よ

う
。
そ
れ
は
、
正
し
く
欲
し
た
り
、
（
ま
た
は
不
正
に
欲
し
な
い
）
、
正
し
く
な
す
（
ま
た
は
不
正
に
な
さ
ぬ
）
自
由
や
、
二
つ
の
善
い
事

柄
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
自
由
と
い
い
う
る
。
し
か
し
、
神
は
こ
の
自
由
を
実
際
に
保
証
す
る
や
否
や
は
や
は
り
聞
題
と
し
て
残

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

る
。
こ
の
点
を
今
少
し
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　
㈲
〔
天
使
の
自
由
と
神
の
属
性
i
い
わ
ゆ
る
物
理
的
予
動
を
め
ぐ
る
、
彫
像
師
と
十
二
体
の
立
像
の
比
喩
一
〕
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

エ
は
、
死
ぬ
一
年
前
に
書
き
、
死
ん
だ
年
刊
行
の
最
後
の
著
作
『
物
理
的
章
動
に
つ
い
て
の
見
解
』
（
ミ
属
）
に
お
い
て
、
プ
ル
ス
ィ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

（
C
d
O
一
」
「
ω
圃
O
『
）
と
い
う
神
学
者
の
当
時
評
到
だ
っ
た
『
被
造
物
へ
の
神
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
』
（
嵩
一
ω
）
（
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
摂
理
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

想
を
批
慰
し
て
い
る
）
の
意
見
の
誤
り
を
露
呈
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
彫
像
師
（
ω
酔
9
け
篇
鋤
一
門
①
）
と
十
二
体
の
立
像
の
興
味
深
い
比

喩
を
語
っ
て
い
る
。

　
語
る
勝
れ
た
彫
像
師
が
、
自
分
に
非
常
に
似
て
い
る
、
大
変
美
し
い
十
二
体
の
立
像
を
彫
ろ
う
と
思
っ
た
。
彫
ら
れ
た
各
々
の
立
像
の

首
は
、
バ
ネ
仕
掛
け
の
蝶
番
で
胴
と
結
合
し
て
い
て
、
紐
を
引
く
と
お
じ
ぎ
を
し
、
離
す
と
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、

立
像
に
お
じ
ぎ
を
す
る
権
能
（
げ
u
。
薯
。
ε
を
与
え
た
。
こ
の
権
能
は
、
紐
が
引
か
れ
る
時
ま
で
は
、
常
に
権
能
の
段
階
に
留
ま
り
続

け
る
真
の
権
能
で
あ
る
。
さ
て
、
彫
像
師
が
紐
を
引
く
と
、
立
像
は
お
じ
ぎ
を
す
る
。
彼
は
、
全
て
の
立
像
に
そ
う
し
続
け
、
彼
ら
は
、

挨
拶
し
続
け
る
。
彼
は
、
自
分
が
期
待
し
た
通
り
に
彼
ら
が
な
す
の
で
満
足
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
彫
像
師
は
、
立
像
達
に
尉
し
て
何
ら
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

う
と
こ
ろ
が
な
い
し
、
ま
た
、
立
像
達
に
対
し
て
、
最
高
の
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
こ
れ
ら
の
他
に
立
像
を
作
ろ
う
と
思
え
ば

作
れ
た
〔
全
能
の
こ
と
〕
等
々
の
こ
と
を
熟
慮
し
て
、
彼
は
、
十
二
体
の
う
ち
最
初
の
立
像
の
前
に
立
つ
が
紐
を
引
か
な
い
。
つ
ま
り
、

彼
は
、
当
の
立
像
に
お
じ
ぎ
を
す
る
物
理
的
感
動
を
与
え
る
こ
と
を
拒
む
。
す
る
と
当
の
立
像
が
自
分
に
挨
拶
し
な
い
の
で
、
彼
は
、
こ

の
立
像
を
滅
茶
滅
茶
に
殿
し
、
火
に
投
ず
る
。
他
の
立
像
達
に
も
ぞ
う
し
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
、
彼
に
挨
拶
す
る
二
三
の
立
像
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

と
い
う
の
も
、
実
は
、
彼
は
、
そ
れ
ら
の
立
像
に
は
お
じ
ぎ
を
す
る
物
理
的
予
動
を
与
え
る
こ
と
を
拒
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
比
喩
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
プ
ル
ス
ィ
エ
の
物
理
的
煽
動
の
見
解
で
あ
り
、
彫
像
師
は
、
プ
ル
ス
ィ

エ
の
神
で
あ
り
、
立
像
は
、
人
間
や
天
使
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
著
者
自
身
は
、
元
来
、
物
理
的
予
動
を
自
説
の
説
明
に
用
い
は
し
な

い
。
そ
の
上
、
こ
の
予
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
考
察
を
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
目
的
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
我
々
は
目
下
、
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マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
　
た
だ
無
闇
矢
鱈
に
プ
ル
ス
ィ
エ
の
物
理
的
予
動
の
解
釈
を
批
難
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
し
プ
ル
ス
ィ
エ
が

「
よ
り
注
意
深
い
精
神
」
〔
×
≦
讐
ウ
①
〕
を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
「
意
志
の
決
定
に
先
行
し
、
意
志
が
自
ら
を
自
由
に
そ
し
て
非
決
定
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

に
決
定
す
る
よ
う
に
す
る
物
理
的
な
救
い
」
と
い
う
プ
ル
ス
ィ
エ
の
物
理
的
予
動
の
定
義
は
も
っ
と
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

と
言
い
た
い
こ
と
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
る
に
留
め
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
比
喩
の
直
後
の
、
　
「
さ
て
、
こ
の
巧
み
な

職
工
〔
彫
像
師
〕
の
行
為
は
、
深
く
比
類
な
き
知
恵
の
特
質
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
」
〔
量
傷
‘
℃
．
。
。
巴
と
い
う
問
か
ら
、
プ
ル
ス
ィ

エ
の
物
理
的
予
動
の
定
義
や
理
解
を
誤
ら
せ
た
真
の
理
由
が
、
彼
の
、
神
の
属
性
や
意
図
や
行
為
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
が
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
言
う
神
の
特
質
だ
と
し
て
槍
玉
に
挙
げ
て
い
る
問
題
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

勿
論
、
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
神
は
全
能
（
け
O
信
叶
■
O
信
一
ω
ω
9
劉
け
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
〔
。
炉
×
≦
》
㍗
。
。
刈
冨
ω
ω
巨
〕
第

二
に
、
神
は
、
被
造
物
を
司
る
最
高
の
カ
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
〔
6
h
・
層
　
一
σ
一
α
．
》
　
℃
・
　
o
Q
癖
　
O
拶
ω
ω
陣
ヨ
〕
第
三
に
、
神
は
自
由
（
ま
器
）
で
あ
る
こ

と
。
〔
。
炉
斐
住
‘
o
。
。
。
①
冨
ω
ω
冒
〕
第
四
に
、
神
は
被
造
物
に
対
し
て
何
も
負
う
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
〔
。
勢
慧
α
‘
℃
巳
。
。
①
冨
ω
ω
冒
〕
第

五
に
、
神
は
、
存
在
中
の
存
在
（
一
”
朝
梓
『
①
　
山
Φ
ω
　
ゆ
梓
桟
①
ω
）
で
あ
る
こ
と
。
〔
。
勢
一
三
α
‘
ウ
一
9
⊥
O
ω
〕
第
六
に
、
神
は
正
し
い
人
々
や
聖
な
る
天

使
達
に
正
義
と
善
を
貫
く
予
動
を
与
え
る
の
を
拒
む
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
〔
陣
ぼ
儀
こ
や
。
。
心
忘
ω
臥
ヨ
〕
第
七
に
、
神
の
意
志
に
つ
い

て
は
、
こ
の
同
じ
意
志
そ
の
も
の
以
外
に
は
拠
り
所
（
邑
⑳
8
動
機
）
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
〔
薫
皇
署
’
。
。
守
。
。
“
醤
ω
獣
ヨ
〕
等
々
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
第
六
や
第
七
を
除
け
ば
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
が
こ
れ
ら
を
頭
か
ら
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
神
が
全
能
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
否
定
し
な
い
。
た
だ
、
神
の
全
能
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
問

題
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
例
え
ば
、
第
一
の
問
題
点
た
る
神
の
全
能
を
重
視
し
す
ぎ
る
と
い
か
な
る
不
都
合
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

天
使
や
人
間
の
「
功
績
の
た
め
に
必
要
な
自
由
や
神
の
諸
属
性
の
実
在
性
」
〔
薫
住
こ
。
．
。
。
呂
を
損
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九
四

　
さ
て
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
神
た
る
、
か
の
彫
像
師
の
奇
妙
な
行
為
が
、
真
且
不
可
変
な
正
義
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
比
類
な
き
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

性
の
特
質
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
る
た
め
に
、
こ
の
比
喩
を
「
よ
り
緻
密
な
比
喩
」
に
す
べ
く
、
こ
の
彫
像
師
に
神
の
全
能
が
付

与
さ
れ
る
。
彫
像
師
は
全
能
ゆ
え
、
最
初
の
人
間
に
類
似
し
た
魂
を
作
る
、
又
は
、
十
二
体
の
天
使
を
創
造
す
る
と
す
る
。
プ
ル
ス
ィ
エ

は
、
「
物
理
的
予
動
は
、
悪
い
行
為
で
あ
れ
善
い
行
為
で
あ
れ
、
一
般
に
全
て
の
行
為
に
必
要
だ
偏
〔
隻
q
こ
や
。
。
。
。
〕
と
考
え
て
お
り
、
且

つ
こ
の
彫
像
師
は
、
天
使
達
に
善
と
正
義
を
貫
く
行
為
を
産
み
出
す
物
理
的
予
動
、
ま
た
は
、
プ
ル
ス
ィ
エ
が
物
理
的
予
動
と
同
じ
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
の
〔
×
≦
u
O
．
㊤
己
効
力
あ
る
恩
恵
（
欝
ぴ
q
3
8
。
爺
畠
8
）
を
与
え
る
つ
も
り
な
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
罪
を
犯
さ

な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
予
知
す
る
。
ま
た
、
逆
に
、
彼
は
、
天
使
達
に
は
、
そ
の
よ
う
な
物
理
的
予
動
を
与
え
る
こ
と
を
拒
み
、
そ
の
代
り

に
罪
を
犯
す
た
め
の
物
理
的
予
動
を
与
え
る
つ
も
り
ゆ
え
、
彼
ら
が
罪
を
犯
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
知
す
る
。
そ
れ
故
、
実
際
に
、
こ
の

彫
像
師
は
、
十
二
体
の
天
使
達
を
創
造
し
て
す
ぐ
に
、
彼
ら
の
半
分
の
天
使
達
に
、
善
に
同
意
す
る
行
為
を
産
み
出
す
物
理
的
予
動
ま
た

は
効
力
あ
る
恩
恵
を
与
え
、
逆
に
、
他
の
天
使
達
に
は
、
こ
れ
の
付
与
を
拒
ん
だ
上
、
罪
に
同
意
す
る
行
為
を
産
み
出
す
物
理
的
予
動
を

与
え
る
。
前
者
の
天
使
達
は
、
彫
像
師
に
よ
っ
て
こ
の
上
な
き
幸
福
で
以
っ
て
報
わ
れ
る
が
、
後
者
の
天
使
達
は
、
永
遠
の
火
で
罰
せ
ら

れ
る
。
　
9
馨
伍
‘
署
．
。
。
？
。
。
。
。
〕

　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
後
者
の
天
使
達
に
陶
征
す
る
。
彼
ら
は
、
確
か
に
罪
を
犯
し
た
に
は
相
違
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
ら
は
、
な
ん

と
「
不
幸
な
漏
（
ヨ
P
一
ず
Φ
賃
『
①
償
×
）
天
使
達
で
あ
ろ
う
。
何
故
不
幸
か
。
第
一
に
、
天
使
達
は
、
善
と
正
義
を
貫
ぬ
く
こ
と
を
欲
す
る
た
め

に
必
要
な
物
理
的
活
動
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
り
に
、
な
ん
と
罪
を
犯
す
た
め
に
必
要
な
予
動
を
受
け
取
っ
て
い
た
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

あ
る
。
第
二
に
、
天
使
達
は
、
彼
ら
の
自
由
を
全
く
行
使
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
神
た
る
彫
像
師
は
、
天
使
達
を
罪

を
犯
す
必
然
性
即
ち
彼
ら
が
罪
を
犯
す
べ
く
し
て
犯
す
必
然
性
の
う
ち
に
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
狙
い
は
、
こ

の
必
然
性
に
神
の
予
見
の
確
実
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
、
「
天
使
達
は
、
完
全
な
自
由
で
以
っ
て

罪
を
犯
し
た
」
欝
σ
箪
．
勺
・
O
昌
な
ど
と
繕
っ
て
も
無
駄
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
こ
の
天
使
の
不
幸
を
嘆
く
よ
り
、
そ
の
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よ
う
に
す
る
神
の
行
為
の
解
し
方
を
嘆
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
天
使
を
か
く
も
い
じ
め
て
不
幸
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
無
限

に
善
で
正
し
く
且
聖
な
る
神
及
び
そ
の
他
の
属
性
に
き
わ
め
て
反
す
る
考
え
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
薫
α
‘
o
’
り
呂

　
と
こ
ろ
で
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
神
の
ご
と
く
、
全
能
の
み
を
名
誉
と
し
、
自
ら
の
他
の
諸
属
性
を
考
慮
に
入
れ
な
い
神
の
理
解
か
ら
は
，

ま
た
、
次
の
よ
う
な
疑
問
点
を
説
明
で
き
ぬ
、
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
る
。
即
ち
、
神
が
全
能
で
あ
る
の
み
な
ら
、
例
え
ば
、
神
が
創
造

の
第
一
日
に
、
全
て
の
悪
魔
を
天
に
、
逆
に
全
て
の
聖
な
る
天
使
を
地
獄
に
置
け
る
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
自
ら
が
作
っ
た
一

切
を
一
瞬
に
し
て
無
に
帰
し
う
る
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
等
々
、
ま
た
、
人
間
の
頭
に
つ
い
て
い
る
眼
を
踵
に
付
け
う
る
の
に
付
け

な
か
っ
た
こ
と
、
不
具
で
気
の
狂
っ
た
ア
ダ
ム
を
創
造
し
う
る
の
に
し
な
か
っ
た
こ
と
等
々
も
何
故
か
を
説
明
し
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
〔
。
炉

汐
凱
；
署
．
一
8
i
H
8
〕

　
以
上
の
疑
問
点
を
説
明
可
能
と
す
る
に
は
、
か
の
第
七
の
も
の
即
ち
神
の
意
志
そ
の
も
の
以
外
に
神
の
意
志
の
拠
り
所
（
動
機
）
は
な

い
と
す
る
プ
ル
ス
ィ
エ
の
誤
り
が
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
で
は
、
神
は
、
自
ら
の
諸
属
性
の
特
質
を
帯
び
た
仕
方
で

は
た
ら
く
。
属
性
の
う
ち
、
就
中
、
属
性
中
の
属
性
た
る
無
限
、
善
さ
（
善
性
、
善
意
）
、
正
し
さ
（
正
義
）
、
真
理
、
知
恵
が
挙
げ
ら
れ

（
4
6
）

る
。
例
え
ば
善
性
は
、
聖
書
で
も
称
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
、
プ
ル
ス
ィ
エ
が
右
記
の
疑
問
点
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
、
神
が
そ
う
な

し
う
る
の
に
な
さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
善
性
、
正
義
に
反
す
る
か
ら
だ
と
言
い
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
、
無
駄
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

彼
の
神
は
、
天
使
達
に
善
と
正
義
を
貫
か
せ
る
た
め
に
必
要
で
、
し
か
も
天
使
達
み
つ
か
ら
も
か
く
貫
き
つ
づ
け
る
こ
と
を
欲
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

に
す
る
、
そ
れ
自
体
で
効
力
あ
る
物
理
的
予
動
を
与
え
る
こ
と
を
拒
む
よ
う
な
神
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
実
は
、
神
の
こ
の
拒
絶
は
、

「（

_
が
）
彼
ら
天
使
達
を
創
造
し
た
時
、
端
初
か
ら
永
遠
に
罰
し
定
め
て
お
く
こ
と
よ
り
も
、
は
る
か
に
〔
神
に
〕
善
性
や
正
義
が
無
い

　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
か
の
疑
問
点
を
説
明
可
能
な
ら
し
め
る
、
神
の
意
志
以
外
の
神
の
意
志
の
拠
り
駈
と
は
、
狭
義
に
は
、
御
言
で
も
あ
り
、
御

理
性
で
も
あ
る
、
「
神
の
諸
属
性
の
不
可
変
な
御
秩
序
」
〔
葦
α
二
〇
」
8
〕
（
一
・
9
費
Φ
ぎ
B
§
げ
δ
留
ω
。
ω
鉾
け
ユ
σ
昌
ω
）
即
ち
「
永
遠
の
御
法
」

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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折
四
堂
・
研
究
　

晶
弟
五
胃
酬
五
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
摂
理
の
一
般
的
法
則
の
根
拠
で
も
あ
る
。
か
の
疑
問
点
に
関
し
て
、
神
が
そ
う
な
し
う
る
の
に
な
さ
な
か
っ
た

の
は
、
そ
う
す
る
理
由
を
こ
の
御
秩
序
の
う
ち
に
見
出
せ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
「
神
は
、
自
ら
の
本
性
の
通
り

に
は
た
ら
く
」
〔
ま
山
曾
”
。
勢
萱
α
‘
㍗
。
。
呂
が
、
霞
ら
の
本
性
の
ま
ま
に
は
た
ら
け
ば
そ
う
な
し
え
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

神
が
被
造
物
に
何
ら
負
う
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
、
前
に
触
れ
た
第
四
の
問
題
点
に
し
て
も
、
確
か
に
プ
ル
ス
ィ
エ
の
言
う
通
り
で
は
あ

る
が
、
　
ま
さ
し
く
、
神
が
、
自
ら
の
御
秩
序
（
一
6
＆
器
）
に
諮
る
と
い
う
意
味
で
は
、
　
「
神
は
、
自
ら
を
自
ら
自
身
に
負
っ
て
い
る
」

〔
3
α
●
”
P
。
。
凸
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
神
の
意
図
を
う
ち
立
て
、
行
為
の
拠
り
所
（
動
機
）
と
な
る
の
は
、
神
の
諸
属
性
の
不
可
変
な
御
秩
序
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

プ
ル
ス
ィ
エ
が
神
の
意
図
を
う
ち
立
て
る
基
と
考
え
る
神
の
意
志
の
助
言
者
（
8
諺
巴
）
な
る
も
の
は
、
神
の
全
能
で
は
な
い
。
全
能
は

意
図
を
う
ち
立
て
ず
、
そ
の
実
行
老
（
胃
Φ
×
O
O
9
轡
弓
一
〇
〇
）
で
あ
る
。
〔
。
罰
葦
島
こ
署
●
。
。
①
ゐ
ω
〕
例
え
ば
、
世
界
創
造
に
し
て
も
、
永
遠
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

恵
こ
そ
が
、
不
可
変
な
御
秩
序
、
即
ち
「
神
の
愛
す
べ
き
、
不
可
侵
の
法
」
即
ち
「
（
神
と
の
）
共
実
体
的
法
」
に
従
っ
て
、
世
界
創
造
の

意
図
を
我
々
に
知
ら
せ
る
。
永
遠
の
知
恵
は
語
り
、
全
能
は
実
行
す
。
そ
れ
故
、
全
能
は
、
天
使
や
人
間
の
摂
理
や
予
定
の
規
律
で
は
な

く
、
そ
の
実
行
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
恩
恵
や
栄
光
に
か
か
わ
る
摂
理
や
予
定
及
び
神
の
あ
ら
ゆ
る
意
志
は
、
神
が
自
ら
自
身
及
び
自

ら
の
固
有
の
諸
属
性
に
負
う
て
い
る
と
こ
ろ
の
当
の
元
の
不
可
変
な
御
秩
序
に
基
づ
い
て
、
間
違
い
な
く
整
え
ら
れ
る
。
」
〔
萱
二
こ
勺
⑩
。
。
〕

こ
の
よ
う
に
解
し
て
こ
そ
、
矛
盾
は
な
く
な
り
、
自
由
思
想
家
達
（
一
同
σ
①
画
け
陣
づ
ω
）
に
付
け
込
む
隙
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ
う
る
。

〔
。
艶
§
臨
二
7
一
◎
凸

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
使
の
自
由
は
、
神
の
諸
属
性
や
そ
れ
ら
の
秩
序
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
正
し
く
な
れ
ば
な
る
程
、
か
え
っ
て

確
保
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
即
ち
、
天
使
の
自
由
の
貧
弱
さ
が
浮
び
上
る
、
換
言
す
れ
ば
自
由
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
こ
の
見
地
は
、
我
々
の
著
者
の
摂
理
の
見
地
と
一
貫
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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③
　
天
使
と
キ
リ
ス
ト

　
　
G
の
　
〔
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
自
由
と
天
使
〕
　
か
か
る
貧
弱
な
自
由
し
か
有
し
な
い
天
使
達
、
そ
し
て
、
そ
の
能
力
に
お
い
て
無
能

に
近
い
天
使
達
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
に
対
す
る
よ
う
に
救
い
主
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
律
法
の
天
使
」
（
勿
論
「
御
言
は
天
使
に
な
り
え
な
か
っ
た
」
の
だ
が
）
た
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
は
、
自
由
奔
放
に
振
舞
い
つ
つ
天
使
達
を
支
配
す
る
か
と
い
う
と
、
必
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
救
い
主
と
い

え
ど
も
、
悪
魔
が
、
自
ら
を
誘
惑
す
る
気
す
ら
起
ら
な
い
よ
う
に
、
予
防
の
処
置
を
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
も
天
使
も
、
自
然
の
秩
序
を
乱
し
た
り
、
世
の
人
々
を
た
だ
驚
か
せ
た
り
す
る
結
果
を
大
し
た
理
由
も
な
い
の
に
欲
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
神
は
、
世
界
を
支
配
す
る
の
に
、
二
次
的
諸
因
（
機
会
的
因
で
し
か
な
い
）
の

従
属
関
係
を
巧
み
に
用
い
て
、
摂
理
の
一
般
的
法
則
又
は
実
行
的
一
般
的
意
志
に
よ
っ
て
豊
か
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
、
世
界
を
支
配
す
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
次
的
諸
因
に
は
、
天
使
、
人
間
、
物
体
は
も
ち
ろ
ん
「
最
高
能
力
を
受
け
取
っ
た
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
」
口
×
輸
。
」
O
。
。
①
〕
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
え
ど
も
、
全
て
の
欲
望
を
整
え
る
御
秩
序
、

即
ち
彼
が
永
遠
の
知
恵
と
し
て
自
ら
の
う
ち
に
含
む
不
可
変
且
必
然
的
な
御
秩
序
の
声
を
よ
く
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
〔
×
”
や

Φ
。
。
〕
し
か
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
決
し
て
無
能
で
は
な
い
。
そ
の
逆
で
あ
る
。
自
ら
の
教
会
を
支
配
す
る
最
高
の
能
力
を
受
け
取
っ

た
の
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
〔
内
面
的
恩
恵
を
広
げ
え
な
い
天
使
〕
　
と
こ
ろ
で
、
我
々
人
間
を
、
ど
ん
な
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
時
も
、
喜
び
つ
つ
耐
え
る
よ

う
に
し
、
永
遠
な
る
栄
光
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
恩
恵
、
即
ち
新
約
の
恩
恵
即
ち
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
恩
恵
、
つ
ま
り

彼
の
ご
と
く
十
字
架
に
懸
け
ら
れ
て
死
に
、
そ
の
後
、
彼
と
共
に
復
活
す
る
恩
恵
た
る
内
面
的
恩
恵
（
鐘
σ
q
缶
8
ぎ
蒜
『
冷
舞
Φ
）
を
広
げ
る
権

能
を
有
し
て
い
る
の
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
み
で
あ
る
。
〔
。
炉
×
H
噛
O
・
雛
念
く
臼
》
や
“
O
り
〕
天
使
は
こ
の
権
能
を
有
し
て
い
な
い
。

正
確
に
言
え
ば
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
こ
そ
が
、
恩
恵
の
執
行
者
で
あ
り
、
自
ら
の
教
会
の
手
足
た
る
天
使
や
人
間
た
ち

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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九
八

を
聖
化
す
る
恩
恵
を
注
ぎ
込
む
権
能
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
。
劉
く
も
・
8
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
神
こ
そ
が
内
面
的
恩
恵
を
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
に
よ
っ
て
与
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
が
、
こ
の
恩
恵
を
広
げ
る
権
能
を
有
す
る
の
は
、
神
が
、
自
ら
の
大
計
画
た
る
永
遠
の
寺
院
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
実
行

し
建
設
す
る
た
め
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
た
て
て
お
い
た
「
恩
恵
の
一
般
的
法
則
」
に
従
っ
て
の
み
で
あ
る
。
〔
。
勢
≦
算
や

刈
O
£
こ
の
法
則
の
機
会
的
且
「
配
分
的
因
」
（
一
口
　
O
拶
信
口
。
Φ
　
α
一
ω
け
『
一
び
郎
前
角
く
の
）
〔
＜
蝸
掌
お
〕
な
の
は
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

み
で
あ
る
。
天
使
達
は
、
か
か
る
因
で
は
な
い
。
尤
も
、
天
使
達
は
、
悪
魔
か
ら
人
間
を
守
る
守
護
者
と
し
て
か
ま
た
は
内
面
的
恩
恵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

我
々
に
有
益
な
仕
方
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
幾
つ
か
の
結
果
の
機
会
因
と
は
な
り
う
る
。
即
ち
、
内
面
的
恩
恵
の
効

力
を
、
悪
魔
が
も
た
ら
す
障
害
を
取
り
除
い
た
り
減
ら
し
た
り
し
て
、
助
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
〔
6
h
二
×
層
や
㊤
ω
〕

　
　
幽
　
〔
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
者
と
し
て
の
天
使
〕
　
天
使
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
者
で
あ
る
。
〔
。
蟄
×
r
7
嵩
凸

天
使
達
は
、
か
の
大
寺
院
、
永
遠
の
教
会
の
霊
的
構
築
の
た
め
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
し
て
そ
の
支
配
の
下
に
そ
の
手
足
と
し

て
、
人
間
と
と
も
に
、
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
使
達
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
彼
ら
の
頭
と
な
る
こ
と
を
待
ち
焦
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
天
使
達
よ
り
も
前
に
存
在
し
た
、
否
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
の
う
ち
で
最
初
に
生
ま
れ
た
。

し
か
し
、
天
使
達
は
、
救
い
主
の
時
間
的
生
誕
の
前
に
、
人
間
の
救
い
主
を
自
分
達
の
頭
と
し
て
認
め
た
。
そ
れ
故
、
天
使
達
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
生
ま
れ
た
時
、
主
を
誉
め
称
え
、
声
を
揃
え
て
．
天
が
栄
光
で
満
ち
濫
れ
る
こ
と
を
歌
い
知
ら
せ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
何
故
、
天
使
達
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
頭
を
必
要
と
思
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
「
天
使
達
は
、
自
分

達
が
、
神
と
比
べ
れ
ば
、
常
に
無
に
等
し
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
」
〔
×
鍔
や
ω
8
〕
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
傲
慢
さ
の
た
め
に
地
獄

へ
急
い
だ
天
使
達
即
ち
悪
魔
達
は
、
自
分
達
が
神
と
比
肩
し
う
る
一
二
の
老
で
、
神
の
糖
愛
の
唯
｝
の
対
象
、
被
造
物
の
う
ち
で
最
も
勝

れ
た
も
の
と
思
い
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
、
神
人
を
、
自
分
達
の
頭
、
仲
保
者
、
最
高
の
司
祭
と
み
な
す
こ
と
を
拒
む
の
で
あ
る
。

〔
o
h
・
℃
　
V
ハ
く
目
℃
　
℃
O
・
　
H
O
刈
一
一
〇
Q
o
〕
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⑯
　
〔
神
が
天
使
に
御
子
を
与
え
た
亀
甲
〕
　
「
神
の
意
図
の
第
一
の
も
の
は
、
御
子
の
受
肉
で
あ
る
。
」
〔
×
鐸
ロ
’
鍵
9
一
く
”
や
這
〕

一
般
的
に
言
え
ば
、
神
の
意
図
は
、
被
造
物
を
へ
り
く
だ
ら
せ
、
こ
れ
を
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
神
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ

る
。
〔
鮮
・
×
算
。
．
。
。
劇
。
。
〕
こ
の
こ
と
を
大
前
提
と
し
つ
つ
、
我
々
は
、
神
が
御
子
を
被
造
物
と
り
わ
け
天
使
達
に
与
え
た
目
的
に
つ
い
て

一
警
し
て
み
よ
う
。

　
そ
の
目
的
は
、
ま
ず
第
一
に
、
天
使
達
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
、
神
と
「
共
聖
体
（
ω
O
O
蒜
器
）
、
近
接
（
9
8
＄
）
、
関
係

（
鐸
署
響
け
）
」
〔
聲
恥
‘
℃
・
ω
㎝
o
〕
を
有
し
う
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
天
使
達
が
、
神
を
す
ば
ら
し
い
仕
方
で
、
即
ち
神
に

快
い
仕
方
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
、
礼
拝
す
る
た
め
で
あ
る
。
〔
謹
α
．
”
。
ひ
×
≦
u
隠
．
ざ
。
。
－
さ
Φ
〕
第
三
に
、
天
使
達
や
人
間

が
、
神
に
対
す
る
服
従
や
崇
拝
を
、
御
子
の
威
厳
を
通
じ
て
価
値
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
〔
9
”
×
＜
図
u
o
．
一
8
〕
第
四
に
、
天

使
や
人
間
が
創
造
さ
れ
た
の
は
、
御
子
を
通
じ
て
、
神
を
尊
敬
す
る
た
め
で
あ
る
。
〔
。
P
担
づ
・
騰
昌
第
五
に
、
天
使
達
が
、
イ
エ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
の
み
聖
化
さ
れ
予
定
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
六
に
、
神
が
天
使
達
に
御
子
を
与
え
た
の
は
、
決
し

て
、
我
々
人
闊
の
場
合
の
よ
う
に
、
天
使
達
を
罪
か
ら
救
っ
て
や
る
た
め
で
は
な
く
て
、
「
神
の
威
厳
に
全
く
ふ
さ
わ
し
い
敬
意
や
、
神

を
享
受
す
る
と
い
う
永
遠
の
幸
福
に
よ
っ
て
正
し
く
報
わ
れ
う
る
よ
う
に
す
る
功
績
を
、
棒
げ
る
う
え
で
の
天
使
の
本
性
的
無
能
力

（
ぎ
。
拶
冨
。
津
ひ
轟
ε
『
亀
Φ
）
か
ら
、
彼
ら
を
救
っ
て
や
る
た
め
で
あ
る
。
」
〔
×
≦
”
や
δ
①
〕
等
々
の
目
的
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
傲
慢
な
天
使
た
る
悪
魔
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
頭
、
仲
保
者
と
み
な
す
こ
と
を
拒
ん
だ
。

そ
し
て
、
神
が
、
我
々
人
間
が
悪
魔
に
誘
惑
さ
れ
、
そ
の
地
獄
に
陥
る
が
ま
ま
に
す
る
の
は
、
実
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
我
々
人
間

を
、
そ
の
地
獄
か
ら
救
い
出
す
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
悪
魔
は
、
最
初
の
人
間
を
誘
惑
し
た
時
、
神
の
緒
戦
の
意

図
を
却
っ
て
促
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
悪
魔
に
誘
惑
さ
れ
た
の
は
、
神
が
一
般
的
法
則
に
従
っ
て
、
二
次
的

諸
因
を
は
た
ら
く
が
ま
ま
に
し
た
こ
と
と
も
関
わ
り
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
天
使
や
悪
魔
が
、
物
体
に
の
み
は
た
ら
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
権
能
を
与
え
た
神
の
一
般
的
法
則
の
果
作
力
に
よ
っ
て
の
み
、
悪
魔
も
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
、
身
体
を
介

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

〇〇1　
　
し
て
、
誘
惑
す
る
権
能
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
悪
魔
は
、
こ
の
権
能
を
「
今
だ
に
」
（
㊦
5
0
0
『
Φ
）
〔
×
9
や
ω
お
〕
「
今
B
も
な
お
」
（
雪
8
話
鋤
ε
o
霞
縣
．
7
巳
）
〔
く
昌
や
8
乙

　
　
保
持
す
る
、
と
我
々
の
著
者
は
警
告
す
る
。
し
か
し
、
悪
魔
は
思
い
の
ま
ま
に
こ
の
権
能
を
使
用
で
き
ぬ
。
何
故
な
ら
、
「
良
き
天
使
達

　
　
や
主
と
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
抵
抗
」
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
こ
そ
、
彼
が
有
す
る
内
面

　
　
的
恩
恵
を
与
え
る
権
能
や
他
の
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
、
悪
魔
達
の
能
力
の
有
害
な
結
果
を
妨
げ
る
」
〔
筐
飢
●
〕
こ
と
が
で
き
る
。
我
々

　
　
は
、
　
「
今
だ
に
」
と
か
「
今
臼
も
な
お
」
等
の
言
葉
を
決
し
て
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
。
悪
魔
達
が
か
の
権
能
を
失
う
の
は
、
神
の
摂
理

　
　
の
一
般
的
法
国
が
必
要
で
な
く
な
る
世
の
終
り
の
時
の
み
で
あ
る
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。
悪
魔
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
到
来

　
　
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
悪
魔
は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
人
々
に
は
、
も
は
や
い
か
な
る
権
利
も
権
能
も
有

　
　
　
（
5
6
）

　
　
し
な
い
漏
と
言
わ
れ
る
が
、
完
全
な
意
味
で
は
、
か
の
蒔
の
キ
リ
ス
ト
の
再
来
の
晴
の
み
に
妥
当
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
さ
て
こ
の
よ
う
に
、
天
使
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
神
か
ら
付
与
さ
れ
た
濁
的
は
、
天
使
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ

　
　
と
、
天
使
は
内
面
的
恩
恵
を
広
げ
な
い
と
い
う
こ
と
、
等
々
の
問
題
と
密
接
に
連
ら
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
罪
人
と
救
世
主
と
の
関
係
と

　
　
も
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
聖
ヨ
ハ
ネ
が
ユ
ダ
ヤ
の
民
に
つ
い
て
語
る
次
の
こ
と
ば
は
、
人
聞
や
天
使
に
も
妥
当
す
る
と
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば

　
　
ル
ブ
ラ
ン
シ
ェ
は
言
う
。
い
わ
く
、
「
し
か
し
言
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
た
人
、
そ
の
名
を
信
じ
る
人
々
に
は
、
神
の
子
と
な
る
資
格
を

　
　
　
（
5
7
）

　
　
与
え
た
。
」

　
　
　
以
上
に
お
い
て
、
我
々
は
、
天
使
の
能
力
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
語
り
終
え
た
。
天
使
の
能
力
は
、
無
能
に
近
い
が
、
決
し
て
無
能
で

　
　
は
な
か
っ
た
。
天
使
の
自
由
も
貧
弱
で
あ
っ
た
が
、
天
使
は
自
由
を
享
受
し
て
い
る
に
は
違
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
、
我
々
に
は
、
何
故
神
が
、
欄
甥
的
意
志
に
よ
っ
て
、
天
使
の
な
す
こ
と
を
勿
論
な
し
う
る
の
に
天
使
に
枝
葉
末
節
を
委
ね
た

　
　
か
は
、
神
の
無
限
の
予
見
や
知
恵
を
示
す
単
純
な
仕
方
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
尚
早
題
と
し
て
残
る
。
恐
ら
く
、
我
々
の
著
者
は
テ
オ
デ

　
　
ィ
セ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
神
は
、
無
か
ら
の
世
界
創
造
や
受
胎
告
知
等
々
の
こ
の
上
な
き
薗
期
的
な
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出
来
事
の
時
、
自
ら
の
知
恵
を
愛
す
る
た
め
に
創
り
た
い
等
の
、
あ
た
か
も
無
垢
な
子
供
の
我
儘
な
意
志
を
示
す
ご
と
く
、
個
別
的
意
志

に
よ
っ
て
直
接
は
た
ら
く
が
、
そ
う
い
う
ヶ
：
ス
は
我
々
に
神
の
真
の
能
力
や
知
恵
を
聖
書
を
介
し
て
示
し
て
は
い
る
が
、
我
々
に
は
却

っ
て
気
付
き
に
く
い
。
（
あ
た
か
も
、
余
り
に
眩
い
被
写
体
の
た
め
フ
ィ
ル
ム
に
何
が
写
っ
て
い
る
の
か
、
美
し
い
も
の
か
否
か
が
分
ら

な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
音
量
が
臨
き
過
ぎ
て
名
曲
か
否
か
分
ら
な
い
ご
と
く
。
）
そ
れ
よ
り
も
、
神
が
、
　
一
般
的
意
志
に
よ
っ
て
、
天
使

達
を
用
い
て
、
聖
書
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
ふ
つ
う
の
彩
し
い
奇
跡
の
よ
う
な
出
来
事
を
さ
せ
た
り
、
自
然
の
一
般
的
法
則
に
よ
っ
て
、

顕
微
鏡
下
に
み
え
る
驚
嘆
す
べ
き
生
き
物
、
美
し
い
草
花
、
甘
い
果
実
で
、
地
上
を
埋
め
尽
す
よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス
の
方
が
、
神
の
知
恵

や
能
力
を
（
あ
た
か
も
、
レ
ン
ズ
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
適
切
に
絞
る
ご
と
く
）
我
々
に
示
し
う
る
と
神
が
予
見
し
た
と
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

考
え
て
い
る
と
我
々
は
解
し
た
い
。
〔
○
勢
×
”
℃
．
δ
〕

結

び

　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ユ
で
は
、
確
か
に
天
使
が
比
較
的
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
我
々
は
次
の
二
つ
の
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ

る
。
第
一
に
、
我
々
の
著
老
の
関
心
事
は
、
決
し
て
天
使
で
は
な
く
て
、
や
は
り
人
問
で
あ
る
が
、
し
か
し
狭
義
に
は
神
の
み
だ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

こ
と
。
こ
の
関
心
事
か
ら
由
来
す
る
哲
学
的
な
問
題
は
、
置
ひ
①
ω
の
問
題
と
因
果
関
係
の
問
題
の
二
つ
で
あ
る
。
第
二
に
、
我
々
の
著
老

に
お
い
て
、
著
作
中
に
散
見
さ
れ
た
天
使
の
活
躍
は
外
見
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
の
二
点
を
今
少
し
詳
述
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
の
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
天
使
の
実
存
在
や
本
性
の
問
題
は
い
ず
れ
も
、
置
畳
ω
の
起
源
の
理
解
、
即
ち
、
貯
く
互
8
露
量
Φ
⊆

の
見
地
に
立
っ
た
時
の
乙
ひ
Φ
ω
の
本
性
の
理
解
を
抜
き
に
し
て
は
語
ら
れ
え
な
い
こ
と
は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う

ど
天
使
の
能
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
能
力
を
与
え
且
こ
れ
を
十
分
に
発
揮
せ
し
め
る
た
め
に
、
神
が
機
会
的
因
と
抱
き
合
わ
せ
に
し
て
立

て
た
摂
理
の
一
般
的
法
則
の
中
心
が
、
い
わ
ゆ
る
機
会
的
困
論
と
い
う
因
果
論
を
抜
き
に
し
て
は
語
ら
れ
え
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
と
こ
ろ
で
、
『
形
而
上
学
に
つ
い
て
の
対
話
』
で
、
既
に
触
れ
た
、
我
々
に
知
ら
れ
る
摂
理
の
五
つ
の
法
則
は
、
理
性
と
信
仰
の
二
つ

　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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一
〇
二

の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
。
運
動
伝
達
の
法
劉
、
身
心
結
舎
の
法
則
、
魂
と
神
の
結
舎
の
法
則
の
三
つ
は
、
　
「
御
理
性
と
経
験
が
教
え
る
」

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
各
法
則
の
機
会
因
た
る
、
「
衝
突
」
「
様
相
」
「
注
意
」
と
各
法
則
の
結
果
を
我
々
が
、
何
度
か
経
験
す
る
こ

と
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
他
の
、
天
使
と
物
体
の
法
則
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
天
上
、
地
上
を
司
る
法
劉
の
二
つ
は
、
「
聖
書
が
教
え
る
」

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
略
法
瑚
の
機
会
因
即
ち
「
天
使
の
実
行
的
欲
望
」
〔
ま
た
は
、
天
使
の
意
志
〕
お
よ
び
「
イ
エ
ス
の
聖
な
る

魂
の
動
き
臨
〔
ま
た
は
単
に
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
も
示
し
う
る
〕
を
介
し
て
の
結
果
と
し
て
の
奇
跡
的
事
柄
、
言
動

等
は
聖
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
我
々
が
一
瞥
し
た
よ
う
に
、
天
使
が
ユ
ダ
ヤ
の
昆
、
従
っ
て
ま
た
人
間
を
支
配
す
る
た
め
に
、
物
体
の
み
に
制
限
さ
れ
た
権

能
を
有
す
る
右
記
の
法
則
も
、
聖
書
が
教
え
る
と
は
い
え
、
既
述
の
ご
と
く
、
「
今
臼
も
な
お
」
「
今
だ
に
」
機
能
し
て
お
り
（
か
か
る
法

則
は
世
の
終
り
に
し
か
廃
さ
れ
ぬ
と
さ
れ
て
い
た
）
、
天
使
は
今
も
我
々
を
守
り
、
就
中
、
悪
魔
は
、
「
今
だ
に
」
身
体
を
介
し
て
我
々
を

誘
惑
し
て
い
る
。
天
使
と
い
う
と
何
か
過
去
の
問
題
と
思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
天
使
の
問
題
は
、
日
常
的
経
験
的
領
域
と
完
全
に
無
縁
の

問
題
で
は
な
い
。
で
は
、
天
使
を
司
る
法
（
法
期
）
の
存
在
を
、
　
「
聖
書
が
教
え
る
」
と
は
ど
う
解
す
べ
き
か
。
我
々
は
、
こ
う
解
し
た

い
。
ふ
つ
う
一
般
的
法
則
の
今
期
そ
の
も
の
は
、
我
々
に
知
ら
れ
ず
、
我
々
は
、
た
だ
経
験
や
聖
書
に
よ
り
、
そ
の
法
則
の
機
会
因
や
結

　
　
　
（
6
1
）

果
を
通
じ
て
、
あ
た
か
も
座
標
の
複
数
点
か
ら
曲
線
が
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
知
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
天
使
を
司
る
法
の
閥
題
は
「
聖

書
が
教
え
る
」
と
い
う
時
、
そ
の
意
味
は
、
天
使
そ
の
も
の
の
実
存
在
の
確
認
の
た
め
で
あ
る
と
共
に
、
天
使
を
は
た
ら
か
せ
る
法
則
は

今
も
機
能
し
て
い
る
が
、
こ
の
機
会
因
や
結
果
は
知
り
に
く
く
、
聖
書
に
諮
っ
て
、
今
も
は
た
ら
い
て
い
る
と
確
信
す
る
よ
り
他
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
天
使
や
悪
魔
が
、
今
、
例
え
ば
我
々
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
か
の
バ
ゲ
ッ

ト
の
回
転
と
悪
魔
の
関
係
も
、
か
か
る
観
点
で
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
二
の
点
は
、
こ
の
第
一
の
点
の
ち
ょ
う
ど
裏
返
し
で
あ
る
。
我
々
は
、
我
々
の
著
者
の
著
作
の
あ
ち
こ
ち
に
天
使
や
悪
魔
が

飛
び
交
う
の
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
外
見
上
の
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
、
彼
ら
が
真
の
能
力
や
真
の
自
由
を
有
し
て
活
動
し



　
　
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
は
、
天
使
が
ひ
と
り
登
場
す
れ
ば
、
一
つ
の
摂
理
の
一
般
的
法
則
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
使
が
ひ
と
り

　
　
語
ら
れ
る
度
に
、
神
す
ら
も
諮
る
、
御
言
で
も
あ
る
、
永
遠
不
可
侵
の
法
た
る
御
秩
序
（
一
．
○
巳
『
Φ
）
が
想
起
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
我
々
を

　
　
照
ら
し
、
は
た
ら
き
か
け
る
唯
一
の
者
と
し
て
神
が
気
付
か
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
い
か
な
る
天
使
論
と
い
え
ど
も
、
背
後
に
、

　
　
真
原
因
た
る
神
を
い
ち
い
ち
意
識
さ
せ
ぬ
天
使
論
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
神
は
、
神
自
身
の
諸
属
性
就
中
知
恵
、
正
義
、
善
等

　
　
の
特
質
を
帯
び
て
は
た
ら
く
、
つ
ま
り
、
不
可
変
な
正
義
で
も
あ
る
、
御
秩
序
が
要
求
し
ま
た
は
許
さ
ぬ
限
り
、
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て

　
　
は
は
た
ら
か
な
い
。
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
も
、
神
は
多
く
の
場
合
天
使
を
介
し
て
一
般
的
意
志
に
よ
っ
て
な
し
た
。
神
は
、
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

　
　
秩
序
が
要
求
し
、
ま
た
は
許
せ
ば
、
個
別
的
意
志
に
よ
っ
て
奇
跡
を
時
々
な
す
。
こ
れ
は
ア
ル
ノ
ー
と
の
対
立
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
と
も
か
く
、
天
使
の
能
力
は
、
無
能
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
も
「
不
幸
な
天
使
」
と
い
わ

　
　
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
物
体
に
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
の
み
に
意
図
的
に
限
ら
れ
、
良
き
天
使
す
ら
も
、
最
も
低
い
実
体
た
る
物
体
に
服
従

　
　
さ
せ
ら
れ
、
あ
た
か
も
鎖
に
繋
が
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
天
使
は
、
何
故
か
く
も
い
じ
め
ら
れ
る
の
か
。
し
か
し
そ
れ
は
、
決
し
て
、

　
　
例
え
ば
新
自
然
学
に
い
わ
ば
カ
オ
ス
を
持
ち
込
み
は
し
な
い
か
と
恐
れ
る
よ
う
な
、
仕
末
に
困
っ
た
上
で
の
窮
余
の
一
策
で
は
な
い
。
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

　
　
く
ま
で
、
神
及
び
そ
の
諸
属
性
に
栄
光
あ
ら
し
め
ん
が
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
天
使
の
自
由
も
確
保
さ
れ
た
が
、
貧
弱
で
あ
っ
た
。
か
の
、

　
　
彫
像
師
と
十
二
体
の
立
像
の
比
喩
も
そ
ヶ
し
た
観
点
か
ら
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
悪
魔
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
最
も
低
い
実
体
た
る
物
体
に
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
の
み
を
有
し
て
い
る
と
い
う
仕
方
で
、
あ
た
か
も
、

　
　
封
印
さ
れ
て
は
い
な
い
が
鎖
に
繋
が
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
悪
魔
に
つ
い
て
は
、

　
　
彼
ら
を
軽
蔑
せ
よ
と
か
、
恐
れ
る
な
、
脅
え
た
り
取
り
乱
し
た
り
せ
ず
毅
然
と
し
て
戦
え
と
か
、
狂
っ
た
よ
う
に
警
告
し
て
い
た
の
か
。

　
　
恐
ら
く
、
既
述
せ
る
ご
と
く
、
第
一
に
彼
ら
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
逆
う
か
ら
、
第
二
に
彼
ら
は
、
「
今
日
も
な
お
」
身
体
を
介
し
て
我

　
　
我
を
誘
惑
す
る
権
能
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
第
三
に
彼
ら
も
、
不
正
に
欲
す
る
自
由
や
、
悪
し
き
事
柄
間
に
非
決
定
の
自
由
を
有
し
て
い

　
　
る
か
ら
、
第
四
に
、
悪
魔
も
或
る
意
味
で
、
光
の
実
体
た
る
神
の
う
ち
に
あ
る
か
ら
、
第
五
に
諸
霊
の
う
ち
に
、
我
々
の
精
神
も
数
え
ら

03一　
　
　
　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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一
〇
四

〇4
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
れ
、
我
々
の
精
神
自
体
は
良
く
も
悪
く
も
な
く
、
天
使
で
も
悪
魔
で
も
な
い
が
、
か
の
「
推
測
」
の
対
象
た
る
他
人
の
魂
（
他
人
か
ら
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
と
私
の
魂
）
は
、
量
る
意
味
で
、
天
使
や
時
に
は
悪
魔
と
み
な
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
六
に
、
他
人
の
想
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
力
を
我
々
に
及
ぼ
し
や
す
く
す
る
と
こ
ろ
の
、
我
々
人
間
の
有
す
る
敬
震
で
荘
重
な
態
度
や
無
信
仰
で
傲
慢
な
態
度
の
二
要
素
を
入
れ
子

　
　
に
し
て
偽
り
装
う
人
々
を
警
戒
し
、
理
性
に
よ
っ
て
吟
味
す
べ
ぎ
こ
と
を
、
諸
霊
（
精
神
）
を
見
分
け
る
基
準
は
そ
れ
ら
が
神
か
ら
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　
　
か
ど
う
か
だ
と
い
う
聖
パ
ウ
ロ
の
こ
と
ば
で
補
強
し
た
後
、
「
悪
魔
達
は
時
々
自
分
達
を
光
の
天
使
に
変
え
る
」
〔
押
や
鐘
ρ
。
♂
鐸
や

　
　
総
〕
と
い
う
警
戒
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
が
、
か
か
る
警
戒
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
天
使
に
限
ら
ず
、
我
々
人
間
も
無
能
に
近
い
。
こ
の
「
み
じ
め
な
精
神
」
に
手
短
か
に
教
え
て
お
い
て
論
を
終
え
よ
う
。
天
使
は
、
実

　
　
存
在
す
る
。
天
使
の
本
性
は
、
人
間
の
精
神
そ
の
も
の
に
き
わ
め
て
類
似
す
る
。
天
使
は
自
由
で
は
あ
る
が
、
天
使
の
能
力
は
無
能
に
近

　
　
い
、
と
。
そ
し
て
付
け
加
え
よ
う
。
「
最
も
純
粋
で
最
も
完
全
な
知
性
達
を
も
こ
え
て
」
（
×
．
戸
b
。
O
）
高
ま
れ
。
真
に
能
力
あ
り
、
真
に

　
　
光
で
あ
る
の
は
、
真
に
我
々
に
は
た
ら
き
か
け
真
に
我
々
を
照
ら
す
の
は
、
神
の
み
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
悪
魔
に
は
警
戒
せ
よ
。
イ
ェ

　
　
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
頼
り
、
そ
の
恩
恵
に
忠
実
に
し
て
こ
れ
と
戦
え
。
し
か
し
、
悪
魔
を
恐
れ
る
な
、
恐
れ
崇
拝
す
べ
き
は
、
神
の
み
で
あ

　
　
る
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
　
和
⊥
ハ
十
一
年
秋
脱
稿
）
　
　
（
了
）

註

（
1
）
　
踏
窪
ユ
O
o
島
§
讐
い
”
℃
三
剛
。
ω
。
唱
三
。
q
Φ
目
色
①
器
量
。
冨
Φ
紳
ω
。
β
①
巷
9
魯
8
冨
壽
冨
¢
ω
ρ
や
①
ρ

（
2
）
　
尚
、
ト
マ
ス
の
天
使
論
の
う
ち
ご
く
一
部
分
か
ら
一
例
を
引
こ
う
。
「
天
使
達
は
、
諸
々
の
質
料
的
な
も
の
（
論
説
興
芭
欝
）
を
認
識
す
る
の
で

　
　
は
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
を
諸
々
の
非
質
料
的
な
も
の
に
お
い
て
（
一
P
凶
5
P
ヨ
拶
け
⑦
賊
一
懸
垂
ぴ
賃
の
）
、
即
ち
自
分
達
自
身
に
お
い
て
（
写
ω
㊦
な
ω
芭

　
　
か
、
ま
た
は
神
に
お
い
て
（
ぎ
U
①
o
）
晃
る
の
で
あ
る
…
…
」
（
日
ず
。
ヨ
9
ω
》
ρ
銭
慧
ω
’
Q
Q
煽
諺
ヨ
9
日
冨
。
δ
ぴ
q
欝
ρ
H
ρ
o
。
α
．
斜
ピ
ρ
）
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（
3
）
　
若
き
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
に
入
っ
た
当
時
、
　
旨
＄
戸
b
d
o
冨
巴
神
父
に
学
ん
だ
。
そ
の
他
閃
。
霞
器
暮
神
父
や
、
第
三
代
総

　
　
長
o
Q
Φ
葛
巳
け
神
父
、
〉
ヨ
Φ
算
Φ
神
父
に
も
接
し
た
。
彼
ら
は
、
ト
ミ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
×
讐
Ψ
卜
。
ρ
以
降
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
〈
『
ぎ
社
、
〉
戸
砕
ひ
丙
。
び
言
暮
編
、
O
Φ
二
く
話
ω
O
o
B
且
簿
Φ
ω
α
⑦
嵐
簿
一
①
び
冨
疑

　
　
畠
ρ
這
㎝
Q
。
～
お
零
が
用
い
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
数
字
は
そ
の
巻
数
で
あ
る
。

（
5
）
　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
御
理
性
（
冨
幻
夢
ω
o
昌
）
〔
即
ち
ロ
ゴ
ス
〕
が
我
々
に
教
え
る
云
々
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
（
o
勢
×
H
押
や
ω
H
O
．
窟
ω
獣
ヨ
）

（
6
）
　
精
神
は
、
①
ω
冨
答
の
訳
で
あ
り
、
魂
は
、
戸
戸
Φ
の
訳
で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
ψ
ヨ
①
の
方
が
広
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
で
は
、

　
　
精
神
と
魂
と
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
①
ω
讐
客
を
「
霊
」
と
訳
し
、
8
弓
ω
（
身
体
、
物
体
、
固
体
、
団

　
　
体
等
に
共
通
さ
せ
て
）
を
「
体
」
と
訳
す
方
が
適
切
な
ケ
ー
ス
が
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
は
多
い
。

（
7
）
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
で
は
、
要
す
る
に
、
私
の
魂
は
、
明
晰
判
明
に
認
識
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
い
わ
ば
感
じ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
神

　
　
の
う
ち
に
、
私
の
魂
の
観
念
が
、
神
に
と
っ
て
は
存
在
す
る
が
、
今
の
我
々
は
知
り
え
ず
、
世
の
終
り
の
時
、
初
め
て
私
の
魂
の
真
実
の
姿
を
神

　
　
内
に
見
る
の
で
あ
る
。
尚
「
私
の
魂
の
観
念
」
（
一
躍
山
σ
Φ
　
α
①
　
目
P
O
詳
　
帥
d
P
①
）
は
、
ま
た
、
「
叡
知
的
精
神
」
（
一
、
Φ
芸
当
貯
け
Φ
匹
α
Q
置
Φ
）
又
は
、
「
原
型

　
　
的
精
神
」
（
一
剛
O
ω
窯
淳
鍵
O
冨
な
O
O
）
と
も
い
わ
れ
る
。
（
O
勢
≦
，
Ψ
Φ
⑩
）

（
8
）
　
O
蟄
×
H
押
や
9
0
8
・
o
h
二
〇
9
．
μ
．
観
・

（
9
）
O
や
く
曹
℃
．
b
。
O
㎝
．
恐
ら
く
、
δ
の
一
望
①
駅
ぴ
q
魯
8
ω
δ
ω
℃
圏
ロ
ω
8
び
】
Φ
ω
〔
×
噂
O
μ
㌶
〕
と
い
う
こ
と
ば
も
か
か
る
意
味
で
解
さ
れ
よ
う
。

（
1
0
）
　
H
”
O
・
島
吟
環
昌
鳴
肴
①
熊
ゆ
町
o
o
b
℃
o
ω
ひ

（
1
1
）
　
一
．
帥
ヨ
Φ
ω
σ
招
は
o
a
8
琶
p
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
系
の
思
想
。
尚
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ェ
の
頬
話
篇
の
論
敵
た
る
ア
リ
ス

　
　
ト
（
〉
ユ
の
8
）
な
る
名
称
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
嫌
う
思
想
家
の
一
人
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
〉
『
卿
ω
8
富
）
を
振
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
　
国
筈
4
目
斡

（
1
3
）
魂
に
観
念
の
起
源
を
置
く
仕
方
は
、
第
二
、
第
三
、
第
四
の
三
つ
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
、
第
二
の
経
験
論
者
の
仕
方
は
、
物
体
と
の
関
係
に
お

　
　
い
て
み
ら
れ
た
限
り
で
の
魂
の
う
ち
の
観
念
で
あ
り
、
第
三
の
生
得
説
は
、
神
と
の
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
た
限
り
で
の
魂
の
う
ち
の
観
念
で
あ

　
　
り
、
第
四
の
ア
ル
ノ
ー
の
説
と
さ
れ
る
生
得
説
は
、
魂
自
身
と
の
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
た
限
り
で
の
魂
の
う
ち
の
観
念
で
あ
る
。
尚
こ
の
辺
り

　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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折
慨
学
研
究
　
　
榊
弟
五
デ
臼
五
十
五
悶
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
∩
）
六

　
　
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
『
中
夏
哲
学
研
究
』
第
五
号
、
及
び
『
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
』
第
九
号
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
1
4
）
日
鎚
蒜
島
。
訂
ぼ
讐
霞
ω
魯
岱
①
一
筆
φ
感
o
ρ
峯
G
。
P
就
中
、
奇
跡
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
ア
ル
ノ
ー
と
の
論
争
の
切
掛
と
な
っ
た
。

（
1
5
）
　
『
形
而
上
学
と
宗
教
に
つ
い
て
の
対
話
』
（
国
p
窪
①
酔
寄
房
ω
霧
蟹
寓
σ
富
も
ξ
ω
δ
器
露
ω
岩
国
園
①
出
σ
q
囲
0
7
μ
O
。
。
。
。
）
（
我
々
は
、
以
後
、
『
形
而
上

　
　
学
に
つ
い
て
の
対
話
』
と
略
す
る
。
）
に
纒
め
ら
れ
て
い
る
が
、
更
に
要
約
し
て
泳
し
て
お
く
。
第
一
法
鋼
〔
実
際
は
、
第
｝
と
の
み
書
か
れ
る
。

　
　
以
下
同
じ
〕
。
運
動
伝
達
の
一
般
的
法
鋼
。
〔
互
ω
α
q
①
器
巨
Φ
ω
〕
〔
以
下
、
本
文
に
お
い
て
も
特
に
断
ら
ぬ
限
り
、
「
法
剛
」
と
か
、
三
毅
的
法
則
L

　
　
と
か
訳
す
が
、
前
罪
的
諸
法
則
」
の
こ
と
で
あ
る
。
〕
そ
の
機
会
的
且
虞
然
的
因
は
、
物
体
の
衝
突
（
O
び
O
O
）
。
第
二
法
則
。
身
心
結
合
の
一
般

　
　
的
法
則
。
機
会
因
は
、
身
心
絹
互
の
様
相
（
ヨ
。
畠
簿
σ
ω
）
。
こ
の
　
般
鱒
沢
剣
の
お
か
げ
で
、
我
々
は
、
語
っ
た
り
、
歩
い
た
り
、
感
じ
た
り
、

　
　
想
像
し
た
り
し
う
る
。
第
三
法
則
。
魂
と
、
神
即
ち
普
遍
的
御
理
性
（
一
9
　
　
男
節
一
ω
O
謬
　
¢
ロ
一
く
①
融
ω
Φ
一
一
Φ
）
〔
御
言
〕
の
叡
知
的
実
体
と
の
、
結
合
の
法

　
　
則
。
機
会
的
因
は
、
我
々
の
注
意
（
即
け
肯
Φ
戸
け
一
こ
口
）
。
こ
の
一
般
的
法
則
の
お
か
げ
で
、
精
神
は
、
考
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
能
力
を
有
し
、
真
理

　
　
を
発
晃
す
る
能
力
を
有
す
る
。
　
（
以
上
三
つ
の
法
則
は
、
御
理
性
（
冨
園
9
ω
o
声
）
や
経
験
が
教
え
る
。
）
第
四
法
別
。
良
き
天
使
達
や
悪
し
き
天

　
　
練
達
が
、
彼
ら
の
本
性
上
、
よ
り
低
い
実
体
た
る
物
体
に
は
た
ら
き
か
け
る
権
能
（
℃
O
環
く
O
叢
）
を
与
え
る
一
丁
的
法
則
。
機
会
的
因
は
、
彼
ら
の

　
　
実
行
欲
で
あ
る
。
第
五
法
劉
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
天
上
に
お
い
て
も
地
上
に
お
い
て
も
有
す
る
最
高
の
能
力
を
受
け
取
っ
た
基
と
な
る
法

　
　
則
。
機
会
的
因
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
聖
な
る
魂
の
様
々
な
動
き
（
一
〇
匂
a
　
匹
即
く
①
畳
ω
　
ヨ
O
渇
く
①
5
P
Φ
昌
一
〇
唾
　
鳥
Φ
　
「
帥
ヨ
O
）
（
こ
の
二
つ
の
法
則
は
、
聖

　
　
書
が
教
え
る
法
則
）
（
O
h
。
》
　
V
ハ
困
押
　
O
O
。
　
ω
一
り
一
ω
b
o
O
）
）

（
1
6
）
　
0
炉
≦
押
や
鵜
G
。
ρ
尚
、
寝
る
人
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
が
奇
跡
の
「
割
り
引
き
」
（
冨
冨
6
）
を
す
る
と
皮
肉
る
。
（
o
勢
×
頴
”
℃
．
禽
“
）
ま

　
　
た
、
或
る
研
究
家
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
神
は
、
「
け
ち
」
（
ρ
〈
P
夙
①
）
だ
と
い
う
。
（
o
勢
O
精
白
p
」
箕
彦
ρ
ピ
p
憎
ゴ
卿
6
ω
ε
翫
ω
α
Φ
鼠
p
ρ
冨
げ
諺
p
o
プ
ρ

　
　
↓
o
ヨ
①
目
お
や
仁
b
。
）

（
1
7
）
　
一
、
o
議
お
と
頭
文
字
が
小
文
字
の
蒋
も
あ
る
。
不
可
変
な
御
秩
序
（
一
．
o
円
費
①
一
ヨ
蝉
茸
び
一
㊦
）
と
同
じ
こ
と
（
。
聞
く
鍔
や
＄
Φ
）
で
あ
り
、
不

　
　
可
変
な
御
法
（
】
U
O
一
　
博
八
雲
償
餌
び
一
Φ
）
と
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
神
の
御
言
（
冨
く
禽
げ
Φ
匹
①
U
冨
鎧
）
（
9
≦
い
，
給
Φ
）
で
あ
る
。
神
す
ら
こ
れ
に

　
　
反
し
え
ぬ
。

（
1
8
）
　
O
炉
く
霞
顎
署
．
①
繍
よ
⑩
①
。
水
上
を
歩
く
人
聞
と
は
、
人
聞
と
し
て
の
イ
エ
ス
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
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（
1
9
）
　
目
押
図
8
．
ω
伊
H
ω
鉱
ρ
ω
メ
Q
。
①
・

（
2
0
）
　
≦
押
や
㎝
O
劇
。
（
窪
し
瓢
9
＝
O
●
お
b
。
》
層
．
α
。
。
c
。
）
臨
鷲
ε
o
『
片
δ
葺
Φ
8
ε
o
霞
ω
一
①
ω
ヨ
。
饗
質
ω
p
〈
①
o
訂
団
ぎ
臼
．
＝
ω
Φ
鷺
8
0
器
・

（
2
1
）
　
誌
集
。
巳
。
（
×
≦
圃
押
℃
置
麻
）

（
2
2
）
　
①
曲
＄
8
は
、
名
詞
（
①
由
8
0
す
か
ら
由
来
）
と
形
容
詞
（
o
臨
＄
×
か
ら
由
来
）
と
の
両
方
に
使
わ
れ
る
。
我
々
は
、
前
者
を
、
「
砂
留
力
」
、

　
　
後
者
を
、
「
果
作
合
あ
る
」
と
訳
す
こ
と
と
す
る
。
尚
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
、
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
第
1
0
号
「
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
①
臨
一

　
　
＄
8
概
念
に
つ
い
て
」
を
見
ら
れ
た
し
。
結
果
を
作
り
出
す
力
を
有
す
る
の
は
神
の
み
で
あ
る
。
天
使
等
の
二
次
的
諸
因
に
こ
の
果
作
力
は
認

　
　
め
ら
れ
ぬ
。
尚
註
（
2
4
）
参
照
。

（
2
3
）
　
泣
く
鍔
や
㎝
ω
9
尚
、
後
述
す
る
ご
と
く
連
続
創
造
の
説
明
の
と
き
も
、
「
天
使
や
悪
魔
の
全
て
が
一
身
に
な
っ
た
ら
、
わ
ら
く
ず
一
本
な
ら

　
　
震
動
さ
せ
う
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
」
（
×
環
、
O
．
H
①
O
）
と
い
う
言
説
が
、
見
え
る
。
尚
三
つ
の
原
理
に
つ
い
て
は
、
＜
同
H
℃
や
窃
斜

　
　
を
参
照
。

（
2
4
）
　
果
作
力
（
①
臨
＄
8
）
を
二
次
的
諸
因
（
8
房
Φ
ω
の
①
8
巳
Φ
ω
）
に
認
め
ぬ
と
い
う
見
地
は
、
第
一
に
、
自
然
学
的
観
点
か
ら
獲
得
さ
れ
た
。
即

　
　
ち
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
運
動
力
（
h
O
同
O
⑦
　
ヨ
O
β
〈
ρ
馨
①
）
を
単
な
る
要
る
物
体
の
様
態
と
す
る
と
、
こ
の
物
体
が
他
の
物
体
に
ぶ
つ
か
る
と
き
、

　
　
様
態
が
一
つ
の
実
体
か
ら
他
の
実
体
へ
移
り
行
く
筈
が
な
い
等
々
の
た
め
、
運
動
力
の
伝
達
を
強
く
否
定
す
る
。
（
。
凱
陣
”
o
．
b
。
O
。
。
ら
”
＜
鍔
℃
・

　
　
零
墨
炉
や
。
。
H
。
。
）
第
二
に
、
そ
の
見
地
は
、
宗
教
的
観
点
か
ら
得
ら
れ
た
。
即
ち
そ
の
目
的
は
、
偶
像
の
崇
拝
や
、
就
中
物
体
（
玉
ね
ぎ
、
野

　
　
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
）
に
黒
作
力
あ
り
と
し
て
崇
拝
さ
せ
ぬ
た
め
で
あ
る
。
（
舞
戸
℃
，
ω
置
－
ω
欝
）
ま
た
、
『
創
世
記
』

　
　
の
最
初
の
と
こ
ろ
の
誤
っ
た
聖
書
鰹
釈
を
さ
せ
ぬ
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
被
造
物
の
土
や
水
が
、
そ
れ
ら
固
有
の
果
作
力
で
青
草
や
動
物
達
を

　
　
産
み
出
す
と
思
い
込
み
、
こ
れ
ら
を
崇
拝
し
て
、
神
の
方
へ
向
か
わ
ぬ
こ
と
へ
の
警
戒
で
あ
る
。
（
6
h
‘
同
月
署
・
b
。
b
。
り
－
b
。
認
）
第
一
一
一
に
、
倫
理
的

　
　
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
放
蕩
者
の
ふ
し
だ
ら
な
行
為
を
正
当
化
で
き
ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
例
え
ば
、
醜
行
を
酒

　
　
の
所
為
に
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
o
団
ご
　
回
H
い
　
口
畠
　
ω
一
b
σ
”
　
～
N
一
押
　
O
．
　
㎝
b
o
O
）

（
2
5
）
　
o
窪
器
は
、
鷺
ぎ
。
帯
山
繭
た
る
真
原
因
た
る
神
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
と
き
の
み
「
原
因
」
と
訳
し
、
そ
の
他
は
、
　
二
次
的
諸
因
、
機
会
的
因

　
　
（
自
然
的
因
）
等
の
ご
と
く
「
因
」
と
の
み
訳
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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折
q
学
研
究
　
婚
夘
五
百
五
十
・
五
庸
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
八

（
2
6
）
　
世
界
創
造
、
従
っ
て
ま
た
連
続
創
造
を
す
る
神
の
全
能
た
る
能
力
と
、
一
般
的
法
則
に
お
い
て
は
た
ら
く
神
の
意
志
の
鞍
作
力
と
は
、
全
く
、

　
　
同
じ
神
の
能
力
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
日
本
で
も
、
地
方
の
中
小
都
市
で
、
今
日
で
も
、
水
道
局
員
が
、
古
い
水
道
管
等
の
埋
設
揚
所
の
確
認
に
用
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
道
具
と
類

　
　
似
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
物
理
学
で
ど
の
程
度
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
る
の
か
、
我
々
に
は
不
詳
で
あ
る
。
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
こ
れ
を
恐

　
　
ら
く
書
物
か
何
か
で
知
っ
て
い
た
こ
と
は
、
窺
い
知
れ
る
。
彼
は
、
薄
晴
い
修
道
院
の
板
戸
の
裂
け
自
に
牛
の
眼
球
を
嵌
め
込
ん
で
、
レ
ン
ズ
の

　
　
実
験
を
し
た
り
、
顕
微
鏡
で
卵
の
王
化
を
観
察
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
最
初
に
微
積
分
の
考
え
を
導
入
し
た
り
、
等
々
好
奇
心
の
旺
盛
な
思
想
家

　
　
で
あ
っ
た
が
、
バ
ゲ
ッ
ト
の
回
転
に
つ
い
て
は
、
実
地
に
こ
れ
を
用
い
て
実
験
を
し
て
み
た
こ
と
は
恐
ら
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
2
8
）
　
「
私
は
、
律
法
（
ぽ
び
9
）
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
儀
式
、
犠
牲
、
掟
、
　
ご
答
で
い
う
と
、
お
よ
そ
神
が
自
ら
の
御
子
に

　
　
お
い
て
、
自
ら
の
御
子
を
通
じ
て
し
た
新
し
い
契
約
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
た
一
切
と
解
す
る
。
」
（
＜
員
サ
切
O
c
。
）

（
2
9
）
　
O
勢
く
目
”
マ
ミ
9
聖
な
る
都
市
が
構
築
さ
れ
る
蒔
で
も
あ
り
、
御
子
が
御
父
に
そ
の
王
国
を
手
渡
す
時
で
も
あ
る
。
尚
古
い
律
法
が
廃
さ
れ

　
　
る
理
由
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
る
。
（
o
蟄
≦
押
騨
①
O
b
。
）

（
3
0
）
　
O
h
‘
＜
月
Ψ
㎝
Φ
。
。
．
尚
律
法
の
付
与
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
天
使
が
ユ
ダ
ヤ
の
民
を
一
画
的
善
で
報
い
た
り
、
　
｝
蒔
的
悪
で
罰
し
た
り
す
る
時
も
、

　
　
神
は
、
「
自
ら
の
方
法
の
単
純
性
や
摂
理
の
一
般
性
を
ほ
と
ん
ど
捨
て
は
し
な
い
。
」
（
×
鐸
℃
・
“
。
雪
）

（
3
1
）
　
（
一
、
¢
鼠
o
p
）
神
の
御
言
（
こ
れ
は
、
全
て
の
法
が
依
存
す
る
永
遠
で
原
初
的
法
）
を
観
想
し
う
る
こ
と
。
そ
し
て
、
神
の
う
ち
に
、
魂
と
身
体

　
　
と
い
う
人
問
を
構
成
す
る
二
つ
の
実
体
の
観
念
を
晃
つ
け
う
る
と
い
う
こ
と
。
O
蟄
筐
α
こ
や
＄
c
。
陰
（
O
h
；
　
×
囲
押
　
℃
’
　
b
コ
O
O
）

（
3
2
）
　
（
蝕
聲
。
ω
録
。
μ
）
イ
ス
ラ
エ
ル
人
達
の
慣
習
や
傾
向
性
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

（
3
3
）
　
魯
h
①
郎
簿
畠
8
奉
隔
①
の
亀
o
B
Φ
昌
β
一
三
ρ
や
①
O
心
．

（
3
4
）
　
ド
囲
瞥
巽
鼠
α
㊦
く
。
巴
。
瞭
。
環
α
①
p
Φ
冨
ω
〈
〇
三
〇
騨
（
葦
α
‘
O
’
①
O
蒔
）
（
o
酒
O
，
①
O
O
1
8
㎝
）
尚
、
権
能
は
、
権
能
の
段
階
で
留
ま
る
限
り
、

　
　
自
由
と
結
び
つ
か
な
い
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
人
間
の
場
合
、
「
私
が
腕
を
動
か
す
ど
ん
な
能
力
を
有
し
て
い
て
も
、
腕
を
動
か
す
こ
と
が
私
の

　
　
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
や
否
や
、
そ
の
能
力
が
私
か
ら
奪
わ
れ
る
」
（
H
×
”
罰
δ
ミ
）
ご
と
く
で
あ
る
。

（
3
5
）
　
O
勢
薫
α
●
》
Ψ
①
O
切
・
そ
も
そ
も
、
御
秩
序
は
、
神
が
御
子
の
受
肉
の
成
就
に
携
わ
る
一
切
の
も
の
を
自
由
に
さ
せ
ぬ
こ
と
を
要
求
す
る
。
（
薫
鳥
‘



1eg

　
　
や
㎝
Φ
b
o
山
●
）

（
3
6
）
　
蝕
δ
轟
。
ゴ
。
㌶
（
く
H
押
や
①
O
㎝
）

（
3
7
）
　
図
＄
①
滋
o
p
ω
ω
窮
乏
℃
3
ヨ
9
陣
。
詳
属
音
ω
置
¢
ρ
旨
H
α
・
と
こ
ろ
で
、
　
一
般
に
、
訂
℃
隔
日
〇
二
〇
影
9
遂
5
器
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
辞
典
や
仏
語
辞

　
　
書
な
ど
で
は
、
「
物
理
的
予
動
（
続
篇
）
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
や
菖
ω
恩
器
が
物
理
的
と
訳
さ
れ
る
の
は
、
「
精
神
的
予
動
」
（
冨
鷲
ひ
ヨ
。
け
一
8

　
　
ヨ
自
巴
Φ
）
を
考
慮
す
る
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
人
間
に
と
っ
て
、
現
実
的
、
直
接
的
、
不
可
抗
力
的
等
々
の
意
味
を
含
め
ん
と
し
た
た
め
で
も
あ
ろ

　
　
う
。
尤
も
、
「
物
理
的
」
と
い
う
日
本
語
に
そ
の
よ
う
な
意
味
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
恐
ら
く
俗
的
用
法
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
こ
の
方
颪
の
識

　
　
者
の
よ
り
よ
き
訳
を
入
手
す
る
迄
、
「
物
理
的
予
動
」
と
い
う
｝
般
の
訳
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
さ
て
、
『
物
理
的
予
動
に
つ
い
て
の
見
解
』
は
、
元
は
、
ゆ
。
堅
強
Φ
甘
露
宛
の
手
紙
の
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
図
①
B
o
巳
住
。
諸
。
簿
ヨ
。
冨
と
い

　
　
う
人
の
要
請
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
ら
し
い
。
尚
『
学
芸
雑
誌
』
（
｝
o
弩
p
践
締
ω
ω
p
〈
p
・
暮
ω
．
p
。
×
×
×
＜
●
〔
一
七
一
五
年
九
月
二
日
〕
忘
．
帆
獣
占
給
）

　
　
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
と
ω
o
ξ
ω
冨
『
の
仲
介
役
の
幻
・
P
蜜
。
簿
8
0
詳
が
一
七
一
四
年
三
月
五
日
付
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
宛

　
　
書
簡
で
、
「
二
次
的
諸
因
の
非
逸
聞
力
性
（
一
》
一
口
O
強
0
9
0
一
叶
①
）
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
な
哲
学
者
が
、
物
理
的
予
輩
を
た
た
く
の
に
ど
う
振
舞
う
か

　
　
を
見
て
み
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
×
く
一
℃
や
く
図
）

（
3
8
）
い
●
男
じ
d
。
母
ω
δ
『
（
一
①
お
∴
置
⑩
）
（
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
よ
り
四
十
才
年
下
で
あ
る
）
い
か
な
る
神
学
者
か
詳
細
に
は
知
り
え
ぬ
が
、
ジ
ャ
ソ
セ

　
　
ニ
ス
ム
に
染
ま
っ
て
い
た
ド
ミ
ニ
コ
会
系
の
ト
ミ
ス
ト
の
一
人
と
も
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
「
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
化
し
た
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
」
の

　
　
よ
う
な
人
だ
と
い
う
研
究
者
も
い
る
。
（
o
炉
9
示
・
U
o
b
歪
昂
Φ
．
o
ワ
。
一
ρ
や
H
O
O
）
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
『
物
理
的
流
動
に
つ
い
て
の
見
解
』
で

　
　
は
、
著
者
（
一
サ
》
環
什
①
風
聴
）
と
の
み
よ
ば
れ
る
。
我
々
に
と
っ
て
「
著
者
」
と
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
味
な
ら
ず
、
よ
っ
て
、
い
ち
い
ち
プ
ル
ス

　
　
ィ
エ
と
記
し
た
。

（
3
9
）
　
U
o
一
”
零
離
。
昌
紆
∪
δ
偉
ω
霞
冨
ω
q
ひ
暮
導
Φ
ω
冒
正
確
な
題
は
、
『
被
造
物
へ
の
神
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
。
即
ち
論
証
形
式
で
、
物
理
的
予
動

　
　
が
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
論
。
こ
こ
で
は
、
諸
精
神
の
本
性
や
恩
恵
と
の
関
係
を
も
つ
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
調
べ
ら
れ
る
。
』
で
あ
る
。
ブ
ル

　
　
ス
ィ
エ
は
、
こ
の
書
が
印
刷
さ
れ
る
前
、
写
し
を
回
覧
す
る
よ
う
に
し
た
ら
し
い
。
ま
た
、
『
ト
レ
ヴ
ー
の
紀
要
』
（
一
七
一
四
年
三
月
）
に
こ
の

　
　
書
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
置
①
o
ω
の
本
性
の
問
題
に
つ
い
て
の

　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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哲
学
研
究
　
第
五
買
五
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝
○

　
　
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
思
想
を
受
け
入
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
プ
ル
ス
ィ
エ
は
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
に
近
い
表
境

　
　
を
見
出
し
、
興
奮
し
て
書
い
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
（
o
｛
・
○
濠
－
い
防
熱
§
ρ
8
．
6
霊
℃
・
同
。
。
“
）
尚
、
『
物
理
的
暴
動
に
つ
い
て
の
見
解
』
に
対

　
　
す
る
プ
ル
ス
ィ
エ
の
反
論
は
、
準
備
さ
れ
た
が
断
片
の
み
残
っ
て
い
る
。
O
h
’
い
9
δ
詳
い
p
げ
び
錺
．
囲
p
σ
q
同
帥
8
陰
欝
げ
○
答
σ
山
歩
ω
鼠
巴
①
ぴ
義
甲
。
ず
ρ

　
　
箸
’
。
。
鵡
山
・
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
言
い
そ
う
な
こ
と
を
自
分
で
提
出
し
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
諸
原
理
に
基
く
と
導
か
れ
る
帰
結

　
　
を
あ
げ
て
こ
れ
に
反
論
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

（
4
0
）
×
＜
押
ワ
。
。
㎝
冨
ω
玉
露
●
我
々
は
、
全
て
「
彫
像
師
」
（
草
聖
§
マ
。
）
と
い
う
語
を
用
い
る
。
し
か
し
大
半
は
、
「
職
工
」
（
o
環
く
ユ
興
）
と
よ
ば
れ

　
　
る
Q
即
ち
、
「
す
ぐ
れ
た
職
工
」
（
二
口
　
　
①
×
O
①
嵩
①
寺
側
　
O
轟
く
二
一
①
『
）
（
一
鐸
α
ご
Ψ
◎
。
研
）
「
全
能
な
職
工
」
（
一
－
o
環
く
ユ
鍵
8
簿
も
9
ω
の
9
9
）
（
置
ユ
」
や
Q
。
Q
。
）

　
　
「
巧
み
な
職
工
」
（
岡
噌
7
9
び
剛
一
Φ
　
O
β
＜
噌
一
〇
騰
）
（
剛
三
9
「
O
．
。
。
q
）
等
々
で
あ
る
。
時
に
、
「
彫
刻
家
」
（
も
Q
o
巳
冥
Φ
霞
）
（
圃
三
山
二
℃
・
。
。
刈
）
と
も
よ
ば
れ
る
。

（
4
1
）
　
賃
鋒
ω
o
信
く
。
毒
貯
ロ
o
B
9
μ
o
を
以
後
か
く
訳
す
。

（
4
2
）
　
O
炉
×
≦
・
勺
・
。
。
α
．
尚
、
こ
の
比
喩
の
水
も
漏
ら
さ
ぬ
整
合
性
あ
る
出
来
栄
え
を
豪
語
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
薫
窪
．
矯
℃
や
。
。
望
。
。
刈
を
見
よ
。

　
　
こ
の
比
喩
の
提
出
理
由
は
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
見
解
を
、
．
「
全
て
の
人
々
に
目
に
み
え
て
分
る
よ
う
な
仕
方
即
ち
乎
に
と
る
よ
う
に
分
る
仕
方
で
」

　
　
（
筐
畠
；
唱
．
。
。
㎝
・
。
h
；
薫
亀
●
”
勺
．
。
。
刈
）
示
す
た
め
で
あ
る
。

（
4
3
）
　
¢
β
ω
Φ
8
謹
ω
勺
ξ
ω
5
環
ρ
ρ
償
一
隻
ひ
。
象
Φ
貯
象
8
肘
慧
舞
菖
。
昌
曾
画
く
。
ざ
厳
選
。
け
ρ
9
貯
開
け
聲
、
①
滞
ω
Φ
α
簿
①
憎
琶
琴
霧
お
ヨ
①
蒸
醇
9
〈
①
o

　
　
貯
価
黙
Φ
お
ゆ
8
Q
Φ
警
8
ω
Φ
謬
餓
ヨ
Φ
纂
ρ
飛
臨
く
9
邸
9
興
島
．
σ
3
鑓
自
門
弩
α
Φ
切
円
巴
ω
o
”
”
Φ
露
Φ
9
の
ロ
①
8
葺
①
ω
ω
o
冨
¢
ω
山
の
α
q
Φ
p
彗
ρ
　
3
置
；
O
■
⊆
Q
巳

　
　
（
毒
ω
①
8
母
の
と
は
、
カ
ル
タ
ゴ
公
会
議
以
来
の
巴
冒
8
臨
償
ヨ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
）
尚
、
プ
ル
ス
ィ
エ
の
著
作
の
主
要
な
意
図
に
つ
い
て
マ

　
　
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
は
、
次
の
よ
う
に
嵩
め
て
い
る
。
「
プ
ル
ス
ィ
エ
が
証
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
内
薦
的
恩
恵
（
貯
α
q
感
8
写
＄
誌
窪
『
o
）
は
、

　
　
そ
れ
自
体
で
は
、
こ
の
恩
恵
が
現
実
に
動
か
す
意
志
と
の
、
ま
た
は
、
こ
の
恩
恵
が
、
現
実
に
こ
の
恩
恵
が
意
志
に
味
わ
せ
る
真
な
る
善
へ
向
け

　
　
て
の
、
意
志
の
一
般
的
動
き
、
即
ち
幸
福
へ
の
意
志
の
自
然
的
な
欲
望
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
意
志
と
の
関
係
で
解
さ
れ
れ
ぽ
、
効
力
す
ら
な
い

　
　
と
い
う
こ
と
。
更
に
彼
が
主
張
し
た
こ
と
は
、
内
量
的
恩
恵
は
、
そ
の
本
性
上
、
そ
れ
自
体
で
、
意
志
の
同
意
と
の
関
係
で
解
さ
れ
れ
ば
、
効
力

　
　
が
あ
る
（
①
由
8
8
）
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
内
面
的
恩
恵
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
魂
の
う
ち
に
、
行
為
、
意
志
す
る
こ
と
、
同
意
す
ら
も
生

　
　
じ
る
と
い
う
こ
と
。
彼
は
、
ま
た
主
張
し
た
、
内
面
的
恩
恵
は
、
魂
に
、
こ
の
恩
恵
に
同
意
し
な
い
「
権
能
」
を
与
え
る
と
。
し
か
し
、
こ
の
恩
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恵
が
意
志
に
加
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
魂
が
こ
の
恩
恵
に
同
意
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
と
。
L
（
同
げ
魚
価
ご
℃
●
“
）

　
　
　
尚
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
は
、
「
ト
リ
エ
ソ
ト
公
会
議
は
、
恩
恵
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
自
由
意
志
は
、
も
し
そ
れ
が
欲
す
る
な
ら
、
恩
恵
に
同
意

　
　
し
な
い
こ
と
も
で
き
る
と
定
義
し
て
い
る
。
」
（
一
び
｝
飢
ご
℃
・
Q
o
）
等
の
詳
し
い
問
題
情
況
の
説
明
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
…
…
ト
ミ
ス
ト

　
　
達
の
予
動
は
、
意
志
の
同
意
を
物
理
的
に
（
り
ξ
ω
5
器
ヨ
Φ
馨
）
決
定
す
る
神
の
行
為
で
し
か
な
く
、
し
か
も
、
魂
は
、
こ
の
健
脚
に
気
付
い
て

　
　
は
い
な
い
の
で
、
誰
も
当
然
こ
の
予
定
の
救
済
は
想
像
上
の
も
の
で
あ
り
、
誰
も
予
定
し
な
い
の
だ
と
思
う
。
我
々
は
、
我
々
が
感
じ
な
い
し
、

　
　
幸
福
で
あ
り
た
い
と
い
う
自
然
的
願
望
を
刺
激
し
な
い
よ
う
な
動
き
に
は
同
意
し
え
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
は
っ
き
り
分
る
こ
と
は
、
こ
の
予
動

　
　
は
、
先
行
的
歓
喜
（
猷
ユ
鋤
8
什
匿
。
月
震
曾
①
田
β
け
①
）
、
ま
た
は
、
霊
的
喜
び
（
剛
Φ
O
臨
ω
冒
の
讐
簿
ロ
S
と
は
、
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
な
る
喜
び
は
、
確
か
に
、
真
の
そ
し
て
実
在
的
な
物
理
的
予
動
（
智
く
冨
δ
露
椿
亀
Φ
勺
審
ヨ
。
試
。
昌
讐
巻
5
信
Φ
）
で

　
　
あ
り
、
効
力
あ
る
先
行
的
な
真
の
内
面
的
恩
恵
（
凶
事
p
。
冨
σ
q
鼠
8
葺
盆
①
舞
Φ
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
光
と
は
別
の

　
　
現
実
的
恩
恵
を
欲
し
な
か
っ
た
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
派
の
人
々
に
対
し
て
主
張
し
た
。
…
…
し
か
し
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
、
我
々
に
真
な
る
善
を

　
　
味
わ
せ
る
先
行
的
喜
び
の
中
に
、
全
て
の
現
実
的
恩
恵
を
あ
ら
し
め
る
と
思
い
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
…
…
私
が
こ
の
こ
と
を
言
う
の
は
、
ト
ミ

　
　
ス
ト
達
の
見
解
と
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
達
の
見
解
と
の
間
に
あ
る
相
違
に
注
目
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
ト
ミ
ス
ト
と
よ
ば
れ
る
人
々
は
、
全
て
同
じ

　
　
見
解
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
…
…
私
は
プ
ル
ス
ィ
エ
の
ト
ミ
ス
ム
に
反
し
て
し
か
…
…
書
か
ぬ
こ
と
を
知
ら
せ
て
お
く
べ
き
…
…
」

　
　
と
。
（
一
σ
一
匹
こ
弓
℃
．
H
O
i
目
一
）

（
4
4
）
　
冨
8
ヨ
嚇
毒
δ
8
且
器
Φ
鑓
9
①
’
一
ぼ
α
二
や
。
。
Q
。
・

（
4
5
）
　
○
｛
．
し
甑
氏
‘
や
。
。
ρ
じ
っ
さ
い
、
「
プ
ル
ス
ィ
エ
は
、
自
由
の
名
を
放
棄
し
、
そ
れ
を
彼
が
そ
の
実
在
を
無
に
帰
す
仕
方
で
、
説
明
し
て
い
る

　
　
と
思
わ
れ
る
。
」
（
一
げ
｝
偽
こ
O
「
◎
o
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
6
）
　
貯
び
8
尽
（
ロ
霧
ぴ
0
9
①
貯
四
切
一
Φ
⑦
9
）
し
拶
噺
房
江
8
（
曲
屋
口
囲
。
①
＝
饗
鶴
舞
三
〇
冒
巴
8
y
冨
み
葺
少
冨
沼
σ
q
Φ
ω
ω
Φ
（
o
h
」
ぼ
匹
．
”
署
．
o
。
刈
1
⑩
α
）

　
　
例
え
ば
、
我
々
が
現
実
に
、
何
々
は
、
正
と
か
不
正
と
か
、
何
々
は
、
真
と
か
偽
と
か
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
必
然
的
に
正
で
あ
り
、
不
正

　
　
で
あ
り
、
必
然
的
に
真
で
あ
り
偽
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら
は
、
神
の
属
性
た
る
真
旦
不
可
変
な
正
義
か
ら
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
O
竺

　
　
帥
三
負
こ
O
．
Q
。
㎝
）

　
　
　
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
の
天
使
論
と
悪
魔
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

（
4
7
）
　
そ
の
理
由
は
、
天
使
達
が
善
と
正
義
を
貫
ぬ
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
し
、
神
が
、
彼
ら
に
、
罪
を
犯
し
、
永
遠
の
罰
で
餐
め
ら
れ
る
た
め
に

　
　
必
要
な
物
理
的
予
動
を
与
え
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
4
8
）
凶
三
皇
7
鍛
●
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
他
の
著
作
に
比
し
て
、
こ
の
著
作
で
神
の
善
性
（
善
意
）
（
ぴ
。
簿
σ
）
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
　
○
濠
－
い
p
℃
凄
揖
ρ
o
O
．
o
淳
．
”
Ψ
一
り
b
。
を
見
よ
。
し
か
し
、
正
義
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

（
4
9
）
　
ω
o
p
自
。
一
ヨ
筈
δ
睦
む
。
o
p
ぎ
く
互
9
ぼ
①
ピ
9
（
。
門
‘
灘
南
ご
O
や
目
O
O
i
一
〇
ド
）
永
遠
の
特
質
を
有
す
る
神
の
実
体
に
い
わ
ぽ
書
き
込
ま
れ
る
法
の
こ

　
　
と
。

（
5
0
）
　
ω
p
い
。
陣
8
諺
¢
げ
ω
3
づ
ぼ
①
濠
（
瀞
一
自
二
〇
．
3
0
）
ま
た
は
、
既
述
し
た
ご
と
く
、
永
遠
の
御
法
（
司
り
9
蝉
霞
p
①
剛
δ
）
（
ま
畠
」
O
。
H
O
O
冨
ω
ω
言
）

　
　
と
も
い
わ
れ
る
。

（
5
1
）
　
×
搾
℃
“
も
。
O
餅
勿
論
、
そ
の
理
由
は
、
全
自
然
を
聖
化
す
る
二
実
体
に
結
び
つ
き
易
く
す
る
た
め
に
人
聞
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
「
た

　
　
と
え
神
が
、
人
闘
を
創
造
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
御
言
は
、
自
ら
天
使
と
な
っ
て
そ
の
ペ
ル
ソ
ナ
に
お
い
て
天
使
的
本
性
を
神
に
捧
げ
る
。
」

　
　
（
×
＜
目
》
サ
ば
c
Q
）
と
、
い
わ
れ
る
。

（
5
2
）
　
＜
”
や
さ
5
0
ゼ
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
と
し
て
、
自
分
の
祈
り
又
は
願
望
を
通
じ
て
神
の
諸
々
の
意
志
の
効
力
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

（
5
3
）
　
O
蟄
×
押
や
目
0
8
豊
か
さ
、
健
全
、
名
誉
は
、
旧
約
の
恩
恵
で
あ
り
、
　
ユ
ダ
ヤ
の
昆
の
恩
恵
で
あ
り
、
天
使
達
が
配
分
者
で
あ
っ
た
し
、
今

　
　
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
恩
恵
は
、
闘
下
の
と
こ
ろ
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
支
配
下
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
O
暁
．
　
＜
一
圃
同
”
　
℃
●
　
刈
O
り
）

（
5
4
）
　
O
蟄
×
鍔
7
ω
蒔
ρ
O
o
ド
一
匿
嶺
’

（
5
5
）
　
O
♂
×
≦
”
》
ざ
メ
神
が
自
ら
の
作
鹸
を
聖
化
す
る
の
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
頭
と
す
る
教
会
の
手
足
で
あ
り
、
こ
の
神
人
を
頭
と
し
て

　
　
崇
め
る
天
使
達
を
、
人
聞
と
同
様
、
神
的
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
葦
鳥
‘
鳴
．
一
8
・

（
5
6
）
　
H
・
や
Q
。
“
◎
鼠
p
普
・
δ
”
ド

（
5
7
）
　
冒
影
”
国
く
欝
α
q
濠
”
ど
一
b
。
．

（
5
8
）
　
或
る
意
味
で
、
最
高
能
力
を
有
す
る
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
良
き
天
使
に
は
、
奉
仕
者
と
し
て
の
彼
ら
を
使
う
頭
と
し
て
、

　
　
悪
魔
に
は
、
時
に
誘
惑
さ
れ
る
役
に
、
時
に
抵
抗
す
る
役
に
ま
わ
っ
て
彼
ら
の
存
在
意
義
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。
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（
5
9
）
　
前
者
の
置
σ
o
ω
は
、
神
の
う
ち
に
あ
り
、
認
識
の
根
拠
で
あ
る
と
共
に
、
創
造
の
根
拠
で
も
あ
る
。
後
者
の
因
果
の
問
題
は
、
自
然
学
の
中
心

　
　
で
あ
り
、
ま
た
、
神
の
摂
理
の
一
般
的
法
則
（
提
出
動
機
は
、
人
間
の
場
合
の
奇
型
児
の
誕
生
、
敬
慶
な
る
人
の
負
優
、
自
然
の
揚
合
の
、
砂
漠

　
　
へ
の
無
益
な
降
雨
等
々
を
機
会
因
に
転
嫁
話
㎞
曾
魯
す
る
こ
と
、
昏
Φ
o
蝕
＄
o
で
あ
る
と
我
々
の
著
者
は
明
言
し
て
い
る
。
）
の
中
心
で
も
あ
る
。

　
　
ま
た
、
前
者
の
置
⑱
m
は
、
の
ち
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
神
内
の
叡
知
的
延
長
（
一
、
偉
①
”
費
。
画
け
。
罠
σ
q
諺
㊦
）
に
代
蓑
さ
れ
、
後
者
は
、
真
原
因
た
る

　
　
神
に
の
み
果
作
力
を
認
め
、
二
次
的
諸
因
に
そ
れ
を
拒
む
機
会
的
因
論
で
代
表
さ
れ
る
。

（
6
0
）
　
註
の
（
1
5
）
参
照
。

（
6
1
）
　
既
知
の
一
般
的
法
則
は
、
何
度
も
、
「
機
会
因
」
や
「
結
果
」
を
経
験
し
た
り
、
聖
書
で
読
ん
だ
り
し
て
知
ら
れ
た
。
し
か
し
、
未
知
の
一
般

　
　
的
法
則
の
場
合
、
「
機
会
因
」
は
知
ら
れ
て
い
ず
、
「
結
果
」
が
起
っ
た
か
、
ま
た
は
起
っ
て
い
る
限
り
で
し
か
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
し
か

　
　
し
神
の
個
別
的
意
志
に
よ
る
「
結
果
」
を
、
我
々
は
確
認
し
え
ぬ
〔
9
”
＜
9
や
諜
り
〕
の
で
あ
る
。

（
6
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
O
¢
臼
9
掃
氏
の
、
「
天
使
は
、
神
の
ま
な
ご
に
お
い
て
は
常
に
あ
り
つ
づ
け
る
」
〔
。
艶
9
●
○
器
8
目
電
撃
巴
。
σ
欝
琴
冨

　
　
H
鍔
ヤ
ω
卜
。
O
）
と
い
う
こ
と
ば
を
想
起
す
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
は
、
信
仰
の
領
域
に
天
使
が
み
ら
れ
て
も
、
神
の
観
点
か
ら
は
、
旧
約
の
時
代
で

　
　
天
使
の
用
が
済
ん
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
が
、
湿
る
意
味
で
、
我
々
人
間
の
ま
な
ご
に
お
い
て
も
、
天
使
は
常
に
あ
り
つ

　
　
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
聖
書
が
我
々
に
教
え
る
し
、
ま
た
、
我
々
は
㌶
〈
臨
。
戸
①
p
嘗
窪
の
見
地
に
立
ち
う
る
か
ら
で
あ

　
　
る
。

（
6
3
）
　
ア
ル
ノ
ー
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
主
心
的
で
は
な
い
の
で
、
急
所
の
み
を
取
り
上
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
全
集
第
六
巻

　
　
か
ら
第
九
巻
ま
で
に
収
め
ら
れ
た
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
ア
ル
ノ
！
へ
の
反
論
、
返
答
集
（
沁
Φ
2
Φ
出
ロ
Φ
8
9
①
ω
一
Φ
ω
村
9
0
諺
Φ
ω
叶
ヨ
。
器
一
①
農

　
　
〉
ヨ
碧
置
）
は
、
一
つ
の
成
果
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
奇
跡
の
論
点
の
み
に
絞
っ
た
研
究
は
、
き
わ
め
て
①
嘗
ξ
窪
×
だ

　
　
が
重
要
な
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
6
4
）
　
恐
ら
く
我
々
の
著
者
も
、
将
来
自
由
を
行
使
す
る
で
あ
ろ
う
天
使
等
の
被
造
物
を
、
無
か
ら
創
造
し
た
ま
さ
に
当
の
創
造
主
で
あ
り
無
限
の
予

　
　
見
能
力
を
有
す
る
神
の
み
が
、
自
ら
の
被
造
物
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
自
由
の
付
与
権
、
発
言
権
を
有
す
る
と
考
え
よ
う
。
た
だ
、
神
は
こ
の
上

　
　
な
く
自
由
で
あ
る
が
、
神
の
御
言
た
る
御
秩
序
が
神
の
自
由
を
い
さ
さ
か
窮
屈
に
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
今
後
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
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historisch－philologlschen　Arbeiten　seit　dem　Beginn　unseres　Jahrhunderts

die　vertraulichen　und　vollstandigeR　Hegel－Texte　immer　mehr　in　Anspruch

nehmen　lc6nnen．　Um　die　Hegelschen　GedaRken　aber　noch　genauer　ausle－

gen　zu　k6nnen，　mUssen　wir　uns　auch　von　vielfachen　Niederschlagen　der

herk6mmlichen　Hegel－IRterpretationen　jetzt　endlich　mal　richtig　befreien，

die　schon　seit　1831　zutage　gekommen　und　bei　uns　immer　vorausgesetzt

waren．

Des　anges　et　des　d6mons　chez　Malebranche

Par　Yoshisuke　Yoda

Professeur　de　philosophie

Facult6　des　arts　a　Osaka

Universite　des　arts

　　Nous　n’avons　pas　le　desseln　de　traiter　1’angelologie　de　Malebranche

pour　ajouter　une　Rouvelle　pages　a　1’histoire　de　1’angelologie．　Mais　on

etablit　comme　but　de　savoir　la　raison　pourquol　bien　que　les　anges　ait

presque　disparu　des　ouvrages　des　philosophes　d’aprさs　l’6poque　皿oderne，

pourtant　on　trouve　des　anges　eR　plusieurs　endroits　de　divers　ouvrages　de

Malebranche．

　　Dans　les　Meditations　chre’tiennes　et　me’taPhysiques，　un　pauvre　esprit　qui

ne　sait　pas　encore　qu’ii　n’y　alt　que　le　Verbe　de　Dleu　qui　soit　la　Raison

universelle　des　esprits，　demande　aux　Pures　lntelligences；　“Etes－vous？

Qu’etes－vous？　Etes－vous　veritablement　lumidre　et　puissance　a　n6tre　egard？”

Nous　aussi，　nous　traitons　les　anges　dans　1’ordre　de　ses　questions：　（1）　De

1’exlstence　des　anges．　（II）　De　la　nature　des　anges．　（III）　De　la　puissance

des　anges．

　　Malebranche　ne　dit　que　rarement　de　1　et　II．　En　premler　lieu，　pour　ce

qui　est　de　1’existence　des　anges，　il　est　vrai　que　les　Salntes　Ecritures　nous

1’enseignent，　mais　la　raison　nous　i’enseigne　de　meme．　Car　nous　connais－

sons　leur　existence　par　conjecture　ou　indirectement．　Nous　conjecturons

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



que　les　ames　des　autres　hommes，　les　Anges　et　les　d6mons　sont　de　meme

espece　que　la　n6tre，　puis　qu’ils　voient　en　Dieu　certaines　idees　et　certaines

loix　immuables　aussi　bien　que　nous．　Ainsi　ne　peut－on　pas　comprenclre

leur　existence　sans　la　vrai　comprehenslon　de　la　nature　des　idees　au　point

de　vue　de　la　vision　en　Dieu．

　　En　seeond　lieu，　pour　ce　qui　est　de　la　nature　des　anges，　en　disant　i’esprit

comme　entendement　pur　que　affectent　des　idees　dans　Dieu，　on　sugg6re

que　cet　esprit　ressemb！e　a　un　ange．

　　En　troisidme　lieu，　pour　ce　qui　est　de　1a　puissance　des　Anges，　il　est　que－

stion　de　leur　connaissance　et　leur　actioR．　Quant　a　leur　connaissance，　nous

ne　pouvions　pas　nous　empeclter　de　raisonner　par　anaiogie　avec　notre　ame，

puisque　Malebranche　se　tait　sur　ieur　connaissance．　Et　ensuite　quant　a　leur

action　d’abord　nous　devons　examiner　la　definition　du　miracle　et　cette

app！ication　aux　eux－memes．　Or，　1es　anges　n’agit　pas　par　leur　ecacace，　mais

en　qualite　des　causes　occasionnelles．　Dieu　seul　agit　par　son　edicace　propre．

Par　consequent，　ils　ne　fait　pas　un　vrai　mirac1e，　mais　un　prodige．　C’est

Dieu　qui　fait　un　vrai　miracle　par　les　volontes　particuiieres，　par　lesquelles

il　n’agit　point　souvent．　S’il　agit　alnsi，　c’est　un　vrai　miracle．　Mais　il　ne　fait

uR　miracle　que　rarement　ou　que　seion　que　1’exige，　ou　le　permet　1’Ordre．

　　Alnsi　1es　anges　ont－ils　！e　pouvoir　presqtte　incapable．　lls　n’ont　que　ie

pouvoir　d’agir　sur　le　corps　en　consequence　des　lois　gen6rales　de　la　provi－

dence　de　Dieu，　comme　s’ils　sont　attaches　avee　des　chaines．　La　correspon－

dance　sur　！e　tour　de　la　Baguette　est　dans　ie　cadre　de　cette　action．　Et　les

anges　ont　la　iibert6　bien　que　pauvre．　Dans　ies　Rofexions　sur　la　Premotion

phニソsi（7ue，　on　trouve　la　cornpara玉son　d’un　statua圭re　et　douze　statues　qui

veulent　dire　Dieu　et　douze　hommes　ou　douze　anges．　Pour　comprendre　la

libert6　des　anges　par　la　critique　de　cette　pr6motion　et　sa　comparaisoR，　on

doit　comprendre　veritablement　que　1’action　de　Dieu　porte　le　caractere　de

ses　attributs．

　　Mais　Dieu　a　donne　son　Fils　aux　Anges　de　sorte　qu’　ils　agisseRt　comme

ses　ministres．　Pourtant　quant　aux　demons，　Malebranche　repete　qu’il　faut　les

m6priser　et　qu’il　ne　faut　pas　les　craindre．　Car　ils　peuvent　encore　nous
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tenter，　puisqu’ils　ont　aujourd’hui　encore　le　pouvolr　de　ie　faire，　par　notre

corps，　jusqu’au　Jugement　dernier，　bien　que　sous　1’IRfinie　prescience　de

Dieu．　Mais　il　ne　faut　craindre　que　Dieu．

　　En　tout　cas，　une　activit6　des　anges　eR　plusieurs　endroits　de　divers　ou－

vrages　de　Malebranche　n’est　qu’en　1’apparence．　Toutes　｝es　fois　qu’un　ange

eRtre，　un　lol　gen6rale　de　la　providence　de　Dieu　agit　derrlere　cet　ange．

Chaque　fois　qu’un　ange　entre，　cela　nous　rappelle　Dieu，　le　Verbe，　i’　Ordre

immuab！e，　la　Loi　6ternelle　et　ses　attributs，　surtout　1’lnfinie，　la　Sagesse，　la

Justice　et　ia　Bonte．

Geschichte　und　Welt

Politische　Erfahrungen　des　jungen　Hegel

von　Aklra　Hayase

Lektor　der　Philosophie，

an　der　philosophischeR　Fakultat

der　RitsumeikaR　Universitat　（Kyoto）．

　　Die　Absicht　dieser　Abhandlung　！iegt　darin，　die　geschichtliche　Entwik－

1〈lung　der　GedankeR　des　jungen　Hegel　im　politlschen　Kontext　Deutsch－

lands　am　Ende　des　18．　JahrhundeTts　zu　verfolgen　und　dadurch　den　Nach－

weis　zu　ftihreR，　daB　die　Metaphysik　Hege！s　nur　dureh　seine　po！itischen

Erfahrungen　in　seiner　Jugend　zustandekommen　konnte．　Der　Aufsatz　be－

steht　aus　fUnf　Tellen．　Zuerst　werden　dle　wesentiich　polit1sche　Struktur　des

Denkens　des　jungen　Hege！　und　der　po！itische　und　geistesgeschichtliche

Hintergrund　derselben　dargestellt　（1．　und　2．　Kap．）．　Dann　folgt　das　Schei－

tern　selnes　polltischen　ldeals　aufgrund　der　damaligen　Zeitsituation　und

seine　dadurch　hervorgerufene　radikale　Selbstkritik　（3．　und　4．　Kap．）．　Sch－

lieBlich　wird　das　Entstehen　seines　diaiektischen　Denkens　thematisiert　（5．

Kap．）．　lm　fo1genden　m6chte　ich　meine　Untersuchung　mit　einer　Relhe

von　Thesen　umreiBen．

　　1．　Kap．：　Das　ldeai　einer　republikanischen　Revoiution　in　DeutschlaRd．
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